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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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第二十一章　王都へ







「ミツハ、王都へ向かうぞ。すぐに準備しなさい」

「え……」

　我がヤマノ子爵家領地邸に突然現れてそう言ったのは、お馴な染じみボーゼス伯爵様。

　うちの使用人達は、もう、ボーゼス家の人達の突然の訪問は気にもしない。たとえそれが伯爵様御本人であっても。

　慣れたのか、それとも私の方が偉いとでも思っているのか……。

「社交シーズンだ。まだ盗賊があまり減っていないから、安全のため王都まで一緒に行くぞ」

「え、だってまだ１年経ってない……」

　私が驚きの声を上げると……。

「社交シーズンは、年に数回あるのだ。１回切りのわけがないだろう」

「ええっ、そうだったんですか！」

　てっきり年１回だと思っていたよ！

「あの、今、領地が大事な時で……。今回は、王都へ行くの、やめときます」

「何を言っている！　貴族になって最初の社交シーズンに不在にしてどうするのだ！　皆がミツハと話したがっているというのに……」

　いや、だから嫌なんですけど！

　しかし、伯爵様は引いてくれる様子は全くない。

「だから、家臣を貸すと言ったのに……。明後日に、うちの領都を出発だ。早くせんと、イリスとベアトリスがここまで迎えに来るぞ」

「ええっ……」

　どうやら、伯爵様も絶対に引けないようである。家庭内ヒエラルキー的に。

　しかし、今、長期に亘わたって領を空けるわけにはいかなかった。領地にとっては大事な時期なのである。

　王都に着いてしまえば、しょっちゅう戻ってくればいい。別にいつも伯爵様達と一緒に居るわけではないのだ。こちらの者には、王都へは行かなかった、所用でしょっちゅう留守にしているだけ、と思わせればいい。

　その時期に私が王都にいたか子爵領にいたかなど、確認しようとする者はいないだろう。伯爵家の人は全員、王都で数日置きに私と会うわけだから、あえてそのようなことを確認したりするはずがない。

　だが、移動の間の８日間が痛い。いや、荷物を積んだ荷馬車があるし、乗り心地を重視してゆっくり行くだろうから、乗合馬車の場合より、もっとかかるか……。

「あの、後で自分で行きますから……」

「駄目だ！　盗賊がまだ減っていないと言っただろう！　それに、一緒に行かないと意味が……、いや……」

　正論のあと、言葉を濁す伯爵様。

　どうやら、移動の10日前後の間、私と色々話をしたいらしい。伯爵様か、もしくはイリス様、ベアトリスちゃんに、テオドール君とかが。

　しかし、領をそんなに留守にはできない。

　これからも続く問題だし、伯爵様ならいいか。腹を括くくろう。

「伯爵様、ちょっと内密のお話があります」

　そう言うと、人払いし、声を抑えて伯爵様に説明した。

「実を言いますと、私には秘術に関してかなりの才能があるようでして、『渡り』の秘術を使う時、私ひとり、もしくは少しの荷物程度でしたら、殆ほとんど負担は無いんです。それくらいならすぐに回復しますし……。

　ただ、それが露見すると、母国との交渉やら貿易やらと言い出して『渡り』を強要する人が必ず現れて、しだいに要求がエスカレートするに決まっています。そしてそれはすぐに私の許容限度を超えるでしょう。だから、負担をかなりオーバーに伝えました。

　つまり、私ひとりならば、『渡り』で一瞬のうちに王都へ行けますので、用ができるまではこっちで領の運営をやっています」
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「え……」

　驚く伯爵様。

　しかしそれは、私の能力に、というよりは、私がそれを明かした事に対して、というような感じであった。おそらく、その程度のことは当然予想していたのであろう。

　実は私も、伯爵様はおそらく察しているだろうと思っていた。

「ううむ……」

　伯爵様は、困っている様子。

　道中の安全や、社交シーズン開始に遅れるわけにはいかない、という正論が封じられると、領の運営の大切さを充分承知しているだけに、無理は言いづらいのだろう。しかし、ボーゼス家にとって10日間もの私の独占は、あまりにも魅力的なのであろう。

　どんな知恵を引き出せるか、というのも勿もち論ろんあるが、イリス様とベアトリスちゃんとの交流も意味は大きい。何より、そのふたりがそれを強く望んでいるのである。伯爵様に、それに抗あらがう術すべがあろうはずがない。

　長子のアレクシス様ともこの後合流する予定であろうし、もし息子様方のどちらかとうまくいってくれれば、とでも期待しているのかも……。

　しかし、領の運営が大切なことも解るだろうし、それを重視して、そして自分を信用して秘密を打ち明けた私の想いは無下にはできないだろう。

「うむむむむ……」

　暫しばし悩んだ後、伯爵様はようやく決心された御様子。

「分かった。イリスとベアトリスは何とか説得する。その代わり、我々が王都に着いた時には、先に着いておき出迎えるように。『もう出発していた』と言うくらいしか、ふたりを言いくるめる自信がない……」

　私は、こくこくと頷うなずき、自領へと戻る伯爵様を見送った。

　しかし、帰り際に伯爵様が言った、『この貸しは大きいぞ……』との言葉には納得できなかった。

　それ、伯爵様の家庭内の問題であって、私には関係ないよね？

　とにかく、明後日出発で、所要日数は早くて10日、遅ければ12～13日くらいらしい。天候とか馬車の故障とか盗賊とか山崩れとか、色々と思わぬ障害があるので、この世界の旅としては、それくらいの不確定要素は当然のことらしい。

　まぁ、９日後くらいに行けばいいか……。

　とりあえず王都でやるべき事は何か、と考えた。

　まず、料理人を１名確保。定食屋の息子さんは、ヤマノ料理を覚えて定食屋で働くことになったから、子爵邸用の料理人が要る。でないと、ひとりでは今いる料理人が倒れてしまう。

　あと、木工職人か船大工。

　多分、船大工という専門職の者はいないだろうな。需要が少なすぎるし、海に面したこのあたりにいないものが、海から遥はるかに離れた王都にいるわけがない。

　そして私は、王都に時間を取られる前にと、急いで領内での仕事を進めた。

　醬しよう油ゆ、味み噌そ、豆腐の試作の開始。スタートさえしておけば、あとは村のみんなが試行錯誤で頑張ってくれるだろう。時々見に行くし。

　あと、ワサビの栽培開始。魚料理に必要だし、他の料理にも使える。殺菌効果で加工食品の日ひ保もちが良くなるし。

　この世界にも探せばあったかも知れないけれど、面倒なんで日本から持ち込んだ。畑ワサビ（丘ワサビ）ではなく、水ワサビ（沢ワサビ）の方ね。種からではなく、株分けで開始。川の上流、山裾のあたりの渓流で栽培。ワサビは綺き麗れいな流水を好むからね。

　そして、小国に貰もらった船での慣熟訓練が終わったので、遂ついに地引き網漁をやった。

　初回だからか、思ったより大漁。あんまり獲り過ぎても処理に困るので、販路が拡大されるまではそう頻繁にはやらないようにしよう。回遊魚相手なので、そうそう『獲り尽くす』ということにはならないだろうけど。

　少し安くして大漁セールを行ったり、ようやく生産が始まった塩田で作られた塩での塩漬けや、干物等を生産。丁度行商に来たペッツさんに王都で売うり捌さばいて貰うべく買い取って貰った。

　ついでに塩も売った。どれくらいの値で売れるかの調査のためなので、量は少しだけ。小規模な塩田なので生産量もそんなに多くないしね。岩塩業者の反応も確かめたいし。

　現在は馬車３台を率いるペッツさん、そのうち５台くらいに増やそうかな、なんて話してた。日本の品物で結構収益が上がっているようで、交易回数も増やそうかと検討中だとか。

　まぁ、日本の品物は少しずつしか売らないけど、貴族相手にうまく立ち回れば結構良い商売になるはず。面倒なんで自分ではやらないけど。

　嫌だよ、貴族相手に売り込みだとか交渉だとか。店に買いに来る客だけでいいよ。

　王都の店は、あくまでも地球の品を暴利……げふんげふん、高価で少量販売する店であって、消費期限の短い物や大量に販売する物等、この世界の物は扱わない。一部の例外を除いて。

　……開店日数少ないし。

　それに、もし私が死んだら領の経済が一瞬で破綻、なんてのは寝覚めが悪いから、領の経済は私の力は一切関係なく回るようにしておきたい。

　早く日本製品無しでも領地産のものだけでペッツさんに充分な収益が出るようにしなきゃ。家内制手工業か軽工業で、良いものを導入して……。やはり加工食品、繊維、雑貨、製紙あたりかなぁ。




　あれこれしているうちに、あっという間に９日間が経過。

　今日から、領地の者には『あちこち視察したり調査に行ったりするから、不在がち』ということに。王都の者には『領地の生産物を売り込むためにあちこちと交渉するのに忙しく、店には不在がち』ということにしておく。

　日本の自宅の管理や、『ちゃんと暮らしてますよアピール』も必要だし、そのうち何か職に就いてることにしないとマズそうだし……。

　小規模な輸入業、ってことにしようかな、ここの民芸品や家具とか剣とかをアンティークとして売る、とか。

　でも、税金や登録とか、面倒そうだな……。いっそ、住居を国外に移して……って、いやいや、あの家は守らなきゃ。

　それに、そろそろ大国が何らかのアプローチをしてきそうな気がするし。

　美お味いしいところを小国に持っていかれたままで黙っているような国じゃないよね、多分。

　まぁ、決めたルール通りに、隊長さんのところ経由で来るとは思うけど。

　……ああ、面倒！　領地、王都、日本、隊長さんのところで大国相手……。四正面作戦とか、やってられないよ！





＊　　　＊　　　






「……ねぇ、ミツハ姉様。このお店、私に任せる気、ない？」

　あああ、悪魔の囁ささやきがあっ！

「さ、サビーネちゃん、ど、どういうことかな……」

　私が王都に滞在していることをいち早く嗅ぎつけたサビーネちゃんの、来店早々の言葉に動揺しまくる私。

　今までの短期間の王都来訪では、サビーネちゃんには会わなかったのだ。そうしょっちゅう王都に来ていたらおかしいし、べったりくっつかれては仕事にならないから。

「だって姉様、お店いつも閉まってるじゃない。私が開けて、店番してあげるよ。でーぶいでーの操作も覚えたし、何なら３階も管理してあげる。ここに住み込んであげてもいいよ」

　ね、狙いはそれか～！　ＤＶＤと、ここの設備を自由に使いたいだけだな、サビーネちゃん!!

　１階にある、ＤＶＤ、冷蔵庫、電子レンジにガスレンジ、オーブン、お風呂にシャワー、ストーブに扇風機……。

　それに、どうやら３階の設備の存在にも気付いている様子。

　無理もないか、１階でこれなのだから、プライベートスペースである３階にも色々とあるだろうことは容易に想像できるはず。

　しかし……。

「で、でも、おかしな客が来て絡まれたりとか……」

「あはは、『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ』のお店で絡む人がいると？　それに、勿論私ひとりじゃなくて、護衛の者とかお付きの侍女が一緒に働くよ。でないと、私がゆっくりとでーぶいでーを観みられないでしょう？」

　開き直りやがったよ、この子！

　いや、しかし、それもアリかも……。

　知らない人に任せる気はないけれど、サビーネちゃんなら……、って、騙だまされるな、私!!

　王女様に店番やらせる雑貨店主がどこにいる！

　それに、そうするとすぐに３階も侵食されるだろうし、店から消えたり現れたりしていると転移のこともすぐバレる。

　しかし、店を任せられれば、かなり楽に……。

「は、はは、か、考えとくね……」

　なんとか誘惑に打ち勝った私に、ちぇっ、と舌打ちするサビーネちゃん。

　と、そこに、街の孤児院の子が駆け込んできた。

「姫巫女様、来たよ！」

「もう、その呼び方はやめてって言ってるでしょ！」

　𠮟りながらも、お駄賃と、オマケのお菓子を渡してやる。

　孤児院の子供達は、院がやっている畑や養鶏等の手伝い以外の自由時間に、自発的に使い走り等の仕事をしている。私はたまにそういう子に仕事を頼む事があり、今回もそのひとつであった。

　依頼内容は、『街の外門で見張り、ボーゼス伯爵家の馬車が来たらすぐ知らせる』というものである。

　伯爵家の家紋を描いて渡しておいたので、馬車を見ればひと目で判わかる。

　いつもお駄賃の他にお菓子をあげるからか、私の依頼を受けたがる孤児は多い。いや、それ以前に、『姫巫女様の依頼を受けた』というのが栄誉らしく、孤児達の間では競争率が高いらしかった。

　少年は、お駄賃とお菓子を受け取ると、礼を言って走り去った。おそらく、ボーゼス伯爵家王都邸へ知らせに行くのだろう。別に依頼されてはいないが、『ボーゼス伯爵の馬車が街に着いた、姫巫女様もすぐに来る』と知らせれば、おそらくそこそこのお駄賃が貰えるだろう。特に、私も来る、という情報の価値は高いだろうから。せっかくの金かね儲もうけの機会を逃すようでは、一流の孤児とは言えない。

　……いや、『一流の孤児』って何やねん、と思わなくもないが。

　とにかく、店を閉めて、ボーゼス伯爵家王都邸へと向かう。荷馬車を連れた一行の移動速度はあまり速くはないが、それでも孤児の少年のここまでの移動時間を考えると、そんなに余裕はない。

　伯爵様との約束通り、出迎えて『先に王都に来てましたよアピール』をしないと、伯爵様の身が危ない。

　そして、なぜかサビーネちゃんもついてきた。

　ああ、そういえば、お友達だったね、ベアトリスちゃんとは。




　私がボーゼス伯爵家王都邸に着くと、既に使用人達が出迎えの列を作っていた。

　普通は馬車が着いてから慌てて準備するので、扉の前に数名並ぶのがやっと、他の者は足湯やお茶、汗や汚れを落とすための入浴の準備等で大わらわなのである。到着予定には数日間のばらつきがあり、到着に合わせて事前に用意、というのが難しいため、それは仕方のないことである。

　どうやら、あの孤児の少年は良い仕事をしたらしい。お駄賃も弾んで貰えたことであろう。

　私とサビーネちゃんは、ボーゼス邸に着くと同時に、執事のルーファスさんに列の一番前へと連れていかれた。ボーゼス邸の使用人は全員、サビーネちゃんのことも知っている。よく私と一緒にいるため、万一失礼があっては大変だと、ルーファスさんが使用人全員を私の店に行かせてサビーネちゃんの顔を覚えさせておいたのである。

　いや、次々とボーゼス邸の人が来るもんだから、何事かと思ったよ……。

　それから間もなく、伯爵様御一行が到着。王都到着時に安全な中央部から先頭へと位置を変えた、伯爵様御一家が乗った馬車から一番先に降りてきたベアトリスちゃんは、私に飛び付こうとして、横にいるサビーネちゃんに気付いてびっくりした様子。

「あ……、あれ？」

「お久し振り、ベアトリスちゃん」

　私の腕にしがみついたまま、笑顔でベアトリスちゃんを迎えるサビーネちゃん。

「ぐぬぬ……」

　そして、なぜか悔しそうな顔をして唸うなるベアトリスちゃん。

　それを見て、苦笑するしかない私。

「あらあら、何をしているのかしら……」

「出たな、イリス様！」

「え……」

　いつか聞いたようなイリス様の言葉に、思わず心の声が口から漏れてしまった。

　そして、ラスボス扱いされて、ぷくっと頰ほおを膨らませるイリス様。

　襟首を摑つかまれて引っ張っていかれる私を見送りながら、男性陣とサビーネちゃん、ベアトリスちゃんは大きな溜ため息いきを吐ついていた。

「「「「「あちゃ～……」」」」」

　いや、誰か、助けてよ！




「で、どうして私達に何の連絡もせず、ひとりでさっさと出発したのですか！」

　イリス様、お怒りである。

　せっかく私と一緒に旅ができると思っていたからか、その不機嫌さもひとしおであった。

「い、いえその、丁度仕事が一段落したので……」

「ならば、そのままうちに来れば良いでしょう！」

（い、いかん！　何か理由を……）

　私は、焦った。

　速く移動できる手段があったから……、クルマ？　自転車？　ってダメだ、それは遅く出発する理由にはなっても、早く出た理由にはならない……。

　うああああ、と私がテンパっていると、思わぬところから助け船が出された。

「あ、それは、私がお願いしたからだよ」

「「え？」」

　サビーネちゃんの言葉に、驚くイリス様と伯爵様。

　もう少しで私も声を出すところであったが、何とか抑えることに成功した。

「私が、一刻も早く王都に来るよう、何度も使いを遣ったからだよ。それも、かなり強い文面の文ふみを持たせて……」

　王女様にそう言われては、それ以上怒るわけにはいかない。なにしろ、王女様の要請に従ったことを責める、ということになってしまうのだから。

　更に、ふたり一緒に出迎えた、ということが、その信しん憑ぴよう性せいを増している。

　仕方なく、それ以上の追及を諦めたらしいイリス様。

　そして、助かった、と思って感謝の念を込めてサビーネちゃんを見ると、その顔には邪悪な笑みが浮かんでいた。

　し、しまったあァァァ!!

　弱みを握られた！

　私は愕がく然ぜんとした。

　多分、何か正直に言えない理由があるということに気付かれてる。

　そして、頭の良いサビーネちゃんは、おそらく伯爵様の態度から、伯爵様はその理由を知っている、と読んでいるだろう。

　サビーネちゃんは、私が本当に守らなければならない秘密には決して触れようとはしない。しかし、『他の誰かが知っている』ということならば自分も知って大丈夫、と考える。というか、『自分が知らない私のことを、他の者が知っている』ということが許せないのだろう。

　つまり、どういうことかというと、……私が秘密を喋しやべるまで追及の手が止まることはない、ということである。

　喋らされるか、他の何かを交換条件として差し出すか……。

　どちらにしても、私の大損が確定した取引であった。





＊　　　＊　　　






「……で、教えて貰えるんだよね、ミツハ姉様」

「う……」

　やはり、追及された。

「あの、別のことでお願い……」

「では、お店の自由使用権で」

「そ、それは勘弁して……」

　困った。何か良い案は……。

　そうだ、前から考えていた、あれはどうだろうか。それと、あれ。

「サビーネちゃん、実は、いいものがあるんだけど、どうかな？」

「私が納得するものでなきゃダメだよ？」

「大丈夫！　さぁ、このふたつのうちから、好きな方を選んでね。

　ひとつ。あまり場所も取らず維持費もかからず、狭い道でも大丈夫な、サビーネちゃんひとりで使えて馬車より速い乗り物。

　もうひとつは、私が子爵領に居ても、王都のサビーネちゃんとお話ができる魔法の道具。さぁ、どっちがいい？」

「え……」

　驚きに固まるサビーネちゃん。

　そして、恐怖に固まる、店の隅で何気ない振りをしていた護衛の人。

　そりゃそうか、サビーネちゃんが馬車より速く狭い道をばく進する機動力を手に入れたら、護衛の人の苦労が何倍にもなってしまう。

「あ、あの、両方、ってのはダメかな……」

　……出たな、おじさまキラーの上目遣い！

　しかし、私には効かない！

「ダメ！　どちらか、片方だけ！」

　サビーネちゃんは、暫しばらくう～う～唸っていたが、結局、２番目の『子爵領の私と話せる魔法の道具』を選択した。私にとっても、その方が都合が良かった。安全措置のひとつとして、そのうち用意しようかと思っていたものだし、それを任せる適切な人材がサビーネちゃん以外に思い浮かばなかったので、丁度良い口実になった。

　後ろでは、護衛の人が、心底ホッとしたような顔をしていた。

　いや、心配させてごめん。
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　翌日、王宮のサビーネちゃんの部屋とその周囲を確認させて貰い、機材の設置に関して王様の許可を取ったあと、日本へと転移。そしてまずはソーラー発電の業者へ。

　王都のお店、子爵邸に続き３回目なので話はスムーズに進み、発電ユニット、蓄電装置等の購入を即決。今回はごく簡単な小規模のものとなった。

　そして次は、秋あき葉は原ばらへ。

　今ではおたくの街となってしまったが、まだまだ昔の面影も残っている。

　行ったお店は、アマチュア無線の専門店。

　実は私は、おとうさんの影響で、中学生の時にアマチュア無線の資格を取っていた。おとうさんへのお付き合い、というか、家庭サービスのようなつもりで取った資格であるが、一通りのことは全てマスターしている。

　昔ならばアマチュア無線に流れていたはずの者達がみんなパソコンに行ってしまう現在、完全な斜陽産業となってしまったアマチュア無線業界。しかし、年配のマニアはまだまだ健在であり、新しい機器も開発されている。

　店に入った私は、大人買いをした。

　いや、この業界、大人であっても、そうそうまとめ買いなどはしないが。

　とにかく、最新式のＨＦ帯固定機とＶＨＦ帯固定機、そしてＶＨＦハンディ機をそれぞれ３台ずつ買う。アンテナは３・５ＭＨｚから４３０ＭＨｚまでの８バンドをカバーしたグランドプレーン。

　アンテナ３組、同軸ケーブル、コネクターやらも色々買う。工具類は家にあるから不要。

　いや、科学も進歩したもんだ。おとうさんが持っていた古い機材では、ＨＦ機は28ＭＨｚまで、50ＭＨｚ、１４４ＭＨｚと４３０ＭＨｚはそれぞれ専用機、グランドプレーンアンテナは１４４ＭＨｚ以上で、21ＭＨｚの八木アンテナなんか馬鹿でかく、３・５ＭＨｚや７ＭＨｚなんか半波長の水平ダイポールでも張らなきゃならなかったのに……。

　それが、今では無線機２台で４３０ＭＨｚ以下がオールカバー、小さなグランドプレーンアンテナ１本で済むとは……。

　電波法の届かない場所で使うので、自重せず、ＨＦ機は出力２００Ｗのものを選択。日本では２級の資格が必要だけど、異世界ならば問題ない。ＶＨＦ固定機は50Ｗ、ハンディ機は５Ｗ。

　いやぁ、おとうさんから貰った、お古のＴＳ‐５２０ＸとかＴＲ‐２２００Ｇとかとは大違いだね。

　おとうさんは若い頃ヤエスのＦ‐50Ｂラインとかを使ってたらしいけど、送信機と受信機が別筐きよう体たいって、いつの時代の？　第二次世界大戦の頃に使ってたやつかな？　物持ち良過ぎでしょ、うちの家族は……。

　あちらの世界も、電離層は多分あるだろうね。似たような条件の惑星なのだから。

　Ｅスポは出るかな？　ま、Ｅスポとかダクトとかは期待しないでおこう。

　１４４ＭＨｚと４３０ＭＨｚは同じ街での連絡用、３・５ＭＨｚと７ＭＨｚが王都～子爵領の連絡用としよう。50ＭＨｚは……、出番なし、かな。

　どこかで転移するにも、大量過ぎて適当な場所まで買った荷物を持っていくことができないため、宅配便での時間指定配送を依頼して帰宅。




　後日、王都のお店のアンテナは木工加工屋のクンツさんに設置して貰った。それくらいなら自分でできなくもないとは思ったけれど、念のため。強風とかで倒れると困るからね。

　王宮の方も、クンツさんにやって貰った。ソーラー発電ユニットと蓄電器関連もあったので、ここはやはりプロに任せるべきだろうと考えて。配線は勿論自分でやった。

　領地邸の方は、全部自分ひとりで設置。電源は既に設置済みなので、工事的なものはアンテナ設置のみ。グランドプレーンは設置が簡単でよかった。

　無線機の操作法は、サビーネちゃんと、執事のアントンさんにのみ教えた。細かい調整部分は触らないように言って、最低限の操作部分のみ説明。誰かが触った場合に備えて、念のため、スイッチやダイヤルの基本状態を絵にして渡しておいた。

　設置場所は、子爵邸は書斎に。王宮は、勿論サビーネちゃんの部屋。

　基本的に、他の誰にも絶対触らせないように指示した。

　更に、子爵邸のものと王宮のものは、設定周波数を変えておいた。互いに傍受できないように。

　これで、いちいち領地に戻らなくても、毎日の定時連絡で子爵領に異状がなかったか確認できる。

　アントンさんは私が王都にいるとは思っていないから、緊急時にすぐに戻っても不審には思われないだろう。

　勿論、今はサビーネちゃんとは定時連絡なんかしない。いつも店に来ているのに、そんな必要はないので。何回か練習はしたから、それでいいだろう。

　社交シーズンが終わって領地に帰ったあとは、王都に異状がないか確認するため、サビーネちゃんと定期的に連絡する予定である。

　これで、しばらく転移していない間に子爵領や王都で大事件が、という心配を少し減らせる。サビーネちゃんもアントンさんも結構情報通なので、何かあればすぐに知らせてくれるだろう。




「姉様、どうして私とは夜に『つうしんき』でお話してくれないのよ！」

「いや、昼間ずっと一緒じゃない。夜はゆっくり休ませてよ……」

「ね、姉様は、私とお話するのは面倒だと！　疲れるだけの厄介な仕事だと!!」

　あ～、また、面倒なことを……。

「お詫わびの印に、湯沸かしポット、扇風機、温風ヒーター、でーぶいでー再生機を要求する！」

「それは却下、って言ったでしょ！　あんまりしつこく言うから、ＬＥＤライトと小型冷蔵庫を設置してあげたじゃない。それで充分でしょ。あんまり便利用品を置くと他の人達に不審がられるし、『お日様から集めて蓄えておく神力』が不足するよ。

　無線機は受信状態では消費電力が少ないし、どうせサビーネちゃんが部屋にいない時は誰も使えないのだから、普段は電源を切っておけば、ライトと小型冷蔵庫くらいなら大丈夫だろうと思うけど。でも、それ以上は、ちょっと苦しいよ。

　それに、あまりそういうのに慣れちゃうと、もし私が……」

　あ、駄目だ、これは言うべきじゃない！

「…………」

　遅かった。頭のいいサビーネちゃんだ、私が言い掛けたその先の言葉を察したのだろう。

　でも、一瞬、くしゃっ、と顔を歪ゆがめただけで、敢あえてそれには触れず、流してくれた。

　そう、私が言い掛けた、そして言わなかった言葉。

『もし私がいなくなったら、それらが使えなくなって、不便に感じて大変だよ』という言葉を……。

　そして私も、何事もなかったかのように、話を流す。サビーネちゃんに合わせて。

「もう！　何のためにあの神力システムを用意したと思ってるのよ！」

「私に借りをつくったから、約束を果たすため？」

「ぐっ……。でも、もう、約束以上の要求をかなり聞いてるよ。それに、大体、ＤＶＤは私が翻訳してあげないと、日本語解らないでしょうが！」

「うっ……」

　よし、勝った！
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第二十二章　人材確保







　まず、当初の予定通り、人材を確保しよう。

　とりあえずは、木造船を造るための技術者。

　大勢集めるのは難しいし、船が完成したらクビ、というのも少し酷い。

　まずは専門家をひとり雇って、あとは村人に手伝わせるというのが妥当だろう。

　というわけでやってきました、木工加工屋のクンツさんのところ。

　いや、コネや人脈は最大限に活用しなくちゃ。

　……前回もそうすりゃ良かったよ。

「すいませ～ん、職人さん、余ってませんか～？」

「いきなり来て、何を言い出すかと思ったら、女神様じゃないですか……」

　奥から、クンツさんが呆あきれたような顔で出てきた。

「また急ぎの仕事ですか？　私と若いの２～３人で良ければすぐに用意できますが……」

「ううん、今度は、うちの領に来て住み着いて欲しいの。農機具や色々な小物から漁船や建物まで、何でも作れる腕の良い人が欲しいんだけど」

「え……」

　クンツさんは、また呆れたような、困ったような顔をした。

「いや、さすがにそれはちょっと……。家族持ちには王都からあそこへの引っ越しはかなり辛いですし、見込みのある若いのも、街で腕を磨いて名をあげたい、って奴ばかりですからねぇ。それに、なんでも屋じゃなくて、特定部門の専門職人を目指してる奴が大半ですし。

　いくら女神様からのお話でも、こればっかりは、本人や家族の一生の問題ですからねぇ……」

　駄目かぁ……。




「すいませ～ん、料理人、余ってませんか～？」

「いきなり来て、何を言い出すかと思ったら、ミツハさんじゃないですか……」

　奥から、ベルントさんが呆れたような顔で出てきた。

　なんか、既視感があるなぁ、この会話……。悪い予感がするよ。

　ここは、言わずと知れた、『楽らく園えん亭てい』。

　いや、言わないと分からないか……。

　とにかく、料理人の心当たりといえば、ここしかない。

「うちの領地邸で料理人やってくれそうな人に、心当たりありませんか？」

「う～ん、うちで修業してヤマノ料理を覚えたい、って奴はよく来るんですけどねぇ。でも、ありゃ、真面目に修業したいんじゃなくて、ただ単にヤマノ料理を覚えて、それを武器にして楽して稼ごうとしてるだけですからねぇ。ヤマノ料理覚えたら、すぐに辞めちまいますよ」

　……それは困る。

「それに、貴族の王都邸か、王都に近い領地ならまだしも、国の一番端っこ、それも、その先が無い行き止まりのど田舎なんでしょ、ミツハさんの領地って。まともな、腕の良い料理人はねぇ……。

　いや、それでも喜んで行く奴はいるでしょうけど、その、ねぇ……」

「え？　何か問題あるの？」

　ベルントさんは、言いにくそうにしながら教えてくれた。

　私が、一部の男性達からかなり熱狂的に想われていること。

　そして若い女性が、自分に異常なまでの好意と愛情と執着を持った男が作った食べ物を、安心して口にできるか、と。

「ぎゃああああぁ～～!!」

「……でしょう？」

「……うん」

　そして私は、諦めて、とぼとぼと帰るのであった……。




　あ、屋台の下調べ、しとかなくちゃ……。

　領地興しの一環として考えた、特産品を王都で広めよう作戦。

　いや、作戦名、そのままやん、とは思うけど、ネーミングセンス無いんだよ、うちの一族は。

　で、とにかく、王都で広める、供給元はヤマノ子爵領のみ、ってやつ。

　これの第一弾がシイタケ大作戦であり、第二弾がポップコーン計画である。

　シイタケは、干しシイタケが出来次第、ペッツさん便で王都に送るよう指示してある。これを『楽園亭』で料理として提供する。

　併せて、貴族のパーティーに雑貨屋ミツハから料理を数品提供すると申し出る。まさか断る者は居るまい！　……もちろん有料ね。

　ふはは、これで、王都が我が支配下にはいるのも時間の問題だ！

　で、シイタケは収穫待ちだけど、ポップコーンは先行販売を考えている。

　領地で栽培を始めた爆裂種のトウモロコシが収穫できるまでまだ時間があるので、ちょっとズルして地球から持ち込んだ爆裂種の乾燥済み、つまり、料理番組でいうところの『こちらに、完成したものを用意してあります』作戦で、『収穫の頃には既に需要ができています計画』だ。

　ポップコーン用のトウモロコシが、そもそも品種からして違う事がばれて、他領がそれを手に入れて栽培して、と、他領から爆裂種が出荷されるようになるまでには、かなりの時間が稼げるはず。それまでに、ヤマノ領のブランド品として定着させてしまえば……。

　幸いにも、塩も食用油も領内で賄える。完全ヤマノ領産で、付加価値を付けるのだ！

　と、そういうわけで、とりあえず屋台の売り子の目処をつけるべく、向かっているわけだ。孤児院へと。
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「あ、姫ひめ巫み女こ様だ！　あたし！　今回仕事受けるのは絶対あたしだからね！」

　小さな子供達が全力で駆け寄ってくる。うむうむ、相変わらずモテモテよのぅ。これが、渋いおじさまだったらなぁ……。

「今日は、長期契約の打ち合わせに来たんだよ。うまくいけば、ずっと依頼を出し続けることになるかも。院長先生、いる？」

　よく分からないけれど、何か良い話だということは察したらしい子供達が院長先生を呼びに走っていった。どうやら畑の方にいるらしい。




　汗を拭き拭き戻ってきた院長先生と、院長室にて会談。経営が苦しいのか、装飾品ひとつ無い質素な部屋だ。いや、それをいうなら、この孤児院全体がそうなのだけど。

　とりあえず、差し入れに持ってきた食べ物を渡す。

　私が孤児院に依頼に来る時に持ってくる食べ物は、両極端なのであった。

　ある時は、いかにも食料、という感じで、芋、大型乾パン、おにぎり等の、満腹感重視の、ザ・食料。

　そしてある時は、砂糖菓子、チョコレート、ショートケーキ等の、経営陣の大人達から見れば、それ買うお金があったらもっとお腹に溜たまるものを買ってきてよ、と言いたくなるようなラインナップ。

　それが、交互ではなく、私の気分次第の、全くのランダムに。

　次に何が貰もらえるか予想できたら、子供達の楽しみや嬉うれしさが減るからね。

　……今回は、『ザ・食料』の番である。子供達の落胆する姿が目に見えるようであった。大人達は喜ぶのだけどね。




「いつもありがとうございます、姫巫女様。で、本日の御用件は……」

　もう、孤児院では、『姫巫女様』と呼ばれるものと諦めている。

「はい、実は、屋台であるものを販売しようと思っていまして……。それで、その売り子を、ここの子達にお願いできないかと……」

　優しそうな院長先生の細い眼が、くわっ、と大きく見開かれた。

　国からの僅かな援助と、僅かな寄付金。僅かな畑に、僅かな鶏達。

　子供達に簡単なお手伝い以上の仕事をさせるわけにもいかず、大人達が子供達を放置して稼ぎに出るわけにもいかず……。

　決定的な破局には至らないものの、慢性的な資金不足と、慢性的な栄養不足。まるで真綿で首を絞められるかのような、苦しい日々。

　そこにもたらされた、現・金・収・入・の、チャンス！

「よ、喜んで!!」

　いや、だから、どこの居酒屋かと……。
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「……と、まぁ、そんな感じで、そのうち屋台でその新商品を売ろうかと思いまして……」

「お任せ下さい！　数人ずつの子供達を交替させていけば、休日無しの毎日、朝から晩まで営業できます！」

　仕事内容の詳細説明に、食らい付く院長先生。

　いや、そこまでやらなくても……。

　それだけ、経営が苦しいのかな、この孤児院……。

「では、売り子は常時３人、交替は適宜自由に。販売時間は昼前から日没前まで、ということでお願いしますね。給金は、純利益の３割で」

「え……」

　院長先生は、眼を丸くして驚いている。

　そりゃそうか、普通、売り子に利益の３割も出す店はない。

　金貨１枚分売れれば、経費を引いても小金貨６～７枚分の利益にはなる。その３割だと、小金貨２枚だ。２万円相当の金額。子供３人のバイトに、小金貨２枚出すような店主はいない。孤児院の全員が腹一杯食べても、まだまだ余るであろう大金。

　野菜が安いこの国では、大根ならば２００本は買える。小さい芋なら６００個以上。それが毎日。

　いや、毎日芋と大根ばかりでは子供達の反乱が起きるだろうけど。

　まぁ、それも、金貨１枚分の売り上げがあれば、の話だけどね。

「じゃあ、屋台や道具が揃そろって準備ができたら、また来ますね」

　そう言って帰ろうとしたら、院長先生に呼び止められた。

「ま、待って下さい！　屋台なら、うちにあります！」

　……え？




　院長先生の話を聞くと、なんと、自分達でもなんとかしたいと思った子供達が、廃材を使って長い間こつこつと作り続けたものらしく、完成間近のものが物置に置いてあるという。

　しかし、屋台が出来ても売り物のアテがなく、どうしようかという話になっていたらしい。

　だが、子供が作ったオモチャ程度の屋台では、お話にならない。商品見本を置く台にでも使えれば良い方か。でもまぁ、せっかくだから見るだけ見てあげないと悪いかな……。

　そう思って、物置に連れていって貰い、子供達が作った屋台とやらを見せて貰うと……。

　な、なんじゃこりゃ～～!!

　思っていたような小さなものではなく、立派に屋台といえるだけの大きさ。

　そして木製の車輪が４個。車軸は無く、それぞれが独立懸架。いや、それぞれがサスペンションを持っているというわけではなく、車軸懸架式じゃない、という意味に過ぎないんだけど、それでも、よく出来ている。石畳の道を広場までゆっくりと引いていくだけなら、充分移動に耐えそうだ。

　呼ばれてやってきた、製作の指揮を執ったという11歳の男の子に色々と説明して貰うと、重ねてある板をずらしてカウンター部分を拡張、内側には収納スペースがあり、雨天に備えて屋根の部分を張り出させる仕組みが……。これを、廃材で、子供達だけで？

　てっ、天才かッッ!!

「き、キミ、うちに就職しない？」

　そうだよ、一人前になってる職人がダメなら、見込みのありそうな子供を養成すれば良いんだよ！

　日本の大工道具と解説書で何とかなるだろう、多分。

　ふは、ふはははは！

　ふと気が付くと、少年と院長先生が、ぽかんとして私を見つめていた。




　この屋台は使える。

　別にラーメンを作るわけじゃないから、あそこまでの機能性と強度は必要ない。スープや大量のお湯がはいった寸ずん胴どうとかの重みに耐える必要もなければ、たくさんの食器や具材を収納するスペースも要らないし、ドンブリやお客さんが肘をつく重さに耐える必要もない。速い速度で引く必要もないから、屋台自体が自壊しないだけの強度があれば良いのだ。ラーメン屋台とは違って。

　いや、芸術品なんだよ、ラーメンの屋台は。最近は軽自動車を使っているのが多いけど、あの、ラーメン屋台の良さは堪らないよねぇ……。

　とにかく、どこかで探して買うか、クンツさんに頼んで作って貰うかと考えていたけど、これから作るとなると少し時間がかかるかと思っていただけに、嬉しいハプニングだった。

　幸いにも、商品は軽い上に手渡し販売の、屋台の強度をあまり必要としないポップコーンだ。これならすぐに販売を開始できる。

　うん、いいか！　カセットコンロを使わせよう！

　カセットコンロの方が軽くて場所も取らないし、子供達が火傷やけどとかをする危険性も低くなる。

　もし私が突然死んでも、その時点で普通の、木を燃やすコンロに替えれば済むことだし、その時には子爵領から爆裂種の輸送が普通に行われているだろうから、孤児院が急に収入の道を失うことにはならないだろう。

　そして、屋台も使えるけど、この少年も使える！

「ねぇ、うちで働かない？」

　再度の勧誘の言葉に、ようやく少年と院長先生が再起動した。

「な、何、を……」

　うろたえる少年。

「え……と、それは、姫巫女様のお店で働く、ということでしょうか？」

　さすが年の功、完全に営業モードに戻った院長先生。

「いえ、売り子としてではなく、技術者として働いて貰おうかと。我が子爵領で」

　そう言いながら、屋台に視線を向ける。

　院長先生は、あぁ、という納得顔だ。

　うん、経験豊富な人なら、そりゃ分かるよね、この子の才能。

「ロイク。あなたは、どうしたいのですか？」

　院長先生の言葉に、ロイク、という名らしいその少年は、何やら考え込んでいる様子。

　ありゃ、子供達の普段の様子から、ふたつ返事で飛び付くかと思ったのに……。

　暫しばらく考えたあと、その少年、ロイクがようやく答えた。

「あ、あの、マノンとネリーも一緒なら……」

　それ、どっちも女の子の名前だよね？　どこのリア充かッッ!!




　聞いてみると、マノンという10歳の少女はロイク少年の仲良しさんで、屋台の製作の助手的存在らしい。手先が器用で、ほんの僅か使われている金属部品は、大半が彼女の手作りとか。

　いや、拾った鉄片を根気よく何時間も叩たたき続つづけて成形するとか、どんだけ……。いびつだけど、一応は立派に釘くぎの役目を果たしているよねぇ、あの部品も……。

　車輪周りの木材、ゴミ捨て場で拾った、折れたナイフで削り出した？　いやいやいやいや！　どんな根気だよ！

　あ～、ランディさんの弟子にでもするか？　考えたら、いくらランディさんが色々と覚えてくれても、もしランディさんが事故に遭ったり病気になったりしたら、全てが振り出しに戻っちゃうからなぁ……。

　弟子が必要か、やっぱり。それも、ランディさんより長生きしてくれそうな、丈夫で若い子が……。

　もうひとりの、ネリーという子は、ロイク少年の妹らしい。

　良かった、子供達のドロドロの三角関係に巻き込まれずに済みそうだ。

　料理の手伝いが好きらしいので、もう、料理人枠でいいか。

　９歳らしいけど、日本人である私の眼には、西洋人はもっと年上に見える。それくらいの年齢なら、料理のいくつかはすぐにひとりで作れるようになるだろう。とりあえず、ひとつでもひとりで作れるものがあれば、現在休みが取れない状況の料理人さんが、休めるようになる。作業の指示さえできれば、下した拵ごしらえ等はメイドさんにも手伝わせるしね。

　よし、いいか！

「分かった。３人まとめて、我がヤマノ子爵領で面倒みるよ！」

　大喜びのロイク少年と、院長先生。

　手先が器用なふたりが居なくなると困るかと心配したが、運営側の大人が居るので問題ないそうな。いつも子供の世話をしている女性だけでなく、たまに手伝いに来る男の人がいるらしい。会ったことがないから知らなかったよ……。

　そして、そんなことより、孤児が早々にちゃんとした仕事を得て独り立ちできることの方がずっと大事、とか。

　ロイク少年ならばどこかの職人に弟子入りできそうに思えるけど、ふつう弟子入りの口は、その店の従業員や店を持っていない同業者とか、世話になった人とか、親族とかが自分の子供をねじ込んでくるため、ツテのない孤児には狭き門らしい。ま、世の中、そんなもんか……。

　話を聞いたマノンちゃんとネリーちゃんも、早々に独り立ちできることに大喜びの様子。お腹いっぱい食べられて、もうひもじい思いをしなくて済むからねぇ、と思ったら、どうやらそれだけではないらしい。

　子爵家という超憧れの就職先で、しかも、あの、生きた伝説、救国の大英雄である雷いかずちの姫巫女様のところ。もう、死んでもいい、って……。いや、雇った早々に死なれちゃ、こっちが困るよ……。

　まぁ、まだ姫巫女が私だと知らなかった時のコレットちゃんの村での反応や、メイド募集の時のことを考えれば、当たり前といえば当たり前のことか。

　院長先生は、食くい扶ぶ持ちが減ることと、独り立ちした子供達からの仕送りが期待できるので、ホクホク顔。

　……いや、子供達の立派な巣立ちが嬉しいだけなのだろう、うん、多分。

　まぁ、ちゃんと給金出しますけどね、見習いであっても。

　孤児院から一挙に３人も貴族家に就職なんて、多分、この国始まって以来のことだろうから、院長先生が舞い上がるのも無理ないか。

　３人の子爵領行きは、今回の社交シーズンが終わった時、ということになり、とりあえずロイク君達は屋台の最終調整。私は予備を含めたカセットコンロとトウモロコシを仕入れることとなり、ポップコーンについて考えながら、いったんお店へと向かった。

　確か、爆裂種は業務用で１キロあたり５００円弱だったはず。前に何度か買って作ったことがある。

　深めの鍋の底に重ならないようにコーンを敷きつめて、サラダ油をトロトロとかけて、塩を振る。そしてフタをして、ガスレンジの上で鍋を軽く揺するだけ。

　するとすぐにパン、パンと音がし始めて、次第にパパパパパパパパ、と連続音になる。揺すり続けても音があまりしなくなったら終了。鍋一杯のポップコーンの出来上がり。音がごくまばらになってもしつこく続けると焦げてしまうので、程々で妥協して、数粒の爆裂残りは許容するのが肝要。

　コーンが重なるほど入れてはならない。なにせ、大きいもので40倍くらいに膨れるからね。鍋のフタを押し開けて溢あふれ出だすよ。

　作るのが結構楽しい上、格安で出来立てが食べられるのに、お店で高いポップコーン買うの、馬鹿馬鹿しい……、いやいや、これからそれで儲もうけさせて貰おうっていうのに、それを言っちゃあ駄目か。

　とにかく、いったんお店に戻って、それから日本に買い出しだ。

　……と思いながらお店に戻ると、鬼が待っていた。

「ミツハ！　どうしてパストゥール伯爵家のパーティーに来なかった！」

　知らんがな……。




　ボーゼス伯爵様のお話によると、何でも昨夜開かれたパストゥール伯爵家のパーティーとやらに私が出ていなかったことが、貴族の間で噂うわさになっているらしい。パストゥール家は姫巫女様と何か確執があるのでは、とか、隔意を持たれるようなことをしたのでは、とか……。

　いや、だから、知らんがな……。

「いや、来なかったも何も、招待されてませんから。そんなパーティー、あったことすら知りませんでしたから！」

「え……」

　何か、呆ぼう然ぜんとした様子の伯爵様。いや、本当に知らないから。

　すると、伯爵様が、はっとした顔をした。

「ま、まさかミツハ、王宮に王都滞在の届けを出していない、とかいうことはないだろうな？　ないよな、勿もち論ろん……」

　祈るような顔でそう言う伯爵様。

　私は勿論、にっこりと微笑んでこう答えた。

「え、届け？　何のことですか、それ……」

　蒼そう白はくの伯爵様。

「ば、馬鹿な……。王女殿下と一緒だったではないか！　王宮に行くと言っていたではないか！」

「ええ、王宮へは行きましたけど。サビーネちゃんのお部屋に行って、王様とも会いましたけど……」

「と、届けは！　滞在の届けは!!」

「いや、だから、何ですかそれ……」

　あ、伯爵様、崩れ落ちたよ……。




　どうやら、伯爵様が言われるには、貴族は王都に来たならば、王宮のとある部署に届けを出すことになっているらしい。理由は、王様が何か用がある時に、どの貴族が王都にいて、どの貴族が領地に戻っているかを把握できるようにするため、とか。それが、壁に掲示されているらしい。

　でも、普段は、それは別の用途に利用されているらしい。そう、パーティーの招待客リストの作成に、である。それを見て、王都にいない者は招待客リストから外されるとか。

　社交シーズン最初のパーティーは、久し振りの顔合わせとなるので多くの貴族が参加するため、大規模なパーティーが選ばれる。時の人である『雷の姫巫女様』は絶対に招待されるであろうし、新興貴族である私がそれを断るはずがない。

　皆がそう思っていたらしい。

　それが、まさかの欠席。

　それで、これは何かあったのでは、ということになっているらしいのだ。

　その実態は、ただ単に貴族の王都滞在表で不在になっていたから、招待リストから外されただけ。

　しかし、王宮や街中で私を見掛けた貴族や使用人が結構おり、私の王都滞在を知る貴族が多かった。そのために、おかしな憶測が広まったようだ。

　いや、だから、知らんがな……。

「それじゃ、明後日の、ランセン伯爵家のパーティーは……」

「いや、勿論それも知りませんけど？」

「…………」

　そして伯爵様は、それには絶対に出ろ、と言い置いて、急いで帰っていった。多分、その何とか伯爵のところに急いで知らせに行くのだろう。

　ああ、面倒な……。

　でもまぁ、私がなぜ王都にずっと滞在している振りをしているかというと、それは『社交シーズンになったから』であり、社交シーズンというからには、社交があるよねぇ、当然。

　それ関連の話が全く無かったことに、なぜ疑問を持たなかったかなぁ、私……。

　まぁ、社交界やらパーティーやらとは縁のない、一般庶民の学生だったんだから仕方ないよね、うん！




　そしてその日の夕方、ランセン伯爵家の家令が、汗だくで息を切らしながらパーティーの招待状を持ってやってきた。

　その様子があんまり気の毒だったので、冷蔵庫でキンキンに冷えた麦茶を出してあげたら、すごく驚いてた。

　ああ、そういえば、オーバーテクノロジーだったっけ。いつもサビーネちゃんが普通に飲んでるから、すっかり忘れてたよ……。





第二十三章　パーティー







　２日後、ランセン伯爵家王都邸。

　ちゃんとドレスを着てパーティー会場へ行ったよ、勿もち論ろん。

　ドレスは、例の『詐欺同然の逆朝貢』で各国に貢がせたうちの一着だ。カネにモノを言わせた高級品らしく、現在の地球における最高峰の素材と技術が投入されていた。それがこの世界の者の眼にどう映るかというのは、説明するまでもないよね。

　でも、貢がれたドレスの大半は、ここの人達のドレスに較くらべると、少し露出が多いんだよねぇ。時代的なものなのか、私が子供だと思って、動きやすいデザインにした？　あるいは『背伸びして、大人っぽいドレスを着たがる子供』とでも思われた？

　まぁ、それらの中から選んだ、比較的無難なデザインのドレスが、これだ。私の胸を強調しようなどという、神をも恐れぬ無謀な挑戦とかはしていない、ごく普通の……、って、うるさいわ！

　ただ、少々不愉快だ。

　どうしてサイズがピッタリなの？　身長は、隠し撮りした写真で周りのものと対比させて割り出せるかも知れないけれど、どうしてバストやウエストのサイズまでピッタリなの……。

　恐るべし、大国の諜ちよう報ほう員いん！




　さすがにドレスでは上半身に武器を身に着けることはできないため、今日の護身用装備は太ふと腿もものワルサーＰＰＳのみ。女性のドレスのスカート部分を捲めくる者はいないだろう。多分。

　もし万一見つかっても、武器をパーティー会場に持ち込むのはマズいけれど、これは『神具』だから大丈夫！　『神具』はずっと身に着けておかなければならないのです、お守りや護符のように、とか言えば、文句は言われないだろう。というか、言わせない。

　本当は、自分だけならいつでも逃げられるから、無理に武器を持つ必要はないんだけどね。

　もし逃げる暇もなく一撃でやられたら、その時は武器があろうが無かろうが関係ないし。

　だから、武器を持っている理由は、『賊に襲われた時に、他の者を守るため』だ。

　守る者が少人数ならみんな一緒に転移してもいいんだけど、人数が多いと取りこぼしが出るかも知れないし、あまり能力を見せると後が色々と面倒なので、そういう場合は敵を始末した方が簡単だからね。

　そういうわけで、一見手ぶらっぽい感じで会場にはいると、目め敏ざとくすぐに気付いた貴族達が近寄ってきた。けれど、すぐに私に駆け寄ってきて、手を摑つかんで引っ張るボーゼス伯爵様。

「まず、主催者のランセン伯爵御一家に挨拶するぞ！」

　そしてそのまま引っ張っていかれた。

　さすが伯爵様、ちゃんとエスコート……、って、違う！　これエスコート違う！　幼い娘の手を引くお父さんじゃ……。

　……まぁ、いいか……。

　そして気が付くと、もう片方の手を摑んでいるアレクシス様。

　ま、待って！　これじゃ、あれ、あれだ、『２人のＣＩＡ局員に両腕を摑まれた宇宙人の写真』……。

「は、離して下さい、逃げませんから！」

　必死で訴えてみたものの、ふたりとも手を離してくれる様子はなく、そのまま本日のパーティーの主催者であるランセン伯爵御一家の前へと引き出されてしまった。

　ランセン伯爵一家は、伯爵夫妻と、長男、長女、次女、次男、の構成。

「本日は、お招き戴き、ありがとうございます……」

　仕方なく、両腕を摑まれた締まらない体勢のまま、なんとか挨拶をした。

　ランセン伯爵御一家は、驚いている様子。そりゃそうだろう、両手を摑まれて強制連行みたいな形だもんなぁ……。

「あ、あぁ……。よ、ようこそおいでになった、歓迎しますぞ……」

　なんとか驚きを抑えたランセン伯爵が言葉を続けようとした時、長男と思われる二は十た歳ち前後の男性が急に立ち上がり、私に手を差し伸べてきた。

「ようこそおいで下さいました、私がランセン伯爵家長男の……って、え？」

　ひょ～い！

　ボーゼス伯爵様とアレクシス様によって、摑んだ腕を持ち上げて吊つり下さげられて、そのまま後ろへと運ばれた。

　差し伸べた手が空振りして、ぽかんとするランセン伯爵の御子息。

「では、お忙しいでしょうから、失礼致します」

　そう言って、私をふたりで持ち上げたまま歩き出す、伯爵様とアレクシス様。

　いや、待って、私後ろ向きだから！　本当に、『捕まった宇宙人』になってるから！　すごく注目集めてるから!!

　じたばたしてると、伯爵様が私の耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「あそこの長男は女癖が悪い。婚約者がいるのに、何人もの少女に手を出している。見るな、近付くな、話をするな。触れられただけで妊娠するぞ……」

　ああ、それでこういう対処か。

　でも、言っていいかな、伯爵様。

　……耳、くすぐったいよ！




「次はパストゥール伯爵家に挨拶する。先日、ミツハが行かなかったパーティーの主催者だ。

　今、注目の的であるミツハが次女のデビュタントをスルーしたわけだから、皆の誤解を解くため友好的に振る舞うように。ミツハと一緒にデビューできると思って期待していた次女には、特に気を遣うのだぞ」

「はい……」

　ありゃ～、娘さんに悪いことしちゃったよ。こりゃ、なんとかしないと……。

　今度は、手を離して貰もらえた。

　そりゃそうだ、あのままだと、無理矢理連れて来られた感が満載だ。

「お初にお目にかかります、ミツハ・フォン・ヤマノ子爵です。よろしくお願い致します」

　カーテシーで綺き麗れいに御ご挨あい拶さつ。外国映画を観みて覚えた技だ。

「先日は誠に失礼致しました。王都滞在の報告というものを知らず、届けを怠っていたため、不在表示のままになっていたようで……」

　先日のパーティー以降、何やらおかしな噂うわさが流れているようで不審に思っていたらしいパストゥール伯爵、ようやく事の次第を理解したのか、眼を見開いているよ。いや、ホント、ごめんなさい。

　隣にいる御夫人とお子さん方も、驚いた様子。

　あ、次女と思われる女の子の目がじわりと……。

　まずい、泣きそうだ！

　自分の社交界デビューが、あの『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ』のデビューにもなると思って、お近づきになれるチャンスだと喜んでいたら、『王都に来ていない』と言われて落胆、それでも頑張って一生懸命こなしたのに、今になって、実は王都にいた、とか言われたら、そりゃ泣きたくもなるか……。

　何か、何か護ご摩まを、じゃなくて、ゴマをするものは……。

「あ、あの、これ、デビュタント・ボールに行けなかったお詫わびと、お友達の印に……」

　咄とつ嗟さに、指に嵌はめていた指輪を外して差し出しちゃったよ、うん。ドレスと同じく、この前、詐欺で、げふんげふん、貢いで貰ったやつ。何カラット、とかは分からないけれど、売ればそこそこの値になるだろうと思う、ダイヤの指輪。

　今は別にお金には困っていないし、この場をうまく切り抜けるためなら、これくらいは構わない。どうせ貰い物だし……。

　この世界にも、大きなダイヤや高品質のダイヤはそれなりにある。だが、この世界においてこの指輪のダイヤの価値は、大きい小さいではなく、カットの仕方と研磨の技術にある。

　ダイヤの価値は、カット、カラー、重さカラツト、クラリティの組み合わせで決まる。そして、技術力の差が表れるのが、この、カットだ。

　ダイヤモンドへの入射光は、その屈折率とアイディアルカット（理想プロポーション）によって、そのダイヤモンドの輝きを何倍にも高めることとなる。

　この、カットの技術が、この世界と地球ではレベルが違う。だから、もし元が同じ原石であっても、比較にならない出来の差となる。

　つまり、早い話が、この指輪はそのカット技術において、この世界の常識を超えたシロモノだ、ってことだ。地球の西欧では婚約指輪程度の値段のダイヤでも、カット次第では、この世界ではかなりの値打ち物になるだろう。

　わざわざ『西欧では』、と付けたのは、日本では鑑定結果を１～２ランク上に付けて低ランクのものを高く売る事例が昔から多いためだ。鑑定書を作った鑑定会社がその宝石店の子会社だったりすることもあるからね。海外だと買った金額の８～９割とかで売れたりしても、日本だと２割以下でしか売れなかったりすることは、ザラにある。酷い時は、ダイヤ部分の価値はゼロで、リング部分に使われている地金の価値だけ、とか……。

「「「え……」」」

　反射的に指輪を受け取ったあとで、驚いて眼を見開く次女さん。

　それ以上に驚いている様子の、パストゥール伯爵夫妻。

　うん、夫妻の方が、この指輪の価値が分かってるっぽい。……当たり前か。

　あれ、ボーゼス伯爵様が酷く動揺してるよ。

「み、ミツハ、そ、それは……」

「母から受け継いだものですけど、それが何か？」

　伯爵様の言葉に、そう答えると。

「い、いくら私がああ言ったからといって、そんな大切なものを……」

　ああ、それを気にしてたのか、伯爵様。

　カットがどうの、クラリティがこうの、というような知識は女の子の嗜たしなみとして当然あるけれど、実物の宝石なんか縁がなかったから、これの金額的な価値とかは全然分からない。多分、少し高いんだろうな、って程度にしか。

　まぁ、地球での価値が数千万円、というようなことはないだろうとは思う。そんなにすごく大きいわけじゃないし、ただの小娘の歓心を買うだけのためのものだからね。他国からの贈り物も、そんなに眼が飛び出るような金額のものじゃなかったし。せいぜいが数万ドル、ってくらいかな。

　……数万ドルを『せいぜい』って、何様だろうね、私。

　まぁ、どうせ貰い物だ。可愛い女の子の涙ほどの価値はない。

　いや、可愛くなければ泣かせてもいいというわけではないよ、勿論。




「や、ヤマノ子爵、そっ、そのような大切な物を戴くわけには……」

　狼狽うろたえるパストゥール伯爵。御夫人と長女らしき少女は、次女さんが手にした指輪をガン見状態。

「いえ、本当ならば先日のパーティーの時にお友達になれたかも知れないのに、私の不注意のせいでその機会を駄目にしてしまったのですから、これくらいは……」

　そう言って、今度は次女さんの方を向き、にっこり微笑んで、と。

「受け取って下さいますか？　そして、お友達になって戴けますか？」

　慌ててこくこくと頷うなずく次女さん。

　うん、ここで嫌だという選択肢は無いよね、流石さすがに。

　その後、次女さんと少しお話をして、伯爵夫妻に何度もお礼を言われたのち、離脱。

　その様子を見ていた貴族達からすぐに、ヤマノ子爵とパストゥール伯爵家は不仲どころか、母親の形見の指輪を贈るほど親密、という噂が広まるのは間違いないだろう。これで任務完了、と安心していたら。

「……やり過ぎだ」

　ボーゼス伯爵様から怒られた。

　なんでよ……。

「あ、そういえば、イリス様とテオドール様は？」

「今日は私達だけだ。あまり親密ではない伯爵家の、次男の誕生パーティーに過ぎないからな。娘がまだデビュー前であるから、本来ならうちは参加しないはずだったのだが、誰かのせいで急に出ることになったものでな……」

　あ～……。ごめんなさい……。

「ミツハ！」

　後ろから急に呼ばれて振り返ると、そこには。

「あ、アデレートちゃん、お久し振り！」

　数人の男の子、女の子達に囲まれた、以前私がデビュタント・ボールの采配を請け負ったライナー子爵家の長女、アデレートちゃんの姿が。

　モテモテですねぇ。もしかして、あのデビュタント・ボールのせい？

　いやいや、アデレートちゃんは元々良い子だから、モテて当然か……。




　暫しばらくアデレートちゃんと歓談。そのうちに、くっついていた他の子達もおずおずと話しかけてきて、超久し振りに歳の近い大勢の男女でわいわいと話ができた。なんか、中学、高校時代を思い出して、楽しくなっちゃった。

　子供達同士になったからか、伯爵様はいつの間にかいなくなってた。まぁ、伯爵様も他の貴族達と話したりしなきゃならないだろうから、ずっと私に付きっきり、ということはできないよね。

　アレクシス様はずっと私の横に立っていたけど、なんかあんまり面白く無さそう。

　アレクシス様も、若くして爵位を持つ、王都絶対防衛戦の英雄のひとりなんだから、若い女の子にはモテまくりなんだけどねぇ。

　それに、昔から女の子には声掛けまくり、って聞いてたよ、伯爵家の使用人の皆さんから。どうしたのかな。性格変わっちゃったのかな？




　そしてしばらく経つと、アレクシス様が口を挟んできた。

「ミツハ、君は子爵家当主なんだから、ちゃんと他の貴族家の当主達とも話して廻まわらないと駄目だよ。普通の貴族の子女とは違うんだから……」

「え～……」

　せっかく楽しかったのに……。

　でもまぁ、言ってることは正論か。

　他の子達も、貴族の子女だけあってそれが理解できるためか、皆、残念そうではあるけれど、仕方ないね、という顔をしているし。

　しょうがない、顔かお繫つなぎに廻りますか。

　でも、私、人の顔は覚えられないのになぁ……。

　あ、そういえば、パストゥール伯爵家の次女さんの名前、覚えてないや。

　いや、そもそも、聞いてないのか？

　次に会うまでに覚えとかなきゃまずいよねぇ、やっぱり……。





＊　　　＊　　　






　ボーゼス伯爵は、少し機嫌が悪かった。

　ミツハのことは自分の娘のように思っていたし、もしかすると息子の妻となり、本当に娘になるかも知れない、という期待もあった。そして、店の購入費用の代わりである真珠のネックレスは別として、ミツハから無償の贈り物を貰ったのは自分だけだという思いがあった。

　それなのに、先程の、あの指輪。

（あれは明らかに、私が貰った万能ナイフより遥はるかに高価で、貴重なものだ。自分が指示した結果とはいえ、何か苛いらつきが治まらない……。

　うちはミツハとは特別な関係にあるというのに、若く、というか、幼く、貴族としての諸事に不慣れな新興貴族であるミツハの後見役を買って出た時、他の貴族達から色々と横よこ槍やりがはいったのも気に食わない。

　何が『ボーゼス領は、ただ、ヤマノ子爵がこの国に来た時に上陸した場所、というに過ぎないだろう』だ。何が『領地が隣だというだけなら、我が伯爵家の方が後見役に適任である。何しろ、ヤマノ子爵が王都に来る時には、必ず我が領地を通ることになるのですからな』だ！　お前達はただ、ミツハに近付いて利用したいだけだろうが！

　勿論、ある程度の事情を御存じの陛下と宰相がそれらに取り合うことはなく、事前の根回し通りに我がボーゼス家が後見人となったのだが……。

　そもそも、ミツハには色々と貸しがあるのだ。

　ミツハが初めてこの国に来て滞在したのは、我が領地、ボーゼス伯爵領だ。そして、領民がミツハを助けた。

　……その代わり、領民の娘を命懸けで助けて貰ったが。

　その後、泣きじゃくるミツハを慰め、父親代わりになってやると言った。

　……その代わり、娘代わりになってくれて、色々と領にとって有益な話を聞かせてくれたが。

　店の購入資金を出してやった。

　……その代わり、それよりずっと価値のある真珠のネックレスを受け取ったが。

　長男アレクシスが盾となって命を救ってやった。

　……その代わり、普通なら絶対助からないはずの命を救って貰い、子爵位が貰えるよう口添えしてくれたが。それに、総指揮官を護るための盾となるのは、貴族として当たり前の行為だ、考えてみれば。

　色々と世話を焼いて、後見人をしてやっている。

　……その代わり、『雷の姫巫女の後見人』として色々と影響力を増すことができ、他の貴族達との関係が大幅に向上したが。

　…………あれ？

　何か、自分の方が借りが多いのではないのか？）




（…………いや、それはひとまず置いておこう。

　ミツハについては、本人は明言しないが、色々な情報を総合した結論として、次のように推察している。

　海を隔てた遠国の、幼き国王の姉である。姉弟の仲は良好。

　国民の多くはミツハが女王になることを望んでいた。

　その国は非常に優れた技術力を持ち、日用品から、『神具』と呼ばれる謎の武器、そして『渡り』と呼ばれる魔法のような力まで持つ、まるで神の国かと思わんばかりの国である。

　ミツハの、我が国での『雷の姫巫女』という名の由来は、おそらく、ただ単に『神具』を使ってみせたためであろうと思われる。

　友人達が小型の高速船で運んでくれている、というあの商品や怪しげな装備品は、本当にそうなのか、もしくは『渡り』によるものなのか……。

　そして、我が国の王家や貴族家の者にとっての、ミツハの価値。

　ミツハの国からの侵略、という心配に対しては、ミツハ自身から『建造と運航に馬鹿高い経費がかかる特殊な小型高速船以外では、遠過ぎて行き来はまず不可能。大量の兵や軍需物資なんか運べるわけがない』と断言されたので問題ない。

　交易に関しても、『私が不自由な生活をしているのではないかと心配したお友達が、採算度外視で日用品を送ってくれているから、余りを奪い合いにならない価格で適当に売っているだけ。商売として儲もうけを出そうなんて考えたら、今の価格の数十倍でも足りない』と言われては、諦めるしかない。

　確かに、店で売っている商品は、性能は凄いものの、大半は日用品程度のものであり、国を左右するような品は無く、金に糸目を付けずに模倣品を研究するほどのものではない。

　火無し携帯ランプとかの、軍事利用できそうなものもあるにはあるが、作りが細か過ぎる上に仕組みが全く分からず、手の出しようもない。注文による大量購入はできないし、そもそも軍用に大量購入するには高価過ぎる……。

　では、国交を樹立して技術交換を、と思っても、こちらからむこうの国に提供できる技術など無く、『交換』という言葉がそもそも成り立たない。そして、移動手段すらむこうに頼るしかないという情けない有様である。

　対価として金銭を支払うにも、あまりの技術格差や貨幣価値の違い等で、我が国から一方的に大量の金や宝石類が流出するばかり、というのはまずい。

　そして、再び我が国に危機が訪れた場合、あの『渡り』を使って助けて貰えるのか？

　いくら王姉が住んでいる国であっても、仮にも国家たるものが、何の見返りもなく他の国を助けるであろうか？　それも、神官の命、そして『神具』の力を消耗することを承知の上で……。

　いくら国王が弟であろうと、国を出た姉や見知らぬ国のために国費を無駄に使い、国民を無駄に死なせるようなことが許されるはずがない。

　ならば、またミツハの友人達に個人的に？

　いや、前回のことを考えると、二度目は難しいだろう。おそらく、その時にはミツハだけが脱出する、という選択をすることになるのであろう……。

　つまり、大国の王姉としてのミツハを利用することは難しい、ということだ。

　そして、利用するどころか、もし危害を加え、それがミツハの国に露見した場合、『お友達による、危険や採算度外視の報復』が行われたら、国が滅ぶかも知れん。

　おそらく、ミツハとは接触せずに遠くから見守っているだけの同国人が複数潜んでいるに違いない。万一の時には、国元に報告するために……。

　ならば、我が国にとっての、ミツハの価値とは何か？

　そう、それは、そのカリスマ性。そして、優れた知恵と知識だ。

　カリスマ性。

　可愛らしい容姿、明るく元気で優しい人柄。そして、いざという時の凜り々りしさ、本気になった時の苛烈さ。

　それらを目にした民衆の、ミツハに対する崇敬の念は強い。

　また王国が危機に陥った時には、あの神兵を召喚してくれる。そう信じているのだから、当然だ。

　そのミツハを取り込み、自分達に都合の良い発言をさせれば、得られるものは大きいであろう。

　……ミツハを、そう簡単に操れるとは思えないが。

　だが、ミツハの本当の価値は、そこではない。

　あの子の本当の価値は、その知恵と知識だ。

　時々口を滑すべらせる、領地開発のための様々な案。

　いつもいいところで口をつぐみ、『あとは有料です』とかいって誤魔化されるが、もしあれを全部、最後まで聞けたら。そして実行できたら。

　ヤマノ子爵領の様子を調査させている者達の報告によると、最近何やら色々と制度の改革や工事を行ったらしく、その影響か、村人達の顔が明るくなっているようだ。

　改革や工事の結果が領の収益に数字として反映されるのはまだ先のことだろうが、効果が大きかった場合にはすぐに模も倣ほうすべく、引き続き詳細を調べさせている。しかし、家臣の貸与を断られたのは残念だったな……。

　そして更に、ヤマノ領への人の流れができ始めているようだ。

　領の発展に、人の流れは欠かせない。うちの領との交流が増えるのも良いことだ。

　……だが、頼むから、我がボーゼス伯爵領から利益を吸い上げる形での発展は、勘弁してくれよ……）




　ボーゼス伯爵が、ふとミツハの方に目をやると、ミツハは子供達の集団から抜け出ていた。どうやら、各家への挨拶回りを始めたようである。

（ミツハとの親密さを他家にアピールするため、ランセン、パストゥール両家との顔合わせの時はミツハとくっついていたが、あまりやり過ぎると、ミツハを取り込み独占していると思われて反発を買う。なので、あとは自由にやらせるかと思い、離れたのだが……。

　人当たりが良く、結構如才なく立ち回っているミツハの姿に安心するものの、他家の者達との親しそうな様子には、少しイライラする。

　お前達、それは、うちのだ！　アレクシス、ちゃんと抑えんか!!）










　一方ミツハは、アレクシスからの忠告に従い、各家の領主達と話して廻っていた。各領主達もミツハと話したかったので大歓迎、むこうから次々とミツハのところへとやってくる。

　アレクシスも一緒にいるが、ボーゼス伯爵とは違い子爵位であるし、同時に子爵となった者同士、しかも領地が隣接しており、互いに命を救い合った仲である。なので、ミツハと長時間一緒にいても、文句をつける者はいない。

　また、周囲は最初はふたりの仲を疑ったものの、アレクシスはともかく、ミツハの方が完全に『仲の良いお友達』、または『姉弟か兄妹』のような感じであるため、仲は良いもののミツハ側に恋愛感情無し、と判断した独身子息を持つ貴族達の鼻息は荒かった。

　アレクシスが必死で抑えようとするも、ミツハに恋愛対象の男性としては見られていないと判断されたアレクシスに注がれるのは、貴族達からの憐れん憫びんの視線のみ。ただの障害物扱いであった。

　そして、子爵領から売り出す予定の新製品の宣伝に努めるミツハは、そのあたりの攻防戦には全く気付いていなかった。

　そして、憂鬱なボーゼス伯爵と、胃に穴が開きそうなアレクシスの、途と轍てつもなく長く感じる時間が過ぎていった。とてもゆっくりと……。





第二十四章　ポップコーン







　終わった！

　何とか、生まれて初めての『貴族のパーティー』を乗り切った！

　あ、招待客としてではなく、『スタッフとして参加』というのは別ね。

　いや、そう悪くなかったよ。久し振りにアデレートちゃんと会えたし、歳の近い者同士でわいわいやるのは楽しかった。なんか、最近はおじさんと小さな女の子としか話していないような気がするからなぁ……。

　え？　見た目は近いけど、実年齢は少し違うだろう、って？　う、うるさいわ！

　で、まぁ確かに、なんか下心満載、というような人もいたけれど、貴族なんだから仕方ないよね、それは。みんな、自分の領地を少しでも発展させたいと必死なんだから、利用できそうな者とは繫つなぎをつけたい、と思うのは当たり前だ。

　私は、深夜の珍走団のバイクの騒音は腹が立つけど、救急車や消防車の音で目を覚まさせられても、全然腹は立たない。みんなが必死で自分の義務を果たそうとしている結果だからね。

　それに、私だって、近々王都で売る予定の物を色々と宣伝したし、うちの領地と王都までの間にある領地の領主さんには、色々とお願いしたしね。

　……効果あったかなぁ、サビーネちゃんに教わった、私の『必殺！　上目遣いのお願い攻撃!!』は。

　いや、さすがに、『おじさま、お願い！』とは言わなかったよ。まだ、失いたくないモノが残ってるからね、私には。

　でも、何か、伯爵様とアレクシス様がどんよりしてたなぁ、帰る前にお礼言った時。私のせいで予定外のパーティーに出ることになったから、機嫌損ねちゃったかなぁ。今度、何か埋め合わせしなきゃ……。




　パーティーまでの２日間で、爆裂種のトウモロコシを通販で買った。勿もち論ろん、乾燥済みのやつ。

　鍋も買った。アルミ製の、適度な大きさのやつ。

　いや、モノがポップコーンだから、丈夫さとか熱伝導とか細かいことはどうでもいい。ステンレスだとかチタンだとか多層構造だとかホーローだとかは必要ない。ただ、子供の力で揺するのが楽ちんな、軽くて安いやつでいい。焦げ付いたり穴が開いたりしたら、買い換えればいいんだから。安物を何度も買えばいいんだよ。

　そういえば、以前、靴屋さんで『靴は、高くても良いものを買った方が結果的にお得ですよ。安物の数倍長持ちしますから』って言われたんだけど、３年履ける３万円の靴を１足買うより、１年履ける３０００円の靴を10足買った方がお得なんじゃないかと思うんだよねぇ。服に合わせて色々と替えられるし、泥に突っ込んだり傷が付いたりしても、10分の１が駄目になるだけで、１分の１が駄目になるわけじゃないし。

　いや、勿論、良い物は良い、ってのは解ってるよ。私はパソコンやレコーダーは国産の良いやつしか買わないし、靴も、良い物は安物とは違う、ってことも解ってる。高級ホテルでは、ホテルマンは靴を見て客を判断する、とかいう話も聞くし。

　……でも、靴の良し悪しで客を品定めして態度を変えるホテルなんかには行きたくないよ、絶対！

　裕福じゃないのに、少し無理をしてまでうちに来てくれたお客様、ってことで、感謝すべきじゃないの、そういうお客さんには！

　……って、鍋と靴は関係ないか。話が随分ずれちゃったよ。




　そして、販売用の紙袋も、ポテト用の袋や食品販売用の耐油袋が単価４円前後で色々売ってたから、購入済み。カセットコンロ２台と燃料、その他の小物も準備完了。

　屋台の方も、一応は完成していたみたいで、本当に僅かな最終確認だけだったらしく、それも既に終わっている。

　あと、本番前にやることは……。

「では、爆裂トウモロコシを作る練習をします！」

　うん、ぶっつけ本番はないだろう。それに、みんなに味見もして貰もらわないと。自分が売る商品のことを知らない商人なんか、二流どころか、三流、いや、四流以下だ。

「最初は、私がやってみせるからね。よぉく見ていてよ……」

　そう言って、通販で買った爆裂種のトウモロコシの粒を、鍋の底に、重ならないように敷いて。

「え、たったそれっぽっち？」

「いくら練習のお手本でも、しみったれ過ぎだよ、姫ひめ巫み女こさま……」

　うるさいわ！　後で驚け！

　……植物油をたらりと垂らし、塩を振って、カセットコンロを点火。

　カセットコンロの炎の上に鍋をかざして、軽く揺する。鍋は、軽くて大きめの、安物の片手鍋。鍋も中身も軽いから、片手で充分。それならば、両手鍋より揺すりやすいし、カセットコンロの上に身を乗り出さずに済む。使用者が子供達だから、安全面には配慮しなくちゃね。

　そして、鍋を揺すり始めるとすぐに、パン、パン、パパパ、パパパパパパパ、と、連続した爆裂音が。

「うわ！」

「「「うわわ！」」」

「「「「「「うわわわわわわ!!」」」」」」

　みんなの驚きの顔が、楽しそうな顔に変わる。

「なに、なに？　何が起こってるの？」

　小さい子達が鍋の中を見たがるが、ここでフタを開けると、大惨事だ。きらきらした眼に耐えて、鍋を揺すり続ける。そして、パパパ、パパ、パン、……パパン、パン、…………パン、と……。

　ここだ！

　最後の一粒まで爆裂させようとしてこれ以上粘ると、焦げてしまう。数粒の爆裂残りは、許容する。それが、淑女の嗜たしなみ。

　カセットコンロの火を消して、鍋のフタを取る。そして鍋の中には、白くて、ふわふわで、もこもこのアレが……。そう、この世界初……じゃないかと思う……の、ポップコーンである！
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「うわ、何これ！　何これ!!」

「どうして、あんなちょっぴりが、お鍋いっぱいに？　魔法？　これ、姫巫女さまの魔法なの？　この魔法を会得すれば、みんな、毎日お腹いっぱい食べられるよ!!」

　いや、それはちょっと……。

「これが、これからみんなが売る商品、『爆裂トウモロコシ』だよ。さぁ、みんな、食べてみて！」

「「「「「うわああぁ、美お味いしい！」」」」」

「この、ふわふわきゅっきゅっとした歯応えと、塩味が利いた、やさしい味が……」

　どこのグルメ評論家だよ！

「俺！　次、俺が作る！」

「その次は俺！」

「私も!!」

　うむうむ、食べるのは勿論だけど、作るのも楽しいよねぇ、ポップコーンは。

　失敗することはまずないし、爆裂音も、量が爆発的に増えるのも、全部楽しい。原価も安く、コーン以外の材料もお鍋も、普通の家庭にあるものばかりだ。

「さ、順番に、みんなで練習するよ！　火傷やけどには気を付けてね。火傷したら、その子はしばらく製造担当から外れて貰うからね！」

「「「「「は～い！」」」」」

　よし、これで、準備は万端だ！
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　そしてパーティーの翌日である今日、いよいよ広場での試験販売だ。

　私が孤児院に着くと、既に屋台は準備万端、機材や材料も搭載済み。早速、私以外の３人で屋台を動かし始める。

　ロイク君がいくら天才とはいえ、所詮は子供が廃材から作ったもの、あまり力をかけるわけにはいかない。気を付けながら、ゆっくりと、一人は引いて、あとの二人は押して、広場へと向かう。

　初日である今日、売り子は、屋台の不具合発生に備えて、設計・製作を担当したロイク君、マノンちゃんと、孤児の中では年長の、14歳のフィリップ君。あまり小さい子ばかりだと絡まれやすいからね。大人もだけど、タチの悪い不良連中に。

　勿論、初日は私も屋台の後ろで見守る予定。

　材料の塩と植物油は、転移で領地に戻って持ってきた。

　鍋や紙袋は日本から持ってきたけど、ここは領地産に拘りたかった。

　そういえば、鍋は、私がいなくなっても、多少重くて使いづらくはなるけれど王都で普通に買えるからいいけど、販売用の紙袋かその代用品は、なんとか自力で用意できるようにしなきゃなぁ。

　私が事故や病気で急にしばらく来られなくなった場合に備えて、プラスチック容器を何百個か用意しておいて、お金払って回収して再利用、ってのも考えたけど、多分うまくいかない。

　実は、プラスチック容器がゴミとして捨てられて、環境を汚染したり、未来の考古学者が発掘現場で倒れたりしないようにと、お店で売る一部の品物には容器等の買い取りを告知してある。しかし、平民の一部はシャンプー容器とかを持ってきてくれるけど、多くの平民、そして貴族はまず持ってこない。

　調べてみると、みんな、空き容器を棚に並べて飾ったり、石けん水とかを入れて再利用していたりした。それに、うちの引き取り額よりかなり高値で転売もされていた。更に、ラーメンの袋とか、装飾品になってたよ……。

　まぁ、捨てないならいいんだけど、他の包装材とかも含めて、最終的にゴミにならないように、そのうち何か考えなきゃならないかなぁ。

　で、ポップコーンの場合も、小銀貨２～３枚で売る商品の容器にそんな大した引き取り額を付けられるはずもなく、安い買い戻し額なら、みんな絶対に持ってこないだろう。そして軽くて水漏れしない便利な入れ物として、ずっと自分が使い続けるに決まってる。下手をすると、ポップコーンではなく、容器目当てに買い占める者が出る可能性すらある。

　このままでは、日本からの補給が途絶えた途端、ポップコーンを作るための材料も調理器具も全て現地で揃そろうのに、売り物を入れる容器が無くて販売不能、っていう馬鹿な事態に陥ってしまう。

　客に自宅から鍋やお椀わん等の容器持参で来させる？　いやいや、そんな面倒なことが必要となると、売り上げ激減だろう。

　領地での紙の開発を急ぐか？　う～ん……。




　考えながら歩いていると、いつの間にか広場に着いていた。ロイク君達は適当な場所に屋台を駐とめると、手早くカウンター部分を展張し、機材を並べ始めた。う～ん、手際がいいなぁ……。

　と、何やら看板らしきものを２つ立てている。どこまで用意がいいんだか。

　何と書いてあるのかな、と思って見てみると。

　な、何じゃこりゃ～～！

　片方はいい。

『ヤマノ子爵領特産　爆裂トウモロコシ　小銀貨３枚』

　うん、まぁ、そんなもんだろう。

　問題は、もうひとつの方。

　文字は無く、単純にデザイン化された単色の絵。

　軽装甲機動車らしきシルエットの上に立ち、スカートの裾を翻した少女の図案。

「こ、これは……」

「お店の印です。文字が読めない者にもひと目で姫巫女様のお店だと判わかるようにと、皆で考えました」

　しれっとそう答える、ロイク君。

　うあぁ……。せっかく作ったのに、片付けろとは言えないよねぇ……。

　仕方ない。屋台の後ろで隠れていよう。

　……でも、上手いなぁ、この、デザイン化した絵。誰が描いたんだろう。

　とにかく、準備完了！　ポップコーンの作り方は、昨日ちゃんと練習した。

　さぁ、雑貨屋ミツハ３号店、開店だよ！
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　出足は好調。順調な売れ行きだ。

　いや、だって、卑ひ怯きようなんだもん。

　新しい商品は、とにかく手に取って貰えるかどうか、試して貰えるかどうかが最大のハードルなんだ。いくら良い商品でも、見て貰えず、試しても貰えなければ、売れるはずがない。

　いかに興味を引くか。いかに手に取って貰い、試して貰うか。それが最大の難関。試してさえ貰えれば、良いものは売れる。良くないものは売れないけど、それは作り手側のせいだから仕方ない。

　同人誌即売会とかで、よく『読むだけでいいですから、見ていって下さい』とか、『立ち読み大歓迎！』とか言ってるのも、そのためだ。とにかく、手に取って、見て貰わなければ、土俵にも立てないのだから。

　土俵にさえ立てれば、たとえ敗北、つまり、買って貰えなくても、諦めはつく。だから、買わずに立ち去るお客さんにも、自然と、感謝を込めた『ありがとうございました！』との声が出る。手に取って、パラパラとでも見て貰えただけでもありがたいから。手に取っても貰えず、見ても貰えずに終わったのでは、悔し過ぎるから。

　だから私は、スーパーの試食販売は大抵試す。

　食い意地が張ってるんじゃないよ。時々は購入するよ、気に入ったものは。

　そういうわけで、ポップコーンを試して貰えるかどうか、なんだけど。

　まず、串焼きのように、他に同じものを売っている屋台がたくさんある、ということがない。それどころか、誰も見たことがない新しい食べ物。

　それだけでもかなり有利なのに、文字が読めて事情通の人なら分かる、『ヤマノ子爵領特産』イコール、姫巫女様のところのもの、イコール、ヤマノ料理、という繫がり。

　そして、図案の看板を見て聞いてきた者に対して答える、『姫巫女様の直営店です』の言葉。

　売れるに決まっている。

　これを卑怯と呼ばずして、何と呼ぶ！

　真面目に頑張っている、他の屋台の皆さんに申し訳ないよ、ほんと……。

　更に、軽快なコーンの爆裂音が良い客引きになっている。作り方を隠しても、どうせすぐにバレるから意味がない。堂々とお客さんの目の前で作っている。

　原料が丸分かりだし、簡単そうだから、多分多くの者が自宅で試してみるだろう。普通のトウモロコシを使って。

　ふはははは、そして、絶望に包まれるが良い！

『ヤマノ子爵領特産』の文字は、伊だ達てではないのだよ！




　……売れた。

　売れまくった。

　交替の子供が来ても、最初の３人は帰ることができず、故障時の予備だった２台目のカセットコンロを使って作り続けた。鍋も予備を用意しておいて良かったよ……。

　目標額の金貨１枚分売れたか、って？

　用意していた材料が尽きるまで売れたんだから、当たり前でしょ。

『小さい子に無理はさせられない』とか言って一日中鍋を揺すっていた年長のフィリップ君が、材料が尽きる寸前には、両腕をぷるぷるさせながら涙目になってた。

　だから、無理はするなとあれほど言ったのに……。





＊　　　＊　　　






　ポップコーン販売、２日目。

　今日も、様子を見るため同行。数日間は付いているつもり。心配だからね、やっぱり……。

　パーティーの話が来ても、開始は大抵夕方からだから大丈夫だし。

　移動中に聞いた話では、昨日は、売り上げを聞いた院長先生が狂喜して、夕食に急きゆう遽きよ１品追加してくれたらしい。喜んでくれるのはいいけど、お客さんが一通りポップコーンを試し終えた後、売り上げが落ちなきゃ良いんだけど……。

　まぁ、大丈夫だとは思うんだけどね。

　今日のメンバーは、昨日より年齢層が上。予想以上の重労働だったため、人数も５人に増加。

　……でも、給金は変わらず、純利益の３割のまま。

　売り上げ自体が予想を上回っているし、どうせ給金は全部孤児院の予算になるのだから、何人でやろうが同じだしね。

　５人のうちのひとりは、昨日も来たフィリップ君。やはり全員が初めて、というのは心配だからね。調理はみんな練習済みだけど、客きやく捌さばきとか要領とかの面で。

　でも、フィリップ君の腕はまだ昨日のダメージから回復し切っていないようなので、売り子と客捌き、全体の指揮等を担当するらしい。しっかりした子だからね。

　この子も、もう少ししたら15歳だから、孤児院を出なきゃならない。

　でも、いくら何でも、孤児院出身者を全員ヤマノ子爵家で雇うわけにはいかない。それに相応ふさわしい能力があるなら別だけど。

　それに、『孤児院の者はみんなヤマノ子爵家に雇用して貰える』なんてことになると、妬みによる嫌がらせとか、成人寸前の者を孤児院に押し込もうとするとか、色々と弊害が出るだろうしね。

　あくまでも、雇用は私のやりたいようにやる。請われて雇うのではなく、私が欲しい人材を、こちらから選んで雇うのだ。

　成人になった者は、たとえ親がいなくても、もう『孤児』じゃない。立派な、一人前の社会人なんだから、自分の力で生きていかなくちゃ。

　勿論、ひとりの成人としてうちに就職活動に来て、能力があった場合は雇うよ。子爵家直轄ではなく、領民としてのスカウト、って形になるかも知れないけどね。




　などと考えているうちに、広場に到着。

　フィリップ君の指揮の下、素早く準備して、製造と販売開始。

　貴族が庶民に扮ふんして並んでまで食べたいというようなものではないけれど、何か無性に食べたくなり、食べ始めたら止まらない。

　そんなに無茶苦茶美味しいというわけでもないのに、なぜか買ってしまう。

　魔性の食べ物ポップコーンは、本日も売れ行き好調であった。




　屋台の後ろに隠れて様子を見ているうちに、うとうとしていたらしい。

　ふと気が付くと、何やら様子がおかしい。

「だから、誰の許可を得てここで商売やってるのかって聞いてんだよ！」

　おお、来た来た！　出番かな？

　バッグから拳銃型のスタンガンを出して、と……。

「雷いかずちの姫巫女様からですが？」

「「「え？」」」

　あれ、様子が変わった？

　こっそり覗のぞいてみるか……。

「ここは、ヤマノ子爵領の特産品を宣伝するための店であり、ヤマノ子爵様であらせられる、雷の姫巫女様の直営店です。そして我らは、姫巫女様の忠実なる僕しもべ!!」

　その言葉と同時に、腕を組んでポーズを取る５人。

　ぶはっ！　何だよソレ!!

　れ、練習してたのか？

　い、いかん、腹イテェ……。

「で、何の御用でしょうか？」

「い、いや、その……」

　フィリップ君の堂々とした態度に、急に狼狽うろたえ始めた３人のチンピラ達。

　そりゃそうか、ただの孤児かと思っていたのに、屋台を構え、見たことのないものを売り、そして姫巫女様の僕しもべを名乗られては。

　そして、この国で姫巫女様の名を騙かたった者がどうなるかは、子供でも想像がつく。

　無事、独力で切り抜けたね。合格だよ！　このまま放っておいても、チンピラ達はすぐ退散するだろう。

　では、もう私がいなくても大丈夫なように、駄目押ししとくか。

「どうかしたの？」

「「「「「ひ、姫巫女様！」」」」」

　屋台の後ろから姿を現した私に、声を揃える５人。

　いや、それも練習したんじゃないよね？

「あなた方は？」

「あ、あの、その、このあたりを仕切っておりやす、アバロ組のモンでございやす！」

　チンピラ達のひとりが、必死で答える。

「フィリップ、爆裂トウモロコシを４つ頂戴」

　慌てて差し出された４袋のポップコーンを受け取り、にっこりと微笑みながらチンピラ達に差し出した。

「この子達が困っていたら、助けてやって下さいね」

　こくこくと頷うなずきながら、真っ赤な顔でポップコーンを受け取る３人。

　１袋ずつ渡し、残った１袋のポップコーンを手で摘んだ。

「私が考えたお菓子ですの。美味しいですよ」




　チンピラ達は、何度も頭を下げながら去っていった。

　これで、アバロ組とやらの他の構成員にも話が伝わって、うちの屋台に手を出そうとする者はいなくなるだろう。よしよし。

　……で、この行列は何？

「ひ、姫巫女様、責任取って、手伝って下さいよぉ……」

　フィリップ君から泣きが入った。

　でも、本当にいいの？　私が手伝って……。

　私が手伝ったら、列はもっとどんどん長くなると思うんだけど。
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　結局、子供達は地獄を見た。

『姫巫女様の手作りのお菓子が食べられる』、『姫巫女様から手渡しでお菓子が受け取れる』という噂うわさが広まり、広場どころか付近一帯の者が大勢詰め掛けたからだ。

　だから言ったのに……。

　売り上げ自体は、どうせ材料が終わるまでだから、変わらない。のんびりと７時間かけて売るか、死ぬ思いで２時間で売るかの違いでしかない。

　私としては、前者がお勧めだったんだけどねぇ……。

　まぁ、みんなが後者の方がいい、っていうなら、止めないよ、別に。

　そう言ってあげたら、分かっていたならそう言って止めて下さいよぉ、と涙目で文句を言われた。

　知らんがな……。




　帰り道で、ひとりの子供が呟つぶやいた。

「あ、じゃあ、今日の３倍の材料を持っていって、今日と同じペースで売れば……」

「「「「言うなあァァァ～～!!」」」」

　歩合制だからね、その辺は任せるよ、うん。

　さて、明日は子供達に任せて、実家と領地の方を廻まわるか。
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　翌日は、朝から実家へ。

　メールや郵便物の処理をして、御近所さんに顔を見せて、リバーシと将棋、そして自転車を１台買った。午前中はその他色々な雑事をこなし、昼食後に領地へ。勿論、買ったものを持って。

「こんにちは、ランディさん。こういうの、作れる？」

　突然だったからか、ランディさん、目を白黒させてる。

　私がランディさんに差し出した、というか、押し出したのは、午前中に買った自転車。クロスバイク、とかいうタイプのやつ。

「な、何ですかこれは！」

　驚くランディさんに、裏庭で少し乗ってみせたりして、自転車について色々と説明した。

「これを、最初から作れとは言わないけど、故障したら直せる？」

　そう尋ねる私に、ランディさんは悔しそうに首を横に振った。

「無理です。まず、中空のパイプ部分ですが、こんな薄いパイプでそんな強度は出せません。そもそも、強度以前に、こんなに薄いパイプを作ること自体が不可能です。

　もし折れて修理したら、その部分は鉄の棒で補強して重くなるし、全体強度も保てません。

　もっと問題なのが、このギアとかいう部分。この薄さでそんな強度は出せません。すぐに歯が欠けるか、歪ゆがむか磨すり減へるかするでしょうし、嚙かみ合あわせの精度も難しい。

　そして、この、チェーンとかいうもの。こんなの、作れるわけがない……」

　駄目か……。

　一から作るのは無理でも、個々のパーツを作って、故障時に修理できるなら、自転車を持ち込みたかったんだけどな……。

　クロスバイクなら、舗装路だと時速25～30キロくらいで巡航できるはず。30キロくらいから急速に空気抵抗によるエネルギーロスが増えるから、実際には25キロ以上はやめた方がいいけどね。

　ここでも、舗装はされていないけど、一応は主要街道は馬車が走る道だ。雨によるぬかるみさえなければ、そこそこの速度は出せるはず。パーティーの時に、経路上の領主さん達のうちの何人かには街道整備についても少しお願いしておいたし。

　いや、これから交通量が増える予定だし、馬車のためにも、道の整備は必要だからね。

　そして、王都との中間地点に交替要員を置いて、その日獲れた魚をサイドバッグやリアキャリアバッグで40尾くらい積んで夕方に漁村を出発、夜明けまでには中間点に着いて交替、そこから夕方までに王都に着く。

　それぞれ１４０キロずつの道のりだ、12時間あれば、食事の大休憩１時間、30分の中休憩２回、あとは小休憩込みで平均時速14キロだから、結構余裕で24時間での王都行きが実現できるはず。……そう、翌日の夕食までに生魚が届けられるのだ、自転車が使えれば。

　さすがに夏場は難しいかも知れないけれど、秋から春先にかけては、魚を布で包み、水のはいった容器と繫いで、毛細管現象と走行による風で気化熱を利用すれば、充分保もつはずなんだけど……。

　でも、肝心の自転車が、地球の整備支援無しでは使い捨てになっちゃうか……。

　せっかく考えたのに、悔しいなぁ……。

　あ、駄目だ、私があんまり落ち込むものだから、ランディさんがすごくヘコんでる！

「いや、うちの国とは基礎的な技術力が違うんだから、仕方ないよ。あんまり気にしないで！」

　ああっ、余計ヘコんだ！　何か、明るい話は……、あ、そうだ！

「ねぇねぇランディさん、しばらくすると、王都から見習いの子が来るから、面倒見てあげてね！」

　自分に弟子ができるとなれば、嬉うれしいだろう。

「え……」

「11歳の男の子と、10歳の女の子。仲良しさんで、どっちも才能ありそうだから、楽しみだね！」

　え？　どうしてますます落ち込むの？







　次は、山村だ。

　ランディさんのところへ行く前に、手空きの大人達を集めておいて欲しいと山村の村長さんに使いの者を出しておいた。今から歩いて行けば、丁度良いだろう。

　一瞬、自転車を使おうかな、と思ったけど、やめた。

　なんか騒ぎになりそうな気がしたのと、山村は少し高台にあるから、上りがキツい。今私に必要なのは、クロスバイクじゃなくて、電動アシスト自転車だよ！

　山村のひとつに着くと、村長の家に、もうひとつの山村から来た人達を合わせて30人近い大人達が集まっていた。

　ふたつの村合わせて21世帯だから、１世帯あたり１～２人か。まぁ、山に仕事をしに行っている人もいるだろうから、大勢集まった方かな。

　時間を無駄にするのも何だし、早速話を進めよう。

「集まって戴いて、ありがとうございます。今日は、山村でやって貰いたい仕事があり、その説明に来ました」

　相手が年長者だから、つい馬鹿丁寧な敬語を使ってしまいそうになるけど、領主がそれじゃダメだよね。でも、かといって偉そうに喋しやべるのも性に合わず、適当なところで妥協している。

　あれ、なんだか、村民のみんなは微妙な表情だ。

　ああ……。

「あ、天てん役やくとかの無料奉仕じゃないですから。ちゃんと報酬が出る仕事です」

　それを聞いた途端、村民達の顔に安あん堵どの表情が浮かんだ。

　やっぱり、ただ働きをさせられるかと警戒していたか……。

　うちは、兵役以外はちゃんとお金を払うよ。

「実は、こういうものを作って貰いたいんです。給金は、出来高制。出来た製品１組当たりいくら、ということになります」

　そう言って、リバーシと将棋を見せて説明する。

　リバーシは簡単だけど、将棋は駒の大きさが違ったり文字が書いてあったりして複雑だ。まぁ、文字は後で書くから、村の人達には関係ないけど。

「……遊戯具、ですか」

　私の説明を聞いた村長さん達、再び微妙な顔になってる……。

　この国にも、盤上遊戯がないわけじゃない。地球でも、盤上遊戯の歴史は古いからね。

　でも、地球で爆発的な人気を誇る盤上ゲームである、チェス、碁、リバーシ、バックギャモンの四天王に加え、日本が誇る頭脳戦ゲーム、将棋。このラインナップには敵うまい。

　あ、その中から、チェスはやり方を知らないし将棋があるからパス、碁は難しいしよく知らないからパス、バックギャモンは見たことすらないからパスで、自動的に、将棋とリバーシが残ったわけだ。そう、『私が、そのふたつしか知らない』というだけだ。

「うん。絶対売れるから。もし売れなくても、作った分はちゃんと買い取るから大丈夫！」

　そう言われて安心したのか、ようやく頷いてくれたよ……。

　確実に買い取って貰えるなら、女子供の良い内職になる。

　ようやくそれに思い至ったのか、笑顔も出始めた。

「庶民向けの安いやつと、いくつかは貴族向けの高級なのも作ってみてね。いい素材を使ったり、飾り彫りを入れたりして、高く売れるようにしたやつ」

　うん、みんな、なんだかお金になりそう、と思い始めたみたいだね。

　でも、まだこれだけじゃない！

　私はバッグからプリンターで出力した紙を取り出した。

「これ、こんな植物、このあたりにない？」

　印刷された絵は、４種類の植物の写真。ガンピ、コウゾ、カジノキ、ミツマタ。

　そう、代表的な、和紙の原料だ。

　遂ついに始めるよ、紙の製造！　洋紙は何か難しそうなんで、まずは和紙から。

　煮て、解ほぐして、溶かして、漉すいて、水抜きして、乾燥させて、仕上げをする。いや、詳細はネットで調べるから大丈夫！

「ん～、これと、これは、たくさんあるなぁ。これは見たことないな。お前らはどうだ？」

「そうだなぁ、これも見たような気がするけど、似てるだけかも知んねぇ……」

　おお、コウゾとミツマタはたくさんあると？　よし、早速小規模実験開始だ！




　そしてコウゾとミツマタのサンプル収集を依頼して、子爵邸へと戻ったら。

「ミツハ、もっと私を構ってよぉ！」

　あ～、コレットちゃんが、めんどくさい子になってるぅ……。

　ちょっと放置し過ぎたかな？

　今日は、この後ずっと一緒にいてあげよう。





第二十五章　リバーシを広めよう！







「……というわけで、臨時検討会です」

「ええ～っ、遊ぶんじゃないのぉ！」

　コレットちゃんが文句を言うが、一緒にいると言っただけで、誰も遊ぶとは言っていない。

　検討会のメンバーは、私、コレットちゃん、そして参謀として召し抱えた、ミリアムさん。

　検討会の議題は勿もち論ろん。

「……というわけで、この２種類の遊戯盤を流は行やらせて、売れるようにする方法を考えて下さい」

　……普通は、売る方法を考えてから発注しますか、そうですか。

　なお、カード、日本でいうところのトランプは、当分の間、断念。

　だって、完全に見分けがつかない程に均等な紙を作る技術がないし、すぐに傷んでヨレるから、漉すき具合の不均衡と併せて、しばらく使っていれば個々のカードの見分けがつくようになっちゃうだろうから。シャッフルするにも、強度や手触り、滑すべり等が悪くて使いづらいだろうし。

　だから、カードはまたそのうち……、って、いや、まだ試作の紙も出来ていないのに、いつになるやら……。

　今はとにかく、リバーシと将棋だ。

「まずはやってみせないと、いくら口で宣伝しても無駄でしょうね」

　さすが、ミリアムさんはズバリと核心を衝く。

「この、将棋というのは、取っ掛かりが難しそうですから、貴族や上級軍人に広めて、そこから一般の人に広げていくべきでしょう。それに対して、リバーシの方は、誰でもすぐに始められます。まぁ、簡単な割に奥が深くて面白いようですが……」

　うん、説明がてらプレイした時、ムキになってハマってたよね……。

「やってみないと、面白いかどうか分からない。分からないのに、お金を出して買うか、という問題を解決するには、まず無料でやらせる。もしくは……」

「もしくは？」

「このゲームを買うことにより、何らかのメリットが得られる、と思わせることです」

　なる程……。さすがミリアムさん、論理的だ。

「で、そのメリットというのは、どうすればいいのかな？」

「それは、ご自分で考えて下さい。私の専門は民衆心理の研究であって、実務面ではありませんので」

　ミリアムさん、思ったより使えねぇ～～！

　その時、それまで黙って聞いていたコレットちゃんが口を開いた。

「試合だよ、ミツハ！」

　え？

「村では、祭りで盛り上がるのは、力比べとか丸太切り競争とかの勝負モノだよ。それと、賞品の豪華さ！　仔こ猪いのしし一頭丸々が賞品に出た時の丸太切りは、そりゃもう盛り上がったの何の……」

「なる程、リバーシ大会を開け、ってことか、美お味いしい餌をちらつかせて……。

　確かに、みんなズブの素人からのスタートだから条件は同じ、腕力も関係ないから、誰にでも勝てる可能性がある。そう高いものじゃないから、買って練習してくれるか……。すごいよ、コレットちゃん！」

　えへへ、とテレるコレットちゃん、可愛い！

「でも、賞品、何にすれば……。あまりお金がかかると儲もうけが飛んじゃうし、ショボいものじゃ参加者が釣れないし……」

　しばらく悩んでいると、何やら木板にカキカキしていたコレットちゃんが、その木板を差し出してきた。

「はい、これ！」

　うんうん、だいぶ文字を覚えたんだね。でも、今はお勉強を見てあげる時じゃあ……。

「ミツハ、賞品はそれでいいんじゃないかな？　お金がかからないし、みんな喜ぶよ！」

　え？　これ、賞品の案？　どれどれ……。











１い　ミツハにおしょくじをおごるけんり




２い　ミツハにふくをかってあげるけんり




３い　ミツハとおさんぽできるけんり




４い　ミツハのあたまをなでるけんり




５い　ミツハにてをにぎってもらえるけんり






　…………てっ、天才かッッ!!

　でも、コレットちゃんの将来がちょっと心配だよ……。

　しかし、賞品というか、１位と２位なんか、私が得するだけで、入賞者は却かえって損をするよね？

「大丈夫、それで間違いなくイケます！」

　って、ミリアムさんが太鼓判を押してくれるなら、大丈夫なのかな……。




　結局、手を握るのは５位から８位までに増やして、それでいくことになった。まぁ、別に減るもんじゃないから、いいんだけどね……。

　頭を撫なでる権利、っていうのは、コレットちゃん、自分が私に頭を撫でて貰もらうのが好きなもんだから、握手以上の御褒美だとでも思っているのかな。いや、まぁ、私は背が低いから、おとうさん、お兄ちゃん、みっちゃん、その他、みんなからよく撫でられていたので、慣れていて、別にあまり気にはならないんだけどね。自動回復のおかげで、いくら撫でられても禿はげる心配がなくなった今は、更に気にならなくなってるし。

　でも、知らない男の人に撫でられるのは、ちょっと気にならなくもないかな。

　いや、これは仕事だ！　社会人には、嫌なことを我慢しなきゃならないこともある！　領主としての仕事なんだから、それくらい、黙って我慢しよう……。

　あと、リバーシを自作されたり、使い回されたり、また便乗製品を排除するためもあって、大会の参加条件に『参加証として、自分が買ったヤマノ領産のリバーシを持参すること。ヤマノ子爵家の焼き印が無いものは無効』との条件を付けることにした。

　貴族家の焼き印偽造は、爵位詐称並みの重罪だ。やる者はいないだろう。それに、これで、ふたりにひとつで充分なリバーシが、ひとりにひとつずつ売れる。

　……鬼やな。

　まぁ、それで『リバーシはヤマノ子爵家が元祖』、『ヤマノ子爵家の焼き印が無いものは偽物。偽物を買うのはみっともない行為』という風潮が広まってくれれば万々歳だ。

　今日の検討会は、ここまで。あとは、具体策を練ろう。

　ここ数日は王都のお店で寝ていたから、今日はこっちで寝ようかな。遠くへ行っているわけでもないのに、あんまり外泊ばかりというのは不自然だし。

　よし、久し振りにコレットちゃんと一緒に寝てあげよう。

　でもその前に、ちょっと王都へ戻って、屋台の方に問題がなかったか確認しておこうかな。
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「……で、今日も完売、と？」

「はい、少し多めに用意したんですが。さすがに、昨日みたいな酷い行列にはならなかったですけどね。ただ……」

「ただ？」

「姫ひめ巫み女こ様はいないのか、と文句を言う人が多くて……。それと、横の方からずっと屋台の中を見詰める人とか……」

　今日も屋台組だったフィリップ君の報告は、概おおむね予想通りだった。

　私がいないことへの文句は仕方ないとして、ずっと見ていた者、というのは、多分、製法の秘密を盗みに来たんだろうね。自分達で試してみたけどうまくいかなかった、ってとこかな。

　でも残念、いくら作り方を見ても無駄だよ。なにしろ、爆裂種でないトウモロコシでは、外皮の硬さが足りないからうまくいかないし、ちゃんと乾燥させとかないとダメだし。

　もし落ちた粒を拾って栽培しようとしても、それが収穫できて、更に収穫されたその粒から栽培して、と、充分な量の爆裂種が安定供給されるようになるには長い時間がかかるだろう。それまでに、ポップコーンはヤマノ領産、他のはまがいモノ、と、ブランド化すればいい。

　それに、別にポップコーンを独占販売する気はないんだよね、元々。

　ポップコーンが広まって、ヤマノ子爵領特産の爆裂種が売れればいいんだよ、ただ単に。

　だから、子爵領産の爆裂種は、普通に販売する。でないと、屋台で売る量じゃあ、たかが知れている。領の財政に貢献できるほどの量じゃないもの。

　ブランド化したいのは、この屋台のポップコーンではなく、ヤマノ領産の爆裂種、なんだ。この屋台はあくまでも、爆裂種の宣伝用。

　爆裂種が出回れば、買った種から栽培を始めるところも出るだろうけど、それは仕方ない。先行者としてのメリットと、それまでに得た『元祖』としてのブランド力でシェアを維持するしかない。うちは王都まで遠いのがちょっとネックになるけどね。

　よそでも売り始めたら、屋台の売り上げが落ちる？

　いや、元々、この屋台で大儲け、なんて考えていないから。孤児院の方は、多少売り上げが下がったところで、日々の食費くらいは充分稼げるだろうし、私も別に慈善事業をやっているわけじゃない。たまたま、お互いの利害が一致しただけだから。

「で、本日の雷いかずちコーンの売り上げは、これだけです」

　集計結果を示すフィリップ……、って、今、何て言った？

「え？　何コーン？」

「雷コーン、です。いつの間にか、みんながそう呼ぶようになってまして……。

　『これは、雷の姫巫女さまが雷を落とされた跡地にあった、雷で破裂したトウモロコシが起源』とかいう話が広まって、『雷の姫巫女様コーン』、それが短縮されて、『雷コーン』、と……」

　短縮され過ぎ！　私の略称、『雷』ですかぁ！

　もういいや、帰って寝よう。
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　とりあえず、リバーシを広めよう。

　製紙や諸々、他のことは、社交シーズンが終わったあとでも進められる。時々王都に来ても、ああ、また来てるな、遠いのに大変だねぇ、と思われる程度で済む。毎回、全員に会うわけじゃないしね。

　でも、リバーシを広める作戦は、あちこちで色んな人達と会わなきゃならない。明らかに、王都にいる頻度が多過ぎ、って思われちゃうよ。

　何とか、この社交シーズン中に根回しして、大会開催の告知までやっちゃわないと……。

　大会告知まで終われば、あとは当分放置で構わないだろう。リバーシの作製、輸送と販売にはある程度の時間がかかるし、広まれば、あとはそれなりに売れるだろうからね。あまりゴリ押しするつもりもないし。大会開催は、次の社交シーズンの予定。

「というわけで、ペッツさん。今度から、うちの領地に行った時には、魚介類の加工品の他に、リバーシと将棋も、出来てる分全部運んで下さい。販売もお願いします」

「え、ええ、そりゃまぁ構いませんけど……。でも、売れるんですかソレ、本当に……」

「任せて下さい！　駄菓子屋のお種ばっちゃんの名にかけて！」

「いや、誰ですかそれ！」




　ペッツさんは快く引き受けてくれた。

　でも、代わりに、変な条件を出された。

「それは良いのですが、ひとつお願いがありまして……」

「なに？」

「あの、広場の屋台ですが、あそこに出してあります看板の絵、あれを私の馬車にも付けたいのですけど、良いでしょうか？」

「え？　まぁ、別に構わないけど……。あ、もし良かったら、あれを描いた子を紹介するよ？」

「おお、それは願ってもない！　よろしくお願いします」

　おかしな要望だけど、別に構わないよね。それに、孤児院の子にとっては、金儲けと、商人にコネができる絶好のチャンスだ。この芽を潰すのは忍びない。断るという選択肢はないだろう。

　本人に伝えて連絡させると言って、ペッツさんの店を辞去。




　リバーシと将棋のルールを書いた紙は、既に作成済み。リバーシのは簡単だったけど、将棋の方は少し面倒だった……。

　説明の絵はネットから落として、文章は手書き。家のプリンターがマルチプリンターで、コピー機能があって良かったよ。怪しい異国文字のチラシなんかコンビニでコピーしていて、もし誰かに見られたら、厨ちゆう二に病びようか怪しい暗黒宗教か、って思われちゃうよ。大都会と違って、田舎町では顔見知りも多いし、悪い噂うわさはすぐに広まるんだから。いや、ホント！

　実際の配布や宣伝開始は、領地からリバーシの現物が届いてから。商品が無いのに宣伝しても、仕方ないからねぇ。

　ペッツさんが数日後に出発するとしても、往復と、各町々での商売の時間を考えると、王都に戻るのはかなり経ってからになる。それまでに、上流層への宣伝と根回しだけしておこう。

　え、なぜさっさと転送しないのかって？

　だって、これからもずっと続ける領地と王都との交易を、私の能力をアテにしたものにしちゃ駄目でしょう？

　私がいつ不慮の事故に遭ったり病気になったりするか分からないし、もしかするとこの国から逃げ出さなきゃならなくなるかも知れない。その時、私の存在を前提とした経済活動をしていたら、領が崩壊してしまう。

　私がいなくても何とか回るようにしておけば、たとえ私が突然消えても、次に来た領主さんの下で、なんとか生活レベルを維持できるだろうから。もし税率を元に戻されてもね。

　だから、上流層根回し用の日本製数セットを除いて、他は普通の手段で領地から運ぶ。

　数セットくらいのズルはいいじゃない。固いことは言わないの！

　それに、そもそも、昨日の今日で、まだ現物が生産されていないよ。










　早速、孤児院に絵のことを伝えた。

　描いたのは、９歳の女の子だった。図案も自分で考えた、とか。

　いや、勿論知ってたよ、子供が描いたってことは。

　でも、言わせてよ。

　何、この孤児院！　各地から才能のある子供達を集めた、秘密組織の養成所か何かなの？




　お店への帰りに、ちょっと日本に寄り道して、リバーシと将棋を数個追加購入。

　最初からまとめて買っておけばよかった……。

　で、お店に帰ると、サビーネちゃんがお店の前で待っていた。

「ミツハ姉様、遅～い！」

　って、知らんがな……。

「だから、店の鍵を頂戴、って言ってるのに！」

　いやいや、防犯設備を閉店モードにしている時に店内をうろつくと、危ないからね！　モード変更の仕方を教えるということは、このお店を自由にできるということであり、それは私の身内同然、転移能力についてのかなりの部分を教えて、一いち蓮れん托たく生しよう、共犯者になって貰うということだからね。

「駄目！」

　私の真顔のひと言に、しょんぼりするサビーネちゃん。

　うんうん、元気な小悪魔顔のサビーネちゃんも可愛いけど、落ち込んだサビーネちゃんも……、って、私はサドか！　いやいや、私は仕事中に酒を吞のんだりしないし、ミーくんという名の猫も飼ってない！




　お店を開店モードにして、会計席に着くと、早速ＤＶＤを観みたがるサビーネちゃん。

　……もしかしてこの子、私に懐いてるんじゃなくて、ＤＶＤに懐いてるだけなんじゃあ……。

　いや、考えちゃダメだ、考えちゃダメだ！　人間不信になってしまう……。

「サビーネちゃん、ＤＶＤじゃなくて、ちょっと面白いゲームをやってみない？」

「ゲーム？」

「うん、これ。ルールは簡単、古竜でも30秒で覚えるよ！」

「古竜って、人間より頭良いじゃない！」

　ああ、そういえばそうだっけ。『サルでも分かる』って使い方に、古竜はダメだったか……。ここは、『ゴブリンでも』だったかな？

「じゃあ、私に勝てたら、何かお願いを聞いてあげる。但し、お店関係は駄目だけどね」

「やる！」

　ふふ、チョロい！




　…………負けた。

　乾布摩擦、いや、完膚無きまでに負けた。

　いや、一応、何度もやったことがあるんだよ、友人達と。

　なんでだよ～～!!

「割と面白いね、ミツハ姉様。特に、勝てるゲームは……」

　ドヤ顔のサビーネちゃん。

　う、うるさいわ!!

「自信があったみたいだけど、それでも念のために『お店関係は駄目』って抑えておくとは、さすがミツハ姉様ね。残念だけど、仕方ないかぁ……」

　よ、良かった！　一応そう言っておいて、本当に良かったぁ!!

「じゃあ、あの、姉様が領地に戻ってもお話できる道具、あれ貰った時のもうひとつの選択肢だったやつ、あれ頂戴」
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　え……。

　そっと壁際を見ると、蒼そう白はくになっている護衛のおじさん。

　そして、おじさんからそっと視線を外す私。

　泣きそうに歪ゆがんだおじさんの顔。

　……ごめん。




　その後、サビーネちゃんから感想を聞き、この世界でもリバーシは売れるという確証を得た。

　何しろ、ろくな娯楽がないのだ。そこに持ち込まれた、娯楽の多い地球ででさえ大人気の、シンプルだけど洗練された、奥の深いゲーム。いったん広まってその面白さが知れ渡りさえすれば、売れないわけがない。

　……つまらない賭け勝負なんかしなきゃよかったよ。

　大被害だ。

　主に、壁際で黄昏たそがれているおじさんとかに。

　いや、本当に、ごめんって！

　せめて少しでも被害の元を取ろうと、サビーネちゃんにリバーシと将棋各１組、そしてルールの説明を書いた紙を渡し、王様や宰相さんに勝負を挑むようお願いしといた。

　もしサビーネちゃんが勝って、ムキになったみんながハマってくれれば、売り込みの時に説得の手間が省けるよ。

　自転車の購入のためにサビーネちゃんの身体の計測をしながら、ふと気付いた。

　……この子、王様達にも賭けを持ちかけるんじゃなかろうか。何か、とんでもない条件を出して。

　足の長さを測りながら、ちらりと見上げたサビーネちゃんの顔は、笑みを浮かべていた。思い切り邪悪なやつを。

　あ、これ、アカンやつや！

　王様達の健闘を祈ろう……。
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　翌朝、自転車屋へ行った。

　いや、さっさと渡さないと、早く寄よ越こせと言い続けられるに決まっているからね。面倒事は早めに片付けるに限る。

　自転車は安全第一。安物ではなく、国産のしっかりしたものを選ぼう。

　ママチャリでお茶を濁したいところだけど、サビーネちゃんは多分ハードな使い方をするだろうから、マウンテンバイク、かな……。

　ロードバイクは、って、そんなスピード出されても困る。路面も良くないし。ロードバイクは、舗装路での高速走行にこそその真価を発揮する。子供の蛮用に耐えるには不向きだよ。

　クロスバイク？　そんな万能マシンをサビーネちゃんに与えてどうするよ！

　私が領地に戻った翌日あたりに、クロスバイクに跨またがったサビーネちゃんが、『来たよ～』って現れたらどうするんだよ！　怖過ぎるだろうが!!

　瞬間的な最高速度ならばともかく、持続速度から考えたら、馬でも追いつけないんだよ。護衛の人が、逃げられたことに数時間気付かなかったらお終いなんだよ、もう！

　そういうわけで、頑丈なマウンテンバイクね。

　いや、これでも領地には行けるだろうけど。クロスバイクよりほんの少し遅い程度だから。

　でも、まぁ、気休め程度には……。

　専門店で色々と相談に乗って貰い、計測したサビーネちゃんのデータを見せて、育ち盛りの女の子、って伝えると、数台の候補を出してくれた。その中からサビーネちゃんが気に入りそうなものを選び、サイドバッグやらヘルメット、プロテクターとかも付けて購入。

　補助輪は要らないだろう。マウンテンバイクに補助輪は似合わないし、サビーネちゃんは、多分初日で乗りこなす。

　ごめん。護衛のおじさん、ほんっとに、ごめん。
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　リバーシでサビーネちゃんに大敗した日の翌日、午後。

　午前中は不在だと言っておいたので、午後イチにサビーネちゃんが来た。

　まぁ、来るだろうねぇ……。

　眼をキラキラさせたサビーネちゃんを従えて、マウンテンバイクを押しながら、ふたりで王宮へ。

　いや、そのあたりで練習するわけにはいかないでしょ、さすがに。王宮なら、中庭とか色々あるだろうからね。

　そして、元気いっぱいのサビーネちゃんとは対照的に、どんよりとした重い足取りの、護衛のおじさん。

　いや、だから、ごめんって！　今度、ウイスキー、いや、ブランデーを持ってくる！　あげるから！




　城門は、勿論顔パス。

　そのまま、サビーネちゃんお勧めの中庭へ。

　まず最初に、自転車の仕組み、操作法、なぜそうなるかの説明。

　私の説明に、うんうんと頷うなずくサビーネちゃん。どうやらちゃんと理解しているらしい。さすがだねぇ……。

　そして、次は私の模範演技。

　高校が、山を切り開いた中腹にあったため、３年間の自転車通学で鍛えたよ。

　男子はともかく、女子の殆ほとんどは押して登っていた登校時、私は上まで自転車に乗ったまま登っていたからね！　体重をかけただけじゃペダルが下がらないから、両腕で引き付けて力を入れての登とう坂はん。

　これで鍛えたからか、体力はないけど短距離走は得意なんだよね。あと、懸垂も。

　あ、懸垂が得意なのは、身体が軽いからと、腕が短くて引き付ける長さも短いからですか、そうですか。

　とにかく、自転車は得意なんだよ！　ハンドルを引き付けて、前輪を浮かせて無理矢理ターンしたり、結構自由自在に乗り回してみせた。

　眼が輝くサビーネちゃん。茫ぼう然ぜん自じ失しつの護衛のおじさん。

　いや、だから、ごめんって！　ああ、へたり込んじゃったよ……。

　そして、ヘルメット、プロテクターを装着して、いよいよサビーネちゃんの実技練習。

　……数回転んだけど、あっという間に乗りこなしたよ。

　うん、知ってた。




　しばらくサビーネちゃんが練習しているのを見ていたら、いつの間にか、王様が後ろに立っていた。周りを見ると、サビーネちゃんへの指導に気を取られて気付かないうちに、結構な人数の見物人達が……。その中の誰かが、王様に知らせたのかな。

　ああ、説明を求められるな、と思っていたら、王様の第一声が。

「ミツハ、リバーシの勝ち方を教えてくれ」

　ああ、負けたのですね……。

「すみません。私も大敗を喫し、その結果、あれを奪われました」

　私の返事に、うなだれる王様。

　何を毟むしられたんですか、王様……。

「では、次は将棋で戦えばどうですか？　あれなら、さすがのサビーネちゃんも、戦いというものを理解している大人には敵わないでしょうから」

　私のその言葉に、泣きそうな顔になる王様。

　……ああ、負けたのですか。

　王様の肩をぽんぽんと叩たたいてあげていると、宰相様が駆け寄ってきた。

「ミツハ殿、リバーシと将棋の必勝法を……」

　あなたもですか、宰相様……。




　結局、マウンテンバイクは、私のために故郷の友人達が送ってくれたものを、勝負に負けてサビーネちゃんに奪われた、ということになった。王様は何か文句を言いたそうだったけど、自分も何やらやらかしてしまったのか、私を責めることはできない模様。

　だから、どんな約束をしちゃったのかな、王様？

　しかし、災い転じて、というか、サビーネちゃんが王都中をマウンテンバイクで走り回ってくれたら、街の人が自転車というものに慣れてくれる。王女様に文句を言ったり、自転車の秘密を探ろうとして近付いたりはしないだろうしね。

　そして、頃合いを見て私も自転車に乗り始めても、もうみんな慣れているから問題ない！

　王都で自転車が使えるようになると、すごく便利になるよね。良かった良かった！

『よかった探し』は得意だよ！　開き直りじゃないよ！　……多分。




　そしてその日の夜、私のお店に、ある人物が訪ねてきた。
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　５日後。

　サビーネは、ここ数日の間毎日やっているとおり、マウンテンバイクに跨ると、追おい縋すがる護衛を振り切って、街へと飛び出した。

　どうせ行き先は判わかっているのだから、護衛はそのうち汗だくでやってくる。それまでの短い時間、護衛の視線のない、心休まる時間をミツハ姉様と過ごせる。そう思って、浮き浮きした気分で『雑貨屋ミツハ』に到着すると。

　そこにあったのは、腕を組んだドヤ顔の護衛の姿と、その後ろにある、１台のクロスバイク。

　マウンテンバイクに乗った幼い少女と、クロスバイクに乗った鍛え上げられた成人男性。街中の走行では、とても勝負にならなかった。

　翌日からはちゃんとサビーネに随行するが、今日だけは、少し意趣返しがしたくて先回りしたのである。護衛と言えど人の子、たまにはそういう時もある。

　そして、店先に大きな声が響いた。

「ミツハ姉様、酷い!!」




　夜間に訪ねてきた護衛のおじさんに懇願されたミツハは、責任を感じていたこともあり、多少の設定の矛盾には目を瞑つぶってその頼みをきくことにしたのであった。

　表立っては聞いてこないけれど、どうせ宰相様あたりは、自分の仕入れ方法について薄々気付いているだろうなと思っていたのもある。

　元々その護衛は常にサビーネについていたため、色々とミツハのことも知っていた。

　護衛は『そこにいないものとして扱う』というのが暗黙の了解であり、護衛中に見聞きしたことは決して漏らさない。相手がたとえ雇い主であっても。

　そうでないと、重要な場面、秘密にすべき場面では護衛を遠ざけなければならず、その時を狙われればどうしようもない。

　だからミツハも、護衛はいないものとして、サビーネと普通に話した。マウンテンバイクをサビーネの要望により準備すること。それに半日しか要しないことも。

　それを知っている護衛は、本来であればルール違反であることは承知で、しかしこのままでは王女の護衛という自分の任務が果たせず、王女殿下を危険から護ることができないと思い悩んだ挙げ句、遂ついにミツハへの懇願という最終手段に出たのであった。

　ミツハはその事情がよく分かっており、しかも原因が自分の馬鹿な行いであることから、罪悪感に耐えきれず、その頼みを了承してしまったのである。

　事はサビーネの安全に関わることであった。サビーネの行き先はミツハの店だけではないし、店に来る時も、短時間とはいえ護衛の護りから外れてしまっているのだから。雷の姫巫女デビューの時のことは、忘れてはいない。

　そして、クロスバイクの入手と、サビーネの技量を上回るべく、護衛の者が勤務時間外に必死の練習を重ねるのに要したのが、この５日間であった。

　自転車の説明に関しては、サビーネへの説明の時に、しっかり聞いて覚えていた。護衛対象が乗るものであるから、護衛として当然のことであった。




　その日の夜、護衛の者は、自宅で久し振りに酒を吞んだ。クロスバイクと共に受け取った、異国の酒である。

　その『ぶらんでぃ』とかいう酒は、良い香りがして、酒精が強く、そして旨かった。とても、とても旨かった。
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　夜に、ボーゼス伯爵家王都邸にお邪魔した。

　ちゃんとアポは取っておいたし、夕食の時間帯を過ぎてからだよ、勿論。

　アポを取った時、伯爵様は一緒に夕食を、と言ってくれたけど、こっちの用件でお邪魔するのに、夕食時に行くなんて申し訳ないよね。

　夜にあまり長居をするのも悪いので、早速本題に。

「伯爵様、こんなの作ってみました。流行らせて儲けたいんですけど……」

　超どストレート！　伯爵様と私の仲だものね、本音でいこう。

「何だね、これは？」

「遊戯具です。遊び方は……」

　私の説明を、ふむふむと頷きながら聞いてくれる伯爵様。

　勿論、イリス様、ベアトリスちゃん、アレクシス様、テオドール様も聞いている。覚えないと私と遊べない、とでも思っているのか、必死の表情。うん、まぁ、その通りなんだけどね。

　とりあえずリバーシの説明をして、伯爵様と対戦。

　最初は、説明しながらのお試しプレイ。２回目から、本戦。

　本戦１回目は、手加減してあげて少しの差で私の勝ち。

　２回目は、わりと本気でやったんだけど、なぜか伯爵様の勝ち。

　３回目は、全力で、うぬぬぬぬぬぬ！

　……って、私がムキになってどうする！

　さすが伯爵様、要領を覚えたら強いわ……。サビーネちゃんと戦ったら、どうなるかな。

　４回目、ぐぬぬぬぬぬぬ……。

　２勝３敗……。初心者に……。

　ふと気が付くと、イリス様に肩を摑つかまれていた。

　はいはい、次はイリス様とですか……。

　伯爵様との対戦をしっかりと見ていたイリス様、初回から中々強かった。

　角を取ろうとはするけれど、なぜかたくさん取ろうとしないから、よく解っていないのかな、と思っていたら、いつの間にか私が打てるところがない！

　パスさせられて、私の方が圧倒的に数が多かったはずなのに、あっという間にひっくり返された。

　ま、まさかこれって、上手い人がやる方法？　ぎゃあああ！




　初心者相手に、まさかの１勝４敗。

　いくら何度もやったことがあるといっても、所詮中学生の仲間内での話だよ！　そんな、必勝法とか、リバーシ連盟の加盟員だとか、リバーシに命懸けてるとか、リバーシで世界征服を企む秘密結社だとかじゃないんだから！　定石とか知らないから！

　しくしく……。

　次は、ベアトリスちゃんと。

　中々良い勝負。一進一退の攻防。

　そうだよ、こうして楽しむんだよ！

　楽しく遊べて、さすがに経験者の有利さで４勝１敗。

　でも、同じ４勝１敗でも、勝負の内容はイリス様との対戦みたいな悲惨さはなかったよ。




「と、まぁ、こんな感じです。あともう１つ、将棋というのを持ってきてるんですけど、これはルールが難しいので、説明書を置いていきますから読んでおいて下さい。また後日、試験的な対戦に来ますので……」

「ふむ……。なかなか面白いな。で、私は何をすれば良いのかな？」

　さすが伯爵様、話が早い！

「リバーシは最初から全ての人を対象に、将棋はまず貴族や軍人から広めていきたいと思います。

　取っ掛かりやすいリバーシでゲームの面白さを知らしめて、将棋も面白いぞ、というふうに持っていきたいな、と……。

　伯爵様は、人目につくところでやってみせたり、面白いぞ、軍人の頭の体操に丁度良いぞ、とか言って勧めたりして下されば……」

「しかし、やってみせるといっても、相手がいなければどうにもならんだろう？」

「相手なら、今のところ、王様、宰相様、サビーネちゃんがいます。みんな、将棋もできますよ。

　この中では、サビーネちゃんが最強です。何か賭けようと言われたら、注意して下さいね」

「え……」

　伯爵様が絶句したのは、挙がったメンバーに対してなのか、それとも、その中で最強なのがサビーネちゃんだということに対してなのか……。

「モノが入荷するのは20日くらい先ですから、しばらくはあまり派手にやらず、影響力のありそうな人に少しずつ勧めてみて下さい。無理強いはダメですからね。そして15～16日くらい経ったら、人前で指すとかして、攻勢に出て下さい」

「何か、王位簒さん奪だつを企んでいると思われそうだな……」

「あはは、王様も仲間なのに？」

　苦笑する伯爵様。うん、絵になるねぇ、渋い男性の苦笑って。

「「あの～……」」

　声を掛けられて振り向くと、リバーシ盤を持ったアレクシス様とテオドール様が。

「あ、遅くなっちゃったんで、私はもう帰りますから。リバーシと将棋は置いて帰りますので、あとはアレクシス様とテオドール様で対戦なさって下さい。では、失礼しますね」

「そ、そんな……」

「噓うそ……」

　なぜか呆ぼう然ぜんとしているおふたり。そんなにやりたかったの？　今からふたりで好きなだけやればいいじゃん。結構遅くなっちゃったから、私はもう帰るけどね。

　あ、そういえば、アレクシス様って子爵家を起たてて独立したんじゃないの？

　今日は里帰り？　それとも、王都邸を用意するお金が無いから、当分は実家住まいなのかなぁ、王都では。世知辛いねぇ……。




　伯爵様とイリス様に挨拶して帰ろうとすると、門まで一緒に出て見送られた。

　店まで送ろう、という伯爵様のお申し出を固辞して、歩いて帰ることに。伯爵様も、私がいざという時にはいつでも逃げられることを御存じなので、あまりしつこくはされない。それを御存じないイリス様は不服そうだったけど、私にはとても過保護な伯爵様がそう言われるのだから何か理由があるのだろうと思ってか、何も言われなかった。隠れ護衛がいるとでも思われたかな？

　帰る私の後方から最後に聞こえたのは、『あなた、勝負しますわよ！』という、イリス様の声だった。

　よし、ハマってるハマってる！

　この調子で、アデレートちゃんのところ、つまりライナー子爵邸と、私がパーティーに行かなかったパストゥール伯爵邸、あと何人かのいい人っぽかった貴族のところを廻まわろう。何かあったらいつでもおいで、と言ってくれてたからね。

　あ、勿論昼間にだよ。夜に訪問なんて、ボーゼス伯爵様だからできることなんだから。

　それと、『いい人』ってのは、そのままの意味だからね。『私にとって都合の』いい人、って意味じゃないからね！　……多分。

　あ、パーティーも、あの、最初に行った、え～と、誰だっけ、あの長男が少女に手を出すところ、あそこだけじゃなく、他の貴族家のパーティーにも何度か行ったよ。夕方以降なので私の日中の行動には影響がなかったし、毎回代わり映えのしない同じようなパーティーだから、あまり記憶に残ってないけど。

　たまにいる、いい人と能力の高い人と役に立つ人、そして要注意の人は、ちゃんとメモを取って、後でパソコンに入力している。

　あ、『能力の高い人』と『役に立つ人』は、同じじゃないよ。全然別物。

　能力があっても役に立たない人もいれば、大した能力はないのにとても役に立つ人もいる。まぁ、能力がなくて役に立たない人は、その何倍もいるけどね。能力があって役に立っていい人、ってのは少ないねぇ、ほんと。

　まぁ、最低限、『役に立つ』というだけでも充分なんだけど。

　私は『利用しづらいヤツ』って設定だから、今は直接変な絡み方をされることは殆どない。

　領地も、僻へき地ちで小さく、全然魅力のないところだしね。魅力どころか、三男坊、四男坊で爵位が継げない身であっても婿入りしたくない、というようなところだ。まぁ、そういうところを自分で選んだんだけどね、虫除けに。

　だけど、なんだかやけに自分の息子を推す人が多いんだよね。確かに、『悪意のある、変な絡み方』じゃないんだけどね、『変な絡み方』じゃ……。

　うちの領地が将来発展する予定だということに気付かれたのかなぁ……。




　それからの数日間、リストに載せた貴族家を廻って根回しに努めた。リバーシと将棋は、また日本で数セット追加購入しておいたよ、足りなくなったから。

　そしてみんなに、ゲームの面白さを伝えて廻るようにお願い……する必要はなかった。

　みんな、私がわざわざ自分から遊びにきたことに大喜びで、更にゲームに大興奮。翌日から、対戦相手を求めて駒とゲーム盤を持ち歩き、自分と良い勝負ができそうな者にやり方を教えて廻ることとなったのである。
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　ミツハのボーゼス伯爵家訪問から16日後。

　王都の中央広場に、小さな人ひと集だかりができていた。

「何だい、あの人集りは……」

「ああ、何か、傭よう兵へいの女の子達が面白そうな遊びをやってるとかで、それの見物人らしいよ。やり方はすごく簡単なんだけど面白いらしくて、朝からずっと人集りが絶えないよ」

「へぇ……。ちょっと見てみようかな。女の子は可愛かったか？」

「ああ、可愛い娘と美人さんだぞ」

「……行ってくる」




　子爵領にスカウトされたスヴェン達に代わり、ミツハから指名依頼を受けた傭兵達。

　他にも何組か、王都の各地で同様のことをやっている。中には普通の私服姿や街娘のような恰かつ好こうをしている者もいた。男女共に依頼したが、女性の比率が高い。

　一般依頼ではなく指名依頼にしたのは、やはり広告塔にするには見た目も大事だからである。

　ミツハの名声だけでなく、ミツハの依頼を受けると運が向く、という噂のせいもあってか、その指名依頼を断る者は殆どいなかった。ミツハが、稼ぎが少なくて苦しそうな者に優先的に声を掛けたということもあるが。

　石段に腰掛けて、雷コーンを片手に、楽しそうにゲームに興じる男女。

　そのゲームの噂は、しだいに広がっていった。
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　王宮では、午後の会議がようやく終わりを告げた。

　列席していた皆が、それぞれ屋敷に戻ろうと立ち上がりかけた時。

「この後、誰か将棋かリバーシに付き合ってくれんか？」

（（（しょうぎ？　りばあし？）））

　国王陛下の突然の言葉に、皆、不思議そうな顔をした。

　その時。

「おお、いいですな！　お付き合い致しますぞ！」

「いやいや、前回の雪辱戦、まずは私から！」

「私が両方の遊戯盤を持ってきております。２卓でできますぞ！」

「何持ち歩いてるんだ、伯爵は……」

　急に盛り上がる、国王陛下と宰相、そして一部の上級貴族達。

（な、何だ！　何の話だ！）

（陛下や側近達の付き合いに入り込むチャンスか？　しょうぎ、とは何だ？）

（いかん、話が分からん！）

　焦り、解散後に慌てて情報収集に走る貴族達。

　２つの遊戯具の噂は、あっという間に広まった。




　そしてその４日後。

　王都の各地に張り紙が貼られた。

『新しい遊戯具、リバーシと将棋　新発売！』

『各大会の開催が決定！　入賞して、雷の姫巫女様に自分が選んだ服を着せ、撫で撫でしながら一緒に食事！』

　いや、ひとりで複数の賞品はゲットできない。

　酷い詐欺であった。
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　ペッツさんの荷馬車隊が王都に着いた日の夜、事前に了解を取っていた場所に、一斉に告知の張り紙を貼った。

　詐欺っぽい大会告知文に文句を言ったけど、ミリアムさんに『これでいい』と押し切られたよ。みんなはそんなの気にしないから、勢いが大事、って……。

　まぁ、民衆心理に詳しいミリアムさんがそう言うなら任せるけど、クレーム来たら対処を押し付けるからね！

　張り紙だけで、チラシ配布とかは無し。

　いや、紙、高いんだよ！

　ここにも紙はあるんだけど、質が悪くて馬鹿高い。

　まぁ、だからこその製紙参入なんだけどね。安くて上質の紙が大量に出回っていたら、領地で製紙なんか始めないよ。

　ここの紙、材料が木じゃないっぽい。非木材紙、ってやつ？　藁わらや、亜麻、木綿クズとか……。

　うちの村で試すのも、正確には、木材というよりは樹皮なんだけどね。

　藁の紙かぁ……。わら半紙、とか、懐かしいねぇ。いや、私が知ってるやつは、正確には本当の藁を使ったものじゃなくて、言葉を引き継いだだけの中質紙、低質紙、再生紙等を指す言葉に過ぎなかったんだろうけど。

　今は上質紙ばかりになって、日本のお店でもあまり見なくなったなぁ。

　いや、あっても買わないけどね。プリンターやコピー機に詰まるし、シャーペンは引っ掛かるし……、あ、だから無くなったのか……。




　で、朝になって、しだいに陽が高くなって……、客が押し寄せた。ペッツさんの店に。

「「「「「リバーシと将棋を売っているのは、ここか!!」」」」」

　売れた。

　売り切れたよ……。

　山村ふたつ、人口79人の村で15日間かけて作った６００個が、全て……。

　ペッツさんの仕入れ値が、全部で銀貨１８００枚、金貨だと18枚分。

　数は、大半がリバーシ。将棋は少しだけ。作るのに手間がかかるし、最初は貴族や上級軍人狙いだから、少ししか売れないだろうと思って。一部は高級品にしたから、作るのに手間がかかるしね。

　で、村の稼ぎ、15日間で銀貨１８００枚。１世帯当たり銀貨86枚弱、って……。自給率が高い田舎の小村で、それは現金収入倍増どころではないんじゃあ……。

　あくまでも副業なので、一家の大黒柱は山仕事、主婦も畑や家事に手を取られる中でのその生産量、多過ぎ！　爺じいさん婆さんに子供達、どんだけ気合い入れて作ったんだよ！　ちゃんと寝たの？

　売値は、全部で銀貨２８８０枚。

　ペッツさんの取り分多過ぎ？　いや、往復20日以上かかってるんだよ。馬車運行の人件費、食料等の消耗品、護衛の依頼料、馬車の減価償却、そして盗賊に全てを奪われるリスク。それらを考えたら、良心的な価格だよね。いくら往路にも商品を積んでいるとか、復路でも他の商品も積んでいるとはいえ。

　それに、将棋の駒の文字、帰路にペッツさんが毎晩夜なべして自分で書いてくれたらしい。

　書く文字は、事前に調整しておいた。こちらの人にも分かり易いようにね。王将とかはそのままこちらの言葉にすればいいとして、香車は突撃槍そう兵へい、桂けい馬まは騎兵、金は宿将、とかにして。飛車と角には頭を絞ったよ……。

　あ、王様や貴族に渡した日本製のは、駒の表面を削って私が書いたよ。だから、駒がプラスチック製のは買わず、木製のにしたんだ。

　いや、勿論、プラスチックだということ自体も避けたかったしね。




「ミツハさん、どうしましょう……」

　うん、このままでは、せっかくの販売機会を逃すことになる。

「すぐにまた馬車を出して！　途中ではあまり寄り道せずに、真っ直ぐボーゼス伯爵領とうちに行って、出来てるの全部積んで！　行きの荷物はボーゼス伯爵領とうちの領で販売、売れ残りはうちの領地店で全部引き取るから」

「分かりました。今回は馬車１台、一番速いやつでぶっ飛ばします！　乗合馬車にも負けませんよ！」

　なんか、ペッツさんもやる気になってるよ。

　うちの山村21世帯にとっては大金でも、王都に店を構えてあちこちに商隊を出してるペッツさんにとっては、大した金額じゃないだろうに。

　そう言うと、ペッツさんは。

「何言ってるんですか。金額の大小じゃありませんよ。商売で当てた、っていう喜びを嚙かみ締しめて楽しまなきゃ、商人やってる意味がないでしょう！」

　ああ、納得。




　なんと、その日のうちに馬車を出しちゃったよ、ペッツさん。さすがに本人は同行していないけど……。

　しかし、夕方から出発って、正気か？　しかも、護衛がついてないよ……。

　さすがにまずいのでは、と思って聞いたところ。

「ああ、盗賊は大丈夫です。そのための、ミツハさんに許可を戴いたこの紋章、ですよ」

　そう言いながら、居残った馬車の、例の孤児院の子が描いたデザイン画を指すペッツさん。

　……え？

「実は、今回も盗賊が出たんですよ。で、盗賊が近付いてきた時、大声で叫びました。『この紋章が目に入らぬか！　我々は、雷の姫巫女様の御命令により荷を届ける商人ぞ！　手出ししたなら、姫巫女様が全ての盗賊に神罰の雷を落とされるぞ！』と……。

　すると、見事に逃げ去っていきました。これから、ミツハさんの紋章を付けた馬車は襲われませんよ」

　………………。

　もう、好きにして!!




　その後、領地に転移し、村人に緊急増産を指示した。後回しにできる仕事は置いておいて、とりあえず、リバーシと将棋を作るように、と。

　手間のかかる将棋の駒作りには、農村、漁村の応援も要請。山村では貴族用の凝ったやつ、他の村では安い一般用のを作らせる。リバーシに較くらべると生産数は少ない。

　町にも下請け仕事として発注した。本来は山村の儲けとなるものがそちらへ流れるけど、商機を逃すよりはずっといい。それに、ゲーム人気は王都以外にも広まって、長期間売れ続けるだろう。

　更に、リバーシの石、初期バージョンは木を削って色を塗っていたけれど、貝殻をくっつけて色を塗ったり、革を試してみたり……。もう、何でもあり。バリエーション、ということにしておこう。

　とにかく、緊急増産だ！

　ああ、作つくり溜ためてから販売すべきだったかなぁ。

　でも、それじゃあ山村の収入がそれまで増えず、本当に売れるのかと心配したまま生産を続けることになって、いくら私が買い取り補償しても、モチベーションが低下するからなぁ……。

　過ぎたことは仕方ない！　今は、乗るしかない、このビッグウェーブに！
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「ミツハ、リバーシと将棋はないか！　貴族に回って来なくて、騒ぎになっているぞ！　あれを買って練習しないと付き合いに支障が出るとあって、みんな入手に必死になっているのだ」

　伯爵様がやってきた。

　ああ～、すぐに売り切れちゃったからねぇ……。

　でも、騒ぎなら、平民の間でも起きてるよ。

　いや、ごめんなさい……。

　とりあえず、転移で領地から『貴族用高級品』取ってきます、現在出来ている分を。

　緊急避難扱いで、例外ね、今回は……。
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　ペッツさんの馬車、13日で戻ってきたよ……。

　どんだけ飛ばしたんだか。

　え？　行きは、儲けよりも『揺れても壊れない』ということを重視した商品を積んで飛ばした？　暗くなっても、道が見える限り進んだ？　途中で馬を替えて、帰りにまたその馬に戻して飛ばした？　無茶するなぁ……。

　でも、今回は、村に着いた時点で前回の買い取りから20日近く経っている上、最後の７日間は領ぐるみでの緊急増産態勢。合わせて人口79名の山村ふたつから、６８４名の領地全体での生産態勢に切り替わったんだからね。その人数比、８倍以上！

　いや、全員が作業に携わったわけじゃないけどね。料理人は相変わらず料理しか作っていないし。

　でも、リバーシの石の、木材以外の材料による製造効率向上や、ランディさんが型抜きとかの方法を考案してくれたらしくて、劇的な生産性の向上が図れたらしい。

　え？　納品数、５８００個？

　無茶しやがって……。

　でも、緊急増産態勢のストップ命じるタイミング遅れたら大変だよ、これ。

　え、明日にはまた馬車を出す？

　うん、まぁ、そうだよねぇ……。
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　その頃ボーゼス伯爵家では、入賞を狙い伯爵相手に特訓を行うイリスを、伯爵が必死で説得していた。

「お前はいつでもできるだろう、ミツハとの食事も、着せ替えも、散歩も、頭を撫でるのも、手を握るのも。ここは他の者に譲ってやるのが、貴族としての在るべき姿だろう！」

　ぷくっと頰ほおを膨らませたイリスは、駒を盤に叩きつけながら言った。

「王手！」

　その隣ではベアトリスが、兄のテオドール相手にリバーシの特訓中であった。

　そして、ふたりの対戦を観戦しながら、戦術の研究に余念のないアレクシス。

　皆、入賞する気満々であった。




　ライナー子爵家には、弟とリバーシの特訓中のアデレートの姿があった。

　リバーシ盤は、ミツハが持ってきた分は子爵が持っていってしまっているため、何とか入手に成功したメイドのひとりから、本人の勤務中のみ、という約束で借り受けている。

「しかし、借り賃が、毎日のおやつ半分、というのは暴利だと思うのですが……」

　不満たらたらであるが、借りないわけにはいかない。

　早く自分で入手せねば、と思うアデレートであった。
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　まとまった数のリバーシと将棋が入荷し、まだまだ需要はあるけれど、一応は落ち着きを取り戻したようだ。

　みんな、気が付いたんだ。ヤマノ領産の正規のものは、大会までに入手できればいいんだ、ってことに。それまでは、地面に線を引いて描いたマス目に石代わりの何かを置いて練習していても別に構わないのでは、と……。大分やりにくくはあるけどね。

　あ、ここで言う『石』ってのは、リバーシの白黒のやつのことね。本当の石でできていなくても、石、って言う。まぁ、駒、っていうような意味だよ。

　とにかく、大会は次の社交シーズンだ。まだまだ時間は充分ある。

　それに、最初は大会での賞品目当てだった人達も、しだいにゲーム自体の面白さにハマり始めている。

　……計画通り。

　刺激を与えるために、リバーシや将棋をやっている貴族の家に勝負を挑みに行ってみた。負けた時には、賞品として、男性には使い捨てライター、女性には生理用品を置いて帰る。ちゃんと使い方は教えるよ、別室へ行って。

　でも、私は仲間内でのお遊びでしかやったことがないから、本気で練習しているみんなには、もう殆ど勝てなくなっていた。

　いや、お店の商品を配って、販促活動をしているだけだから！　賞品渡すのも目的のうちだから！

　……ぐぬぬ。

　まぁ、リバーシと将棋をやっている貴族家には姫巫女様が訪ねてくる、という噂が流れて、貴族の間にますますブームが広がったから、いいか……。
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　全く勝てなくなったので、貴族家巡りはおしまい！

　少し手が空いたので、久し振りに隊長さんのところへ行ってみた。

「というわけで、久し振りに来てみました」

「何が、というわけで、だよ……」

　疲れた顔の隊長さん。

「あちこちの国から手紙が来てるぞ。ほら、これな」

「うわぁ……」

　どさっ、というほどの量の手紙を渡されたよ。これ全部読んで、内容を検討して、返事出すの？　電子メールじゃダメかなぁ……。

「それと、どこかに口座開く気ないか？　ドラゴンのとか色々、入金があるんだが……」

　おお！　遂にドラゴン関係がお金に！

　ウロコやその他の素材の分かな？

　研究成果が現金化されるには、まだ少し早いよね……。

　しかし、口座となれば、あれしかあるまい。

　私は、無表情になって、低い声で言った。

「……スイス銀行の口座に振り込んでくれ」

「誰の真似だよ……」

「私の後ろに立つな！」

「いや、だから一体誰の真似かと……」
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　地球で大金が手に入るなら、金貨の移動はやめてもいいかな？

　いやいや、異世界でなら、たとえ身ひとつで遠くの国に行っても、お金は稼げる。地球の知識を使えば。それに対して地球では、両親が残してくれた遺産を使い果たせば、一文無しの無職だよ。

　やっぱり、地球に金貨を運んでおこう。換金はせずに穴の中に貯ためておいて、もしこっちで充分な現金収入が得られれば、その時点でむこうに持ち帰ればいいや。

　その前に、まずは口座の開設、そして手紙の処理か……。

　スイス銀行。預金者名を秘匿し、その秘密性を売りにして世界中の資産家や政治家、独裁者や犯罪者達から預金を集めるその存在のおかげで、スイスが他国からの侵略を受ける心配はまず無いだろうと言われている。

　国民皆兵、強力な軍隊の存在と併せて、永世中立を実現するための大きな柱のひとつだ。

　永世中立は、ただ宣言するだけで実現できるような甘いものじゃないよ。甘いこと言ってたら、あっという間に侵略されて終わりだよ。

『スイス銀行』といっても、そういう名の銀行があるわけじゃなく、スイス銀行法に従うたくさんの銀行の総称が『スイス銀行』だ。

　ほら、あれ。『スイス銀行とは、ひとつの銀行の名にあらず。スイス銀行法の術を使う者、これ皆すなわち……』って、猿飛の術の話は聞き飽きましたか、そうですか。

　まぁ、スイスの銀行にも色々とあって、給与振り込みや公共料金の自動引き落としとかはやってくれず、預金利子どころか、逆に客が口座維持費とかを払わなきゃならないプライベートバンク、というのが、漫画や小説に出てくる『スイス銀行』ってのが指してるやつ。

　そしてそういうのは、日本の銀行のように、本人が行けばすぐに口座開設、とはいかず、担当者との面談や審査が必要とか。

　え、私がひとりでいきなり行っても、門前払い？

　そりゃそうか、正体不明の小娘が突然行っても、面談や審査を通るとは思えない。

　う～ん……。

　悩む私の目の前にある、手紙の束。

　ああ、紹介者がいればいいんじゃないかな。

　なるべくインパクトのある人で。

　但し、大国の人は外そう……。

　小国で、クセがあって、名が知られてて、影響力があって、いい人。

　そんな人はいませんか、そうですか。

　まぁ、適当に選ぼう。




　手紙を見てみると、その大半はパーティーとかイベントの招待。しばらく来なかったから、もう期日が過ぎちゃってるのもある。あと、自分のところにも生物や鉱物のサンプルを、というお願いやら、武器の供与、技術指導の申し出とか。

　倉庫に眠る不良在庫の旧式武器でも売り付けるつもりかな。

　技術指導って、情報収集のために人員を送り込みたいだけだろうし。

　まぁ、向こうの機材だけで、未舗装路を一日で２８０キロ走れる自転車を作れる技術者なら、採用してあげないこともないけどね。

　手紙の中からスイス銀行への紹介を頼むところを見繕い、その後、いよいよ最後に残しておいた２通を開封した。うん、生物サンプルを渡しておいたふたつの小国からの手紙だ。郵便ではなく、エージェントが直接持ってきたらしい。

　まずは、薬草として使われている植物を数種類渡した国。

　え、そのうちのふたつは、地球にも殆ど同じものがある？

　３つは、薬効成分と思われるものが地球でも発見済み……。

　お、よく分からない成分がひとつ見つかった？　研究継続、か……。

　あまり成果がないと気の毒だから、追加の植物と、動物も何か渡すか……。

　もうひとつの、木造船を引き取りに行った時に小動物をいくつか渡した方の国は、と……。

　え？　スライムに酢酸を加えると、固くて弾力のある、ゴムみたいになった？

　まだ向こうでは、ゴムの木を見つけていないんだよ！

　考えてみれば、ゴムがないと自転車のタイヤが作れないよね。タイヤ用に加工するために必要な色々な添加剤とかも……。

　もしかして、大発見？

　でも、普通、肉に酢を加えたら柔らかくなるもんだよね……。

　え、スライムを食べてみた？　向こうの世界に、そんなことする奴はいないよ！

　生ゴミ喰くわせればどんどん増える？

　視し肉にくかッッッ!!

『結果、食用には適さず』って……。

　驚かさないでよ、もう……。

　弾性化の研究は継続を頼もう。地球ではカネにならないようなら、研究費を出してもいいよ。

　こっちの国にも、追加の動物渡しておこうかな。何かいいのはないかなぁ……。

　この前、漁村の人が沖合でおかしな生物を獲ったから、ネットに写真をあげて聞いてみたら、多くの人に『アノマロカリスじゃん。pgr』って書かれた。地球にもいるのか。知らなかったよ、あんなのがいたなんて。残念……。







　その後、スイス銀行の口座、無事、審査に通って開設できた。

　やはり、紹介状が効いたか。

　あ、別に面談に同行して貰ったりはしていないよ。そんなことしたら、絶対厳守の秘密が漏れちゃうじゃない。それに、あの人がそう簡単に外国に行ったりできないよ。紹介状を書いて貰って、銀行からの確認に対して、本物だと証明して貰っただけだよ。




　大国の連中、今はまだ招待状程度だけど、そのうち何か、もっと積極的なアプローチをして来そうだなぁ。

　まぁ、滅多に地球に来ない、ということにしておけば進展が遅くなるし、性急なことはしてこないだろうから、いいか。

　あと、地球で何かやっておくことは……。

　あ、馬車だ！

　さすがに、馬車が１台もないというのはまずい。

　王都と領地の移動手段として、表向きだけでも馬車がないとおかしいし、パーティーに行くにも、乗り物は要る。

　今まで？　歩いて行ったり、伯爵様が迎えに来てくれたり、馬車屋に頼んだりしていた。でも、そろそろ何とかしないと。さすがに、自転車で、というわけにも行かないし。なにせ、ドレスを着て行くんだからね。

　いや、ドレスじゃなくても自転車では行かないよ、勿論！

　え、馬車なら向こうで買えばいいだろう？

　嫌だよ、あんな、スプリングも無くてお尻が痛くなるやつ。

　ちゃんと、乗り心地の良いやつでなきゃ。

　それに、一応は乗り物なんだから、事故や故障は怪我や死に繫つながる。安全性を重視するなら、地球製にすべきだろう。軽いから速度も出るし。

　まだ馬車を造っている国はたくさんあるから、高性能のを発注しよう。多分凄く高いだろうけど、それは仕方ない。さすがにランディさんに頼むのは無謀過ぎるしね。




　と、なんやかんやで異世界の王女様としての地球での用事を片付けて、王都へ帰還。

　社交シーズンも、そろそろ終わりかな。





第二十六章　あれもこれも







　あれからしばらく経って、社交シーズンも終わり、各貴族達はそれぞれの領地へと戻り始めた。勿もち論ろん、私も。

　……イリス様達と共に。

　逃げようがなかった。どういう理由を考えても、無理だった。

　最初から無理ゲー、詰んでたんだよ！

　地球で注文した馬車も間に合わず、ボーゼス家の馬車に乗せて貰もらうことになった。貴族用の良い馬車なんだろうけど、そしてクッションが敷いてあるんだけど、お尻が痛いのとはらわたがシェイクされるような感じは、どうにもならない。みんなは平気なの？

　……慣れましたか、そうですか。

　同行している、孤児院出身の３人は、使用人達と一緒に別の馬車に乗っている。そりゃ、伯爵様御一家と同じ馬車には乗れないよね。スペースうんぬん以前の問題として。

　向こうの馬車は、伯爵様御一家用の豪華なこの馬車と違って、多分クッションなんか碌ろくに無いんだろうなぁ。それに較くらべれば、文句を言うとバチが当たるか……。

　10日間も領地の様子が分からないのは不安なので、宿に着いてから少し抜け出して、ごく短時間のみ戻っている。

『ミツハ、お手洗い長いね～。便秘？』って、う、うるさいわ!!

　領をあげての特別増産態勢は解除した。

　なんと、山村の亭主連中も遊戯具作製に加わり、製紙のための準備も猟も何もかも完全に停止してしまっていたんだよ！　農村、漁村や町の方も、女子供でも手伝える現金収入とあって、他の仕事や用事を全て放り出して遊戯具作製。そりゃ、たくさん出来るわけだ。

　でも、やり過ぎ！　仕事がない者と手が空いている者は引き続き遊戯具作製を続けても構わないけど、本業がある者、他にやるべきことがある者は、作製禁止！

　子供やお年寄りも、時間制限をかけた。でないと、みんな倒れるまで作り続けるんだよ！　姫ひめ巫み女こ様のお役に立たねば、とか、このチャンスにお金を稼ぐんだ、とか言って。

　こりゃいかん、と思い、増産態勢解除後は買い取り金額を下げた。増産態勢中は、あくまでも緊急事態だったので特別料金だったのだ、ということにして。

　ああ、適正金額の設定というのは、難しいよねぇ……。よかれと思って高い給金にしてあげても、歪ゆがみが出ては却かえって駄目になるか。

　品質も、あまり質の良くないものは作らないように、しっかり管理するよう指示した。それに併せて、貴族や金持ち用の高級品の生産数を増やすように指導。最初は品薄解消のためにちょっと無茶しちゃったけど、これからはあまり無理をさせずに、安定した収益を目指そう。




　王都を出発する前に、サビーネちゃんとは無線機の操作法のおさらいをしておいた。ま、何とかなるだろう。

　無線機の存在は、サビーネちゃんの『えへ、来ちゃった！』を防止するための重要な支えになる。私の領地滞在中も話ができる、ということで我慢してくれるだろう。

　それに、定時連絡は別にサビーネちゃんへのサービスだけが目的じゃない。また、前みたいに王都に危機が迫ったり、お店やサビーネちゃんの身に何かが起こった時にすぐ対処できるようにという、鳴子代わりにするのが目的だ。これで、しょっちゅう王都の様子を確認しに行かなくて済む。

　行くのに大した手間はかからないけど、あまり頻繁に目撃されるのは良くないからね。

「……いるのですか」

　え？

「ちゃんと話を聞いているのですか、ミツハ！」

　うわわ、イリス様が睨にらんでるよ……。
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　水行10秒、陸行10日、かくしてヤマノ領に至る。

　邪や馬ま台たい国こくじゃありませんか、そうですか。

　あ、そういえば、『ひみこ』と『ひめみこ』って似て……、考えちゃ駄目だ、考えちゃ駄目だ!!

　私には国を支配するつもりも、その予定もない！

　実は、まだ子爵領には着いていない。イリス様が、分岐点で降りることを許してくれなかった。

　まぁ、そうだよね～。そこからひとりで歩いて帰る、なんて言っても、許可が下りるわけがなかったよ、いやホント。

　そういうわけで、ボーゼス伯爵家領地邸で宿泊。久し振りだね～。

　え、ベアトリスちゃん、もっと自分を構え、って？　10日間もずっと一緒だったじゃないですか！

　リバーシ？　宿で死ぬほどやったでしょうが！　明け方までやって、翌日馬車でぐったりしてたでしょうが！

　ならば私と、って、あなた執事でしょうが！　仕事してよ、シュテファンさん！

　もう、ボーゼス伯爵領に大量のリバーシ持ち込んで、領の生産量激減させちゃるぞ！




　ようやく解放されて、護衛を付けられて子爵領に帰り着いたのは、それから３日後だった……。

　いかん、サビーネちゃんに連絡せねば！

　アクシデントがあれば予定が数日延びることくらい、珍しくないけれど、その『アクシデントがあった』ということ自体が、充分心配する理由になるのだから……。

　定時連絡の時間じゃないけど、もしかすると待っているかも知れないから、一応呼んでみるか。

　無線機の電源を入れて、周波数を確認して、マッチングを調整して、と。

　使用周波数は３・５ＭＨｚ帯。夜間には『夜のサンハン』と呼ばれ、飛びの悪いこの周波数も、日中ならば無敵！

「チェックメイトキングセブン、チェックメイトキングセブン、こちらホワイトルーク、オーバー」

　うん、アレだ。

　キングセブン、というのは、王族で７番目だからね、サビーネちゃん。

　ルーへン君の方が年下だけど、ここはライオン一家の序列の付け方に倣って、男の子優先で。

　元ネタのキングツー、というのは、Ｋ中隊の第２小隊、という意味。多分、大隊のコールサインが『チェックメイト』なんだろう。

『ホワイトルーク』は、『ホワイトロック』と覚えている人が多いけれど、あれは翻訳ミスだ。テレビシリーズの第５シーズンあたりからは『ホワイトルーク』に修正されてた。

　だって、大隊が『チェックメイト』なんだから、関連する部隊のコールサインがチェス関連、というのは容易に予想が付くよねぇ。




『姉様、無事だった？』

　すぐに返ってくる、サビーネちゃんの応答。

　こりゃ、席に着いてずっと待ってたな……。

　しばらく相手をしてあげるか。




　いつまでも話し続けようとするサビーネちゃんを宥なだめて、30分くらいでようやく終了。これから毎日、いかに早く定時連絡を終了させるかが問題だな。

　あ、無線機関連は、発電システムと共に、もし私が姿を消す場合には全部持ち去る予定。その余裕がなかったとしても、完全なオーバーテクノロジーだから、すぐに使用不能になって歴史の中に埋もれてゆくだろう。

　心配なのは、未来の考古学者の胃に穴が開くかも知れないということだけだ。
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　さて、内政チートの時間だ！

　いや、王都に居た時もしょっちゅう戻ってきて指示を出していたけどね、やっぱり『ずっと王都にいる』という振りをしながらだと、どうしても重要なことを進めるのは心配で、後回しにしていたんだよ。

　それを、一挙に進めるよ！

　まずは、ランディさんのところへ。




「調子はどう？」

「あ、領主様……」

　ランディさんは私が領主になってからの知り合いだから、以前からの友人達と違って、固いんだよね、私と話す時……。

「製作状況は、どんな感じかな？」

「はい、漁具の方は一通り作ってみましたが、大丈夫だと思います。しかし、自転車の方は……」

　うん、苦戦するよねぇ。

　とりあえず、変速機とかは無い簡単な構造のものを試作して貰おうと思うんだけど、部品強度、加工精度で、もう少し頑張って貰わないと……。

　一応、高品質の鋼を作るため、炭素含有量とか焼成とかは教えたんだけど……。

　前輪が巨大な、乗りにくくて危険なタイプのを経由する必要はないから、最初からお馴な染じみのタイプのやつで、タイヤは鉄製のに何かを巻いて、と思ってる。チューブ式なんてのは、まだまだ先の話。最初は採算度外視で毛皮でも巻くか、と思っていたけれど、ゴムの代わりにスライムが使えれば……。

　今更、地面を蹴って進むも無いので、試作機はチェーン駆動を目指している。

　でも、チェーンを付けて後輪を回す仕組みが発明されたのが１８７９年、前輪と後輪の大きさが同じの、現在の自転車の元祖が発明されたのが１８８５年だからなぁ。今の技術レベルでは難しいか……。

　まぁ、のんびり行こう。

　ランディさんも、日用品の製作だけではつまらないだろうから、高い目標があって研究が続けられる方が、やり甲が斐いがあるだろうしね。

　あ、忘れてた。

　私の後ろに立っていた３人を、前に出させて紹介する。

「ランディさん、この子達が、王都でスカウトしてきた子達だよ。ロイク君11歳、マノンちゃん10歳、そしてロイク君の妹のネリーちゃん、９歳。ランディさんの弟子になるのはロイク君とマノンちゃんだけで、ネリーちゃんはうちで料理人見習い。ここにも時々来るだろうから、一緒に紹介しとこうと思ってね。面倒見てあげてね」

「「「よろしくお願いします！」」」

「あ……、あぁ」

　３人の声が揃そろい、多少キョドりながらもランディさんが答えた。

　う～ん、人付き合いが苦手って、他の人と考えが合わないだけかと思っていたけど、子供の相手も苦手なのかなぁ……。




　紹介の後、みんなでランディさん作の漁具を見た。

　うん、釣り針とか、ちゃんと返しも付いてるし、強度も充分ありそうだ。

　銛もりやヤスもＯＫ。

　ただ、ヤスにはゴムを付けたいなぁ。柄の後端に付けたゴムの力でドシュッと放つと、腕の予備動作が無くて済むから、獲物に奇襲できるので便利なんだよねぇ。

　……スライムか？　スライムをゴムの代わりに使うか？

　うむむ、期待が膨らむなぁ……。

　ロイク君とマノンちゃん、その瞳の輝きは何？

　何か思いついたの？　大発明？

　……え、美お味いしそうな魚を食べるところを想像していただけですか、そうですか。

　そりゃ、そう簡単に画期的なアイディアは浮かばないよねぇ。




　ふたりは明日から来させる、と言って、工房を後にした。

　３人は子爵邸の使用人達と一緒に住まわせて、ネリーちゃん以外は工房に通わせる。

　兄妹を引き離すのも心苦しいし、ランディさんには、技術指導はともかく、子供達の日常生活をサポートする能力があるとは思えないから。

　下手をすると、逆に子供達にサポートされるんじゃないかと……。

　とにかく、子供の世話をランディさんに丸投げするわけにはいかない。ちゃんと子爵邸で面倒見るよ。

　……しかし、何かコレットちゃんの友達候補が増えていくなぁ……。

　いつか、天才少女達に子爵邸を乗っ取られたりして……。




　子供達を子爵邸に戻して、次に向かったのは漁村。

　釣りや網漁が順調なのは分かっているけど、製塩に少し問題が。

　実は、流下式製塩法はそれまでの方法に較べて圧倒的に省力化された、という記述を信じていたのに、村人が結構大変だと言ってきたのだ。少し様子がおかしいので色々と調べてみたら、確かにそれまでの方法に較べると、塩砂をかき集めて海水で洗い攪かく拌はんする必要がなくなったけれど、海水を何度も汲くみ上あげるための労力が、思っていたよりずっと大変だった。入り浜式のように潮の干満を利用することもできないし……。

　流下式の利点って、揚水ポンプの存在が前提？

　そういうわけで、改善案を考えてみたわけですよ。

　その名も、『足踏み水車』！

　流水の力ではなく、人間が水車の羽根車を歩くように踏んで回す揚水水車だ。

　ただ歩くだけで連続的に揚水できるため、女性や子供でも簡単にできる。赤ん坊を背負って子守をしながらでもできる。しかもその場合、赤ん坊の体重も加わって効率が上がるという……。

　だから、あんまり体重が軽い人は支障が出るんだけどね。

　まぁ、うちは女性や子供の仕事になることを考えて、最初から体重の軽い者用に設計するか……。女子供のいい小遣い稼ぎになるだろうし、お年寄りの運動代わりにもなって、丁度いいや。工房の、３人体制での初仕事にして貰おう。３人で協力しあっての仕事になるだろうから、仲良くなるのにも役立つだろうし。

　良さそうな場所を確認して、あとはランディさん達に丸投げ、げふんげふん、業務委託しよう。

　あとは、順調かな。海藻関連も、新しい干物の方もＯＫ、と。

　次は、農村……。





＊　　　＊　　　






　う～ん、漁村に続いて山村も現金収入が増加したから、今度は逆に、農村が置いていかれたか。あちらを立てればこちらが立たず、難しいよねぇ……。

　農業は数ヵ月から年単位の仕事だから、地道な努力の継続が大事、すぐに結果が出るものじゃないからなぁ……。

　仕方ない、ネットで教えて貰ったやつを試してみるか。

　甘味。

　大抵の異世界物では、甘味は贅ぜい沢たく品ひんで高価なもの、ということになっている。ここでも、砂糖は他国から運ばれてきており、かなり高い。

　じゃあ、砂糖を作る？

　いやいや、サトウキビも甜てん菜さいも無いし、今から栽培しても、収穫までに時間がかかる。植える時期のこともあるし、いくらネットで調べても、農業には常に、思わぬ失敗をするおそれがある。新規事業を始めるなら、やはり小規模な、実験的なものからでないと……。

　養蜂？

　ハードル高い～。

　防護服も無しで、素人が本とネット情報だけで、繊細な生き物相手のぶっつけ本番？　怖すぎるよ……。

　蜜蜂はあまり攻撃的じゃないけど、刺される時は刺される。そして蜜蜂でもアナフィラキシーショックは起きる。……ダメだ、領民に危険は冒させられない。

　それに、蜂蜜も、凄く高いけど王都で売っていたしね。砂糖を大量に生産して勝負をかける、とかいうのならばともかく、少量の蜂蜜のために既存の販売ルートと喧けん嘩かをするのも面倒だし。

　……結局、お手軽なところで、アレかな。芋の澱でん粉ぷんから作る、水アメ。

　いや、楓かえでを探して楓汁、メープルシロップというのも考えたけど、それは山村の縄張りだよね。農村の者に山で作業させたら、絶対に揉もめ事ごとになるよ……。

　そういうわけで、農村には、ジャガイモやトウモロコシに麦芽を使って、水アメを作る実験を始めさせよう。

　あまり高級な感じにならなければ、王都ではなく、この周辺の他領に売るという方法もある。

　同じ田舎領なんだから、周辺領の領民達も、王都で贅沢品を買うなんて余裕はないだろう。でも、近くの領地で、そこそこの満足感が得られるプチ贅沢品が、比較的安く、簡単に手に入ったら？

　うん、売れる可能性は、充分にある。




　そしてお次は、いよいよ山村。

　もう、遊戯盤と駒、石作り一色だよ。

　ちゃんと本業の狩猟や木材の切り出し、やってる？

　シイタケの生産と干しシイタケへの加工も……、って、干すだけなんだけど。

　こりゃ、メープルシロップとかの話は出さない方が良いかな。あまり一度になんでもかんでも始めても大変だし。一応、楓の木があるかどうかだけ調べておいて、また、遊戯盤の売れ行きが落ちたら考えよう。農村の水アメとの競合もあるし……。

　あ、製紙関連が完全にストップしてるじゃん！

　繫つなぎの事業に熱中して、これからの主力産業のひとつになる製紙の研究を放り出してどうするよ！

　こりゃ、少し遊戯盤関連を抑えるか？　しかし、すぐに模倣品が出回るだろうからなぁ。

　大会参加目当てとヤマノ領産というブランドだけで、どれだけシェアが保てるか……。稼げるうちに稼いだ方が良いのかな。

　いいや、大会まではこのままにしよう！　その後は模倣品に喰くわれるだろうから、他のはそれからでいいか。

　う～ん、色々と一度にやり過ぎたかなぁ……。

　でも、どこかの村だけ羽振りが良くなる、っていうのは良くないからなぁ。均等に発展しないと……。

　って、村ばかり発展して、町はどうするんだよ、町は！

　お店や、定食屋改め食堂、簡易宿泊所改め宿屋、その他近隣領からの客を相手にする業種は売り上げが伸びているけど、その他の、パン屋とか荷役屋とか、町で仕事している人は……って、売り上げ上がってそこそこ、ですか、そうですか。

　それと、手先の器用な各種職人達が、凄く凝った将棋の駒を作ってる、って……、え、何この立体的な駒！　まるでチェスの駒じゃないの！　突撃槍そう兵へいの駒をひっくり返したら、騎士に見える？

　天才かッッ！

　みんな、しっかりしてるなぁ。貴族に高く売れそうだよ。







　さて、最後に来たのが、領主軍のところ。

　一応、私が総司令官なんだよね。現場指揮官はヴィレムさんだけど。

「どんな感じかな、ヴィレムさん」

「ああ、まぁ、ボチボチだな……」

　兵には、槍やりとショートソードを持たせている。

　やっぱり、初心者にはリーチの長い武器がいいよね。単一機能のものなら、熟練度が低くても充分使いこなせるし。槍やり衾ぶすまを作ったり、腰だめに構えて整然と突進したり。

　攻撃よりも防御優先なので、ひとりで敵陣に暴れ込む、なんてのは考えていない。でも、刺した槍が抜けなかったり、小柄で素早い敵に接近されたりした場合に備えて、槍だけでなくショートソードも持たせている。

　クロスボウは、まだ。

　いや、地球でも古くからある武器だし、機構も簡単だから導入しようかと思っているんだけど、クロスボウを先に渡すと、みんな槍やショートソードよりそっちに興味を持っちゃって、基本訓練に身が入らないんじゃないか、とか、うっかり誤射、とかが怖くてね。それに、製造に時間がかかるし……。

　クロスボウは、一通りの訓練が終わって、心構えからして一いつ端ぱしの兵士になってから、だね。

　槍とショートソードは、この国のものを買った。

　何十本も作るの大変だし、そもそも武器は専門の職人さんが作ったものでないと安心できないからね。

　そのあたりのお金は、領の予算から出した。前領主が出て行く時、領のお金を全部持ち出したというわけではなく、持ち出したのは、男爵家としての個人資産だけ。

　だって、そうでないと領が破産してしまうから、そのあたりは国がしっかり見張っていたそうな。

　それでも、かなりの領地予算を個人のものにしていたようだけど……。

　まだ徴兵対象者全員の訓練が一回りしていないけど、何人かはやる気と才能がある者もいたそうで、常備兵の候補に挙げておいて貰った。

　スヴェンさん達、元傭よう兵へいの４人も頑張っている。

　特に槍使いのゼップさんは、教官として張り切っている。私関連のイベントでは目立ってなかったからねぇ、今まで……。まぁ、いいとこ見せて、彼女ができるといいね。

　あ、スヴェンさん達とヴィレムさんには、例の計画を実施しておこう。

　うん、『万一に備えた火力チート計画』だよ。

　具体的に言うと、５人には、緊急事態に備えてサブマシンガンの撃ち方を覚えて貰う。安全装置の外し方と撃ち方、そして弾倉交換だけで、整備のやり方とかは全くなし。本当の、その場凌しのぎの非常用。

　私の不在時に備えて、武器弾薬は、執事のアントンさん、参謀のミリアムさん、領主軍指揮官のヴィレムさん、そしてコレットちゃんの４人のうち、３人以上が了承した場合のみ開かれるところに保管しておく予定。私が居る時は、ウルフファングのベースに借りている部屋、まぁ、私専用の武器庫みたいなものだけど、そこから持ってくるよ。

　あ、サブマシンガンにしたのは、やはり私の手を離れる可能性がある武器にあまり強力な物を選びたくなかったことと、銃も弾薬も小型軽量で、取り回しが楽なものが選べるから。

　マシンガン、という名前でも、サブが付くだけあって、威力はとても弱いからね、サブマシンガンは。なにせ、弾が拳銃と同じものだ。フルサイズ小銃弾や、フルサイズ小銃弾と拳銃弾の中間であるアサルトライフルの弾のように、大きな薬やつ莢きようにたくさんの発射薬が入っているわけじゃないし、弾の形も遠距離用じゃない。とにかく近距離にたくさんの弾をばらまく、というものであり、狙撃なんか関係無い、というシロモノ。

　スプレーガン、という呼び名があることからも、一発必中、とかからはかけ離れた武器だということがよく分かる。

　さて、当分の間は、この体制でゆっくりといこうかな。

　新しいことは、今やってるのが落ち着くか、収益が下がって次の手が必要になってからでいいや。

　あんまり急に色々変えるのは、トラブルの元だし。

　……なんか、もうかなり手遅れなような気もするけど。

　うん、気にしない気にしない！　余計なことは考えないようにしよう。

　主に、私の心の安寧のために。

　しばらくは、大事件とかも起こらないだろうから、のんびりいこう。

　次の社交シーズンまでに、製紙とトウモロコシを出荷段階まで持っていきたいなぁ……。




　……などと考えていた時代が、私にもありました。

　揉め事に巻き込まれないようにと、国境に接していない海側の領地を選んだのに、まさか後ろから来ようとは……。





第二十七章　海からの来訪者







「ミツハ様、大変です！」

　夕方、執務室でのんびりとお茶を飲みながら書類のチェックをしていると、山村出身のメイド、ポーレットが血相を変えて飛び込んできた。

　あ、『夕方』と言うと日暮れ頃みたいだけど、私は15～18時くらいをこう呼ぶ。おかあさんの影響を受けて気象予報士の勉強をしたことがあって、気象予報用の定義が染みついちゃったんだよ。

　ポーレットが大騒ぎするのはいつものことなので、あまり驚くこともなく、言葉の続きを待つ。

「漁村の者が知らせに！　海に、海に、フネが！」

　いや、海にフネがあるのは普通でしょ。山にフネがあったら驚こうよ。

「と、とにかく外に、外に出て下さい！」

　何か、今回は本当に大変そうなので、仕方なく外に出て海の方を見てみると……。

　うわぁ、確かに、海にフネが。

　……３隻の木造帆船。帆船の大きさなんて見ただけでは分からないけど、２００～３００トンくらいかなぁ。

　確か、コロンブスが乗ってたのが１００トンちょい、フランシス・ドレークが乗ってたゴールデン・ハインド号が３００トンくらいのガレオン船だったはずだから、そんなもんか……。

　船の方面はあまり発達していないらしいこの国の者からすれば、巨大船、なんだろうねぇ。

「緊急呼集！　領主軍、全員を呼集！」

　私の指示に、付近にいた使用人達が一斉に駆け出した。

　いったん私室に戻り双眼鏡を取ってきて、じっくりと観察したところ、どうも錨いかりを打って錨びよう泊はくしているだけで、陸地に向かって短艇を出すような素振りはないようだ。あと２時間弱で日没だから、未知の土地で夜を迎えることを避けるのは当たり前。上陸は明日の朝か……。

　そのまま錨をあげて立ち去る？

　そんなつもりなら、錨泊したりせずに、夜間も航行を続けるに決まってる。

　伯爵様や他の人からも、今まで船で他所から来た者はいないと聞いている。というか、そもそもそのような船は見たことがない、と。

　つまり、初めての客、というわけだ。

　水や食料の補給、その他の目的があるだろうから、上陸するに決まってる。

　この、『その他の目的』というのが問題なんだよねぇ。

　友好的であればいいけど、この文明レベルで、帆船で他の大陸を求めて旅に出る者って、地球の歴史上で言うと、アレなんだよねぇ……。

　国王の援助を受けて、莫ばく大だいな成功報酬と引き替えに危険な航海に出る。目的は、発見した土地の収奪、財宝の略奪、奴隷の捕獲。

　うん、地球で、ヨーロッパ人がやったことだね。

　命を賭けた大おお博ばく打ちを打つような人間が、まともで心優しい善人のはずがないよね、常識で考えて。

　あ、南極探検とかは違うよ。あれは、別に財宝の略奪や奴隷を狩りに行ったわけじゃないし、カネ目当ての博打、ってわけでもないからね。

　しかし、海岸線の長さではボーゼス伯爵領の方がずっと長いのに、どうしてわざわざうちの沖合に……、って、理由は簡単か。

　伯爵領の漁村もショボさではうちと同等。しかも湾になっているから外洋からは村が見えない。領都はかなり内陸寄りだから、これまた全く見えない。

　それに対して、うちは漁村も見えるし、町も海岸からそう離れていない上に少し高台になっているから、外洋からも建物が見える。領主邸とかも、よく見えるだろう。何も無いところよりは、収奪できる人間が住んでいるところの方が便利だからね。

　更に、船がボーゼス伯爵領とは逆側から海岸沿いに来た場合や、たまたま真っ直ぐ陸地に向かっていたらここに着いたとか、上陸地点としてここに目を付けた理由は、いくらでも思い付く。

　伯爵様に伝令を出すか？

　最悪の場合、自重無しでやる必要がある。それを全部見られるのはまずい。しかし、伝令が行くのに１日、伯爵様が兵の準備をするのに半日、来るのに１日。最悪の場合なら、もう終わった後か。

　それに、捕らえた敵の扱いにも困るよなぁ、うちの全領民数の半分以上もの捕虜を捕まえても……。

　よし、捕虜ができた場合、伯爵様に丸投げ！

　平和的に話が進んだ場合、伯爵様に丸投げ！

　貿易とか国交とか、国同士の話になったら、海に面した領地を持つ有力貴族であるボーゼス伯爵様と、王宮の皆さんに任せるしかないよね。

　では、伯爵様への伝令に持たせる手紙を書く前に、まずは王様に報告するとしよう。

　いや、もしかすると他国の船と敵対して戦闘行為をするかも知れないんだから、王様に報告して行動の許可を取らないと駄目でしょう。下手をすると、他国と戦争になるかも知れないんだから。

　一応、国王陛下隷下の貴族の一員なんだからね、これでも……。




「チェックメイトキングセブン、チェックメイトキングセブン、こちらホワイトルーク、オーバー」

『あれ、今日は少し早いね。どうしたの、ミツハ姉様』

　相変わらず、即座に返るサビーネちゃんからの応答。

　毎日、どれだけ早くから無線機の前で待ってるんだか。

「緊急事態よ。渡しておいた封筒のうち、５番を開封して」

『え……、分かった、ちょっと待ってて』

　サビーネちゃんは頭の良い子だ。いつもはふざけていたり甘えたりしていても、相手が真剣な時には、ちゃんと時と場合を弁わきまえる。

　30秒くらい経って、無線機のスピーカーから再びサビーネちゃんの声が流れる。

『姉様、これって……』

「うん、遠話の魔法具の使用制限を緩和します。すぐに、それを王様に渡して。会議中だろうが来客中だろうが、構わず押し入ってね」

『分かった。任せて！』

　サビーネちゃんは、すぐに部屋から出ていったらしい。多分王様はすぐにサビーネちゃんの部屋に来るだろう。

　さて、久し振りに、陰謀の時間かな……。




『あ、あ～、これで良いのか？』

『うん、そこから指を離して』

　スピーカーから、王様とサビーネちゃんの声が流れた。

　なかなか早かったね。

「王様、緊急事態です。他の方はおられますか？」

『お、おお、箱の中からミツハの声が！　本当に、子爵領に居るのか？　子爵領のミツハの声が聞こえておるのか？』

　ああ、まぁ、普通は信じがたいか。

　でも、今はそれどころじゃない。

「王様、急いでいますので、本題にはいります。まず、今そこにいるメンバーを教えて下さい」

『おお、儂わしとサビーネ、宰相のザール、アイブリンガー侯爵、それと王太子のリオネルだ』

　うん、王様と、王様が絶対の信頼が置けて秘密が守れると思う者数名、という条件はクリアしていそうだ。では、本題に。

「うちの領地の沖合に、大きな船が３隻停泊しています。おそらく、遠くの国から来たものと思われます。うちの方の昔の経験からして、見つけた土地は自国の領土、財宝奪って奴隷を連れ帰る、っていうのが、ああいう輩の相場なんですが、もしそういう輩だった場合、殲せん滅めつしていいですか？」




　……あれ？　返事がないぞ？




『……敵の戦力はどれくらいか分かるか？』

　ようやく返事が返ってきた。

「いえ、まだ敵と決まったわけじゃないんですけど……、まぁ、完全に推測なんで自信はないですけど、３隻合わせて最低で２００人、最大で６００人くらいかと……」

　よく分からないけど、多分１隻当たり最低で70人くらい、最大でも２００人までだろうと思う。無補給での航続距離重視で人数少なめか、侵略の武力重視で人数多めかの予想がつかないから、予想の幅が大きくなるのは仕方ない。

『武装は予想できるか？　ミツハの母国と較くらべて、戦闘力はどんな感じだと思う？』

　ああ、そうだなぁ……。地球のを参考にして、完全な想像になっちゃうけど……。

「いいですか、これからは完全な想像なので、大外しするかも知れませんから、それを承知で聞いて下さいよ。あくまでも、そういう可能性がある、という程度ですから」

『分かった、言ってくれ』

「まず、３隻で新規航路の開拓に出るという文明時期と船の大きさから考えて、大砲と銃はあると思います。大砲は、鉄の塊を飛ばす武器で、多分１マイルそこそこしか飛ばないでしょう。沿岸の漁村くらいしか届かないと思います。

　銃は、まぁ、私の母国の、あの『神具』を真似たものですが、威力は１００分の１くらいですかねぇ。１回撃つごとに、かなりの手間と時間がかかりますから」

『しかし、剣では勝てぬのだろう？』

「いえいえ、たかが数百人、上陸してきたなら、地の利は我に有り。待ち伏せ、奇襲、夜襲、何でもできますからね。いくら銃があっても、木陰や崖の上から一斉に矢を射掛けられたり、火攻めされたりしたらどうしようもないですよ。食料を焼き討ちしたり、水に毒を入れたりするのもいいですしね」




　あれ？　どうしてまた返事が返ってこないの？




　王様との協議の結果、全権を委任されたよ。

　いや、どうして、たかが新米子爵如ごときに国の全権を委任するかなぁ……。

　まぁ、『ミツハ以上に状況や彼我の力関係を把握できている者はいない』って言われれば、それはその通りなんだけど。

　でも、あまり無茶や勝手はできないから、色々とシチュエーションごとの対応をフローチャートにして、大体の方針は相談したよ。

　……かなり過激な方針になっちゃったけど。

　まぁ、相手が侵略目的だと分かったら、容赦する必要はないよね。

　平和目的であることに期待しよう。

　期待薄だけど。

　明日にはアイブリンガー侯爵様が手勢を率いて王都を発たつらしいけど、全員騎馬で輜し重ちよう隊たいなしで、４日で来られれば良い方か……。

　さて、次はうちの領主軍の準備だ。

　そろそろみんな集まったかな？
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「諸君、実戦だ」

　集まった領主軍、士官５名、兵士36名、計41名。

　召集番でない者は集めていない。今の当番の者達だけだ。

　この程度のこと、我が領主軍の全力を必要とするほどの事態ではない。

「見ての通り、沖合に他国の船が停泊している。おそらく、明日の朝には上陸してくるだろう。友好的な使者ならば良いが、もし侵略目的や法外なことを強要するようなら、武力の行使も有り得る。国王陛下からも、その許可は戴いている。

　ただし、その場合でも、決してこちらから先に手を出してはならない。必ず、相手に先に手を出させる。喧けん嘩かを売った悪人の役は、向こうにお願いするんだ、分かったな！」

　皆、黙って頷うなずいた。

　戦争というものは、武力だけでなく、世論や大義名分、他国へのアピール等も大事であることは、新兵教育の時に座学で教え込んでいる。

「私の指示があるまでは、決して攻撃するな。私が指示を出せない状況に陥ったら、指揮官であるヴィレム少佐の指示に従え。指示が出るまでは、こちらにも兵力があるのだという威嚇効果としてのみ存在し、何があっても平然としていろ。決して驚くな、狼狽うろたえるな、無様な姿を晒さらすな。分かったか！」

「「「「おお！」」」」

　今度は、元気な返事が返ってきた。

　うむ。

「では、本日はこれでいったん解散する。明日、日の出前にここに再度集合する。解散！」

　兵士達は皆、少し不安そうな、しかしそれ以上にわくわくしているかのような顔をして散っていった。

　怖くはないのかなぁ……。

　まぁ、みんなに本当に殺し合いをさせるつもりは無いんだけどね。

　さて、あとは、残った士官達、ヴィレムさんと元傭よう兵へいの４人との打ち合わせ。
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　翌朝。

　日の出の２時間前に起床。

　兵が集まった時に、領主が寝ぼけ眼まなこでは示しがつかないからね。

　それから１時間後には、兵の殆ほとんどが集まっていた。皆、やる気充分だ。

　いや、日の出前、というのも、かなりの余裕を見て言ったんだけどなぁ。

　敵も、そんなに早くは出発しないよ。

　……って、私も『敵』って決めつけてるなぁ。

　何て呼ぼうか。『奴ら』でいいか、もう。

　兵達の大半の者が食事もせずに来たらしいので、とりあえず、何か作って食べさせよう。料理人さんも見習いのネリーちゃんももうとっくに起きて朝食を作り始めているから、追加を頼もう。

　そして、突然２倍以上になった食事量に、呆ぼう然ぜんとしているネリーちゃん達。

　いやいや、ちゃんとした食事でなくていいから！　メイドさんを手伝いに回すから！

　おかずとか無くても、何かお腹に入れられて、温かい飲み物でもあれば充分だからね。それと、私も同じ物を食べるよ。

　戦場では、士官も兵士と同じ物を食べる。これが結構大事なことなんだ。




　日の出と共に、漁村の者に町へ避難するよう指示を出した。

　これは昨日のうちに予告してあるので、皆スムーズに避難していく。

　家財道具を持って領地から逃げ出すわけじゃないから、身軽なので混乱はない。交渉の結果がどうあれ、多分昼までには戻れるだろう。




　日の出から約２時間後。

　双眼鏡で見ていると、船の方で動きがあった。

　短艇を降ろしている様子と、舷側に開いたいくつもの穴。

　うん、艦砲だね。やはり積んでいたか……。

　初対面の相手に対して、交渉の使者を出す前に砲を出して威嚇するということは、やはりアレの可能性が高いなぁ。ま、予想はしていたけど。

　とりあえず、連絡しておこう。

　情報の共有は大事だからね。万一ということもある。私に何かあっても、なるべく対処が遅れないように……。




「チェックメイトキングワン、チェックメイトキングワン、こちらホワイトルーク、オーバー」

『姉様、様子はどう？』

　王様を呼んだのに、サビーネちゃんが出たよ。あなたはキングセブンでしょうが……。

「王様は？」

『居るぞ。全員揃そろっとる』

　ああ、サビーネちゃんの部屋、作戦室みたいになっちゃってるのかな……。

「動きました。陸との往復用の小型船を降ろしています。そして、やはり砲を積んでいました。片側に20門くらい、こっちに向けて突き出してます。恫どう喝かつする気満々ですね」

『やはりそうか……。では、昨日決めた通りに頼む。決して無理はするなよ！　船はそのうち母国に戻るであろうし、そうすれば占領に充分な兵力を置いていけるとは思えぬ。一時的な占領を許しても、すぐに取り返せるのだからな』

　それは許容できないよ。

　一度領地を占拠した船が戻る時。それは、食料や財宝、そして大勢の奴隷を手に入れて凱がい旋せんする時だ。

　財宝？　誰のだ？　奴隷？　誰のことだ？

　許せるものか！

「無理はしませんが、無茶はしますよ。うちには、奴隷に差し出していい領民はひとりもいませんから」




　また、返答がない……。

　何か相談しているのかな。

　まぁいいや、続けてこちらから送信。

「王様、これからは、私のことは名前ではなく秘匿名で呼んで下さい。通信の時も、そちらで話をされる時も。そうすれば、誰かに通信や会話を聞かれても、相手が誰なのか、誰のことを話しているのかを知られずに済みますから」

『わ、分かった……。で、何と呼べば良いのだ？』

　頭の中に、お兄ちゃんと一緒に観みた白黒画像のＤＶＤが甦よみがえる。

　祖国のために戦場で戦う、渋いおじさま達の物語。

　主役を務めたあの人は、その後、映画の戦争シーンの撮影中にヘリの事故に巻き込まれて亡くなったと聞く。

　皆は事故死だと言うけれど、私はそうは思わない。

　あの人は、戦場で戦死したのだ。

　祖国のために戦い、自分の戦場で、壮烈な戦死を遂げたのだと。

　あの人の代表作の役名と、私の『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ』の名を掛けて、この国を護る私の意志を示すために、この名を名乗ろう。

「……軍曹。サンダー軍曹とお呼び下さい」

　そして無線機の操作を執事のアントンさんに任せ、外へと向かう。

　たたたたったた～！
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　今回の武装は、脇と腿もものワルサーＰＰＳのみ。護衛が大勢ついているし、貴族のお嬢様を演じるためには、目立つ武装はまずいだろう。

　それに、武器を使おうとすれば、攻撃を受ける可能性がある。多分すごく旧式だとは思うけれど、相手にも銃があるかも知れないのだから、注意は必要だ。もしかすると拳銃も持っているかも知れない。マッチロック式とかフリントロック式とかの。

　一応、隙を見て対処するつもりではあるけれど、安全にはいくら配慮してもし過ぎということはないからね。

　武装の他には、ＩＣ録音機を２台、懐に。

　いや、証拠は大事だからね。

　他にも証拠保全のため、アデレートちゃんのデビュタントの時のように、使用人にムービーと静止画の撮影法を教え込んである。目立たないように兵の陰から撮影する予定。あまり近くからだと怪しまれるからね。武器を構えていると思われて攻撃されたら大変だ。

　でも、最近のは倍率や感度が凄いから、問題なく良い画えが撮れるだろう、多分。

　そして、肩に下げた、ＶＨＦ帯ハンディタイプ無線機。

　うん、子爵邸の中で、アントンさんがＨＦ固定機とＶＨＦ固定機を向き合わせて、送信スイッチを押してくれる手て筈はず。

　これは武器には見えないだろうから、奴らの警戒心や危険を招くことはないだろう。

　子爵邸の外に出ると、皆はもう整列済み。

　奴らの短艇は、船を離れて真っ直ぐにこちらへと向かっている。１隻から１艘そうずつ、計３艘。１艘当たり20人くらい乗ってるなぁ。うち半数くらいが漕こぎ手てだけど、彼らも勿もち論ろん戦闘要員だろう。合計60人か。

　まぁ、言葉が通じるかも分からない未開の地に上陸するのだから、妥当な人数かな。充分な戦力であり、失っても船の航行には支障ない人数、ってところか。

　私の、帆船や搭載武器、人々の考え方等、このレベルの文明に関する知識は、中学生の時に読んだホーンブロワーシリーズや海賊物の小説、海洋冒険物等によるものが殆どだ。全て、フィクションであるそれらの作品の記述からの推測に過ぎない。だから大外れの可能性が結構高いけれど、もしもの時には転移能力があるから大丈夫だろう。……多分。

　さぁ、海岸へと向かうか。

　態度が良ければ、子爵邸に招いてあげよう。

　もし態度が悪ければ、ここが彼らの旅の終着地になるだけだ。
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　ヤマノ子爵領唯一の漁村、その砂浜。

　腕を組んで仁王立ちする、若き領主ミツハ。
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　その後ろに整列した36名の兵士と、その左右端のうしろにこっそり立つ士官と撮影要員の使用人達。

　本人の強い反対を押し切って、ミツハはヴィレムも後ろに下げていた。

『トップふたりが並んで立っていて、いきなり攻撃されて両方が倒されたらどうするの？』とのミツハの指摘に、ヴィレムが反論できなかったためである。

　そのヴィレムは、『もし私の身体がブレて見えたら、その後は向こうの攻撃は気にしなくていいから、早まらないでね』とのミツハの言葉に、頭を捻っていた。







　３艘の短艇が、しだいに近付いてきた。

　双眼鏡でよく見てみると……。

　やはり、銃を持っている。そして腰には剣を差している。

　銃は、おそらく前装式滑かつ腔こう小銃、俗に言うところのマスケット銃だろう。ライフルが刻んでなくて、弾が球形のやつ。

　撃発装置は、マッチロック式か、フリントロック式か……。

　どうやら、最後尾の短艇に指揮官が乗っているみたいだ。指揮官先頭、じゃないんだ……。

　まぁ、それが普通なんだけどね。

　兵は比較的簡単に養成できるけど、指揮官を養成するには時間もお金もかかるし、良い人材は少ないからね。

　但し、じゃあ指揮官はみんな良い人材かというと、そんなことはないんだよなぁ、これが……。難しいね、世の中は……。

　それに、地球の例でいくと、指揮官は正規の軍人じゃないかも知れない。王に取り入って資金援助をしてもらい、船、乗員等を借り受けただけの、ただの遣やり手ての船乗りか商人とかかも。

　乗員にしても、国の兵士なのか、ただカネで雇われただけの水夫なのか、強制的に徴募された一般人や特赦を餌にした囚人達なのか……。

　どうやら、向こうからもこちらの細部が確認できたらしく、こっちが銃を持っていないことに、安あん堵どとも馬鹿にしているともつかぬ微妙な表情をしている。そして、先頭に私がいることに少し驚いた様子だ。




　ようやく砂浜に乗り上げた１艘目、２艘目から兵士がばらばらと飛び降り、前方に人の壁を作った後、３艘目が乗り上げた。そして３艘目に乗っていた兵士のひとりがすぐに飛び降り、踏み台となって指揮官が降りるのを助けた。

　その指揮官らしき男は左右を兵士に護らせて私の前に歩み寄り、いやらしいにやにや笑いを浮かべながら言った。

「ほほう、小娘のお出迎えか。少し幼いが、爺じじいに出迎えられるよりはマシか。少しは気が利くではないか」

　ははぁ、言葉が通じないと思っているのかな？

「こっちは、来たのがカッコいい若い男じゃなくてガッカリですけどね」

「なっ……」

　男の顔に、さっと朱が差した。怒ったのか、言葉が分からないだろうと思って口にしたつぶやきに返事をされて動揺したのか……。

「わ、我が国の言葉を……？」

「ええ、軍を率いる者は、何かあった場合に備えて、未開地の言葉くらい覚えておくものでしょう？」

「ぐ、軍を率いる？」

　ありゃ、インパクトが大きかったのか、自分の国が未開地呼ばわりされたことをスルーしちゃったよ、この人……。

「ええ、私が、国王陛下からこの子爵領の管理と防衛を任され、軍事と対外交渉の全権を委任された、ヤマノ子爵です。

　それで、この国の代表として質問します。

　何の事前連絡もなく、許可も得ず無断で我が国に侵入した理由は何ですか？　直ちに説明を要求します」

「あ？　何を言っている。ここは我々が発見した大陸だから、私のものだ。先住民は今から私の支配下にはいる。まずは、あるだけの財宝を差し出して貰もらおうか。それと、食料と水の補給だ！」

　ああ、やっぱりこのタイプか。

　一時は動揺した様子だったけど、私を子供と思って侮ったのか、こりゃまた強い態度に出たもんだねぇ。ちゃんとした国家がある、って言ってるのに。

　未開の地を占拠し財宝と奴隷を手に入れようとしたのに、国としての正式な交渉などという話になっては略奪ができなくなるから、どうせ本国に話が伝わるわけではないのだ、奪えば良いのだ、とでも考えたのかな。

　多分、こちらには銃や砲がないから一方的に脅せるとでも思っているのだろうな……。

　決定だ。

　こいつらは、敵だ。

　ならば、礼儀や配慮の必要はない。そして、私が自重しなければならない理由も。

　そう、あの、対帝国戦の時のように……。

「それは、我が国を侵略する、ということですか？　宣戦布告と受け取って構いませんね？

　そしてそれは、あなたが率いる船団のみのお話ですか、それともあなたの国全体が、でしょうか？」

　強気に出たのに、小娘である私が全く怯ひるまずに淡々と対応するのが気に入らないのか、男はしだいに声を荒らげ始めた。

「私はヴァネル王国の総督だ！　私の言葉は、王国の言葉だ！」

　はいはい、『新領土を獲得したなら、そこの総督にしてやる』という約束でもして貰ったのかな、地球のコロンブスのように……。

　だから、別にその何とかいう王国自体の総督っていうわけじゃないよね。そんな人が、３隻の船を率いて危険な旅に出たりしないよね～。

　それに、まだ新領土を獲得したわけじゃないから、今は総督じゃないのでは？

　まぁ、そんなことはどうでもいい。その何とか王国の代表として、我が国に侵略戦争を吹っ掛けた、という言げん質ちが取れたから、目的は充分果たせたよ。

「たかだか船３隻の人数で、我が国を支配しようと？　お笑いですね」

　男は鼻で笑った私を睨にらみ付つけ、しかしすぐに薄笑いを浮かべて兵士のひとりに命じた。

「あそこの山や羊ぎを撃て」

　ええ～、うちの大事な家畜を……。

　でもまぁ、仕方ないか。ごめん、山羊27号……。

　しかし、どうして私は人の顔はなかなか覚えられないのに、山羊とか馬とかはすぐに覚えるんだろうか……。

　とか考えているうちに、何やらごそごそと準備していた兵士さんが、山羊27号に向けて狙いを付けている。

　あ、近付いてきた時に臭いで判わかったんだけど、撃発装置はマッチロック式、日本で言うところの火縄銃だったよ。

　パァン！

　少し軽い音と共に、倒れる山羊27号。

　ドヤ顔の男。

　私は冷静な顔をして言った。そう、みっちゃんが言うところの、『ミツハが本当に怒った時の顔』ってやつで。

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

「「「「え？」」」」

　指揮官の男だけでなく、兵士達もあっけに取られたような声を漏らした。

　いや、今更そんなショボい発砲音を聞いても、驚かないよ。

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

「いや、今、見ただろう！　お前達の知らない、この強力な武器の威力を！

　これで殺されたくなければ、おとなしく……」

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

「いや、もし我々と戦えば、お前達があの山羊のように……」

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

「いや、だから」

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

「聞けよ!!」

「山羊１匹、金貨１枚戴きます」

　このままでは話が進まないと思ったのか、男は渋々財布から金貨を取り出して、私に渡してきた。

　……よし、勝った！




「ど、どうだ、我々の持つ『銃』の威力は！　遠く離れた場所から相手を殺すことができる武器だぞ！　これに狙われたら、絶対に助からないぞ」

　金貨１枚はかなり惜しかったようだけど、ようやく話が進められそうだからか、男は気を取り直した様子だ。まぁ、あとで取り返すつもりなのかも知れないな、この金貨。財宝を奪うついでに。

　……金貨、こっちのより金の含有量が多いといいんだけどなぁ。そして、船にたくさん積んであればなぁ。

「はぁ……。大雨の日とかは大変そうですねぇ」

　あ、ギクリとしたよ、今。

　そうだよね、火縄とかだと、大雨の日には困るよねぇ。

「丈の高い草が生い茂った場所とかだと、すぐに弾の威力が落ちそうな気がしますね。森の中とかの見通しが悪い場所とか、大変そうな気もしますし……。それに、１発撃ったら、弾込めに時間がかかりそうですし」

「な、なっ、どうして……」

　ありゃ、顔色悪くなってない？

　もしかすると、未知のものすごい武器に驚いて、平伏するとでも思っていたのかな。それが、アテが外れたのかな？　そして、初見のはずの武器の弱点をズバズバと指摘されて、焦っているとか。

「オモチャのお披露目はもういいですから。宣戦布告をなさった以上、ただ今から我が国と貴国は戦争状態となります。覚悟は宜よろしいですか？」

「ま、待て！　我が国の圧倒的な強さを見せてやる！　これを見れば、すぐに我が国に従う気になるに違いない！」

　そう言うと、再び兵士に何やら指示をする指揮官の男。どうやら、まだ、自分達の圧倒的優位を信じているらしい。

　そして今度は、指示された兵士はいったん短艇へと戻り、艇内から何やら取り出してきた。赤と白の……、ああ、手旗だ、あれ。

　兵士は、指揮官の男に言われるままに手旗信号を送り続けている。

　え、何々、ムラニムケテ５ハツウテ、って、これも自動翻訳の対象か～い！




　しばらく待たされてから、ようやく準備ができたのか、船の方から発射する旨の合図が来た模様。

　よし、発射の瞬間に合わせて、瞬間転移といこう。

　バンバンバンバンバン！

　現代日本の重火器に較べるとかなりショボい音が響いた瞬間、超短時間で地球と往復した。私をじっと見ていた者には、一瞬姿がブレたように見えただろう。

　でも、艦砲の発射音に気を取られ、誰も私には注意を払っていなかった。

　あ、もしかすると、ヴィレムさんあたりは見ていたかも……。

　転移は一瞬だったから、戻ってきても砲弾はまだ飛ひ翔しよう中ちゆう。

　家とかに当たるなよ～。当たったら、そこに住んでる人が泣いちゃうぞ。

　まぁ、別に爆発するわけじゃなく、ただ鉄の弾が落ちるだけなんで、屋根に大穴があいて家具が少し壊れる程度だろうけど。

　狙って当たるものでなし、運任せ、だね。

　おお、弾着、今！

　って、あああああ!!

　塩田の流下盤に当てやがったあぁ！

　枝条架や足踏み水車に当たったらどうするんだよぉ！

　ぶちっ！

　今、何か切れたよね！

「ふはは、どうだ！　我が国が誇る艦砲の威力は！」

「うるさい！　砲撃だけで敵艦を沈められる威力もないくせに！」

「え……」

　あんぐりと口をあけた指揮官の男を無視して、ハンディ機のマイクを摑つかんだ。

「アントンさん、繫つないで。送信！」

『了解致しました』

　これで、ＶＨＦ機のスピーカーの前にＨＦ機のマイクを置いて、送信スイッチを押してくれているはず。

「王様、侵略の意図と宣戦布告相当の宣言を受け、記録しました。更に銃により山羊１匹が射殺され、船から５発の砲撃を受け塩田設備が一部破壊されました。反撃を行います。アントンさん、受信！」

『反撃を許可する！　気を付けろよ。ミツ……サンダー軍曹に何かあったら、サビーネに殺される……』

　よし、連絡ができない場合に備えて一応自由裁量権は貰っていたけど、これでより完璧になった。あとはやり放題だ。

　……自重？　何ソレ、美お味いしいの？

　いくら言葉が通じても、論理的会話や意思疎通が不可能で、倫理的な共通点がなく、武力でゴリ押しするだけの相手に、そんなものは必要ない。

　あ、実は交渉を全部王宮に生中継しようと思っていたんだけど、よく考えたら、向こうの言葉で話すから中継の意味がないことに気が付いて中止したんだ。……ボケてたなぁ。

「な、何だその箱は？　人の声がしたぞ！」

「ああ、王都にいる国王陛下と話をしたんですよ。侵略者の攻撃を受けたことを報告したら、反撃せよとの命を受けました」

「な、そんな馬鹿な！　どうやって遠くの者と話ができるというのだ！」

「え？　あなたの国ではできないんですか？」

　思い切り気の毒そうな眼で見詰めてあげた。そして、私の視線にたじろぎ、ようやく『何かおかしいのではないか』と思い始めたのか、動揺に眼をきょろつかせる指揮官達。

　我ながら、根性悪いなぁ……。

「では、戦争中の敵国兵の皆さん、捕虜として捕縛させて戴きますね」

「な、何を……。撃て！　敵兵を倒して、この小娘を捕虜にする！」

　急に不安感にでも襲われたのか、焦って攻撃を命令する指揮官。

　既に宣戦布告相当の言葉と砲撃を受けているので、正当防衛には充分だけど、この直接危害を加える旨の命令で、完璧だ。もう、『あれはただの威嚇だった』という言い逃れもできない。

　そして敵兵は慌てて銃を構えて撃とうとするが、その銃口からは、一発の銃弾も発射されることはなかった。

　……うん、さっき転移で、中の火薬を地球に持っていったからね。

「何をしている！　剣を使え！」

　慌てて銃を置いた兵士達が抜き放った剣は、刃が柄の先数センチまでしかなかった。

　うん、さっき転移でそこを１センチ分ほど地球に持っていったからね。

　先端まで全部持っていくと軽くなってバレると思ったから、一部分だけ。だから刃の大部分は鞘さやの中に残っている。

　刃の部分が殆どない剣を握り締めて、呆然とする敵の兵士達。

　同じく、口をパクパクとしている指揮官の男。

「あれれ？　まさか皆さん、女神様の御ご加か護ごを受けずにこの大陸に来たんじゃないでしょうね？」

　何やら深い意味がありそうな台詞を言って驚いた顔をしてみせると、皆さん、メチャクチャ動揺してるよ。船乗りは信心深い者が多いっていうからねぇ。

「それに、さっきオモチャを見せて戴きましたけど、まさか本当にあんなものでうちと戦えるとでも？　スヴェンさん達、来て下さいな」

　呼ばれて前に出てくる、元傭兵の４人。その手に握られているのは、いささか旧式のサブマシンガンである。

「あのあたりを」

　私が指示した小さな木に向けて、４挺ちようのサブマシンガンが構えられ。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ！

　飛び散る木片、あがる土煙。

「な、な……」

　敵兵達は、声すら出せない。

「わ、私が戻らないと、砲撃が始まるぞ！　砲撃が始まれば、こんな村など……」

　ようやく、ここにいる戦力では私達には到底敵わないということが分かったのか、ここから逃げ出すために船の戦力を盾にしようとしているらしいが、そんなもの、何の意味もない。

　いくら船の戦力が強力でも、私達が今、ここでこの連中を捕らえるのを防ぐには、何の役にも立たないのだから。そして今後、それ以外の役に立つこともないだろう。彼らの役に立つことは、であるが……。

「ああ、まだそういうこと言うんだ……。じゃあ、船も殲滅しちゃおうか」

　ひゅん！

　地球を経由して、３隻のうちの１隻の艦上へ。

　驚いた顔で固まっている水兵達に微笑みかけて、すぐに船３隻を伴って転移。

『但し、人間は残れ！』

　忽こつ然ぜんと消えた３隻の船。

　空中から海中へと転落する、すっ裸の兵士達。

　裸なのは、温情だ。軍服やら鎧よろいやらを身に着けていたら、砂浜まで泳ぎ着けずに溺れてしまうかも、と思っての大サービス。

　水面下の場所にいた運の悪い者は、船が消えた空間に押し寄せる海水に打ちのめされて気の毒なことになるかも知れないが、そこまでは面倒見切れない。文字通り、『運が悪かった』としか言いようがない。

　元の砂浜に戻ると、指揮官の男は、砂の上にへたり込んでいた。呆然とし、畏怖と恐怖に震えおののくその姿には、既に、先程までの自信に満ちた傲慢な態度の片へん鱗りんすら残っていない。どうやら、完全に心が折れたらしい。
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　もはやこの男は、ただの敗残者であり、ひとりの捕虜に過ぎない。もう、私が対等の交渉相手として話をするだけの価値もない。あとは、王様達に引き渡せばいいだろう。情報収集は、士官達の中からもっとまともそうな者を選んで聞き出せばいい。

　そして敵兵達は、船がいたあたりを呆然と眺めているだけ。

　海に落ちた敵兵達が砂浜を目指して泳いでいるのを確認し、とりあえず砂浜の60人をロープで縛るよう指示を出した。

　いや、ちゃんと用意して持ってこさせておいたのだ、ロープを。

　敵兵達は、完全に心をへし折っておいたので、抵抗する気配すらない。

　そのための、サブマシンガンのデモンストレーションだからね。別に、弾の無駄遣いをしたわけじゃない。まぁ、トドメは船の消失だろうけど。

　自分達より劣っていると思っていた現地人が、実は自分達より遥はるかに優れた技術を持っており、自分達こそが未開人であったという衝撃は、さぞかし大きかったことだろう。一般兵、というか、強制徴募された連中は、もうこちらに逆らう気力もなくして、こちらの指示に従うだろうと思う。

　あと、そのうち次々と泳ぎ着く敵兵達を確保するため、追加のロープと人手が必要かな。

　町に伝令を送るべきだろうけど、そのあたりはスヴェンさん達に任せよう。士官なら、それくらい自分で気付いて対処して貰わないとね。だって、私が楽をするために、わざわざ給金払って雇っているんだから。

　あとは、ボーゼス伯爵様が連れてきてくれる兵士達と、アイブリンガー侯爵様が連れてきてくれる手勢に任せよう。こんな人数の捕虜、食料だけでも大変だよ！

　あ、あとで沖合に移動させた船を回収しなきゃ。

　このあたりの近場に転移させると、敵兵が砂浜ではなく船の方へ泳いでいくだろうし、人目に触れるところに放置すると、誰かに勝手に乗り込まれる可能性があるしで、仕方ないから沖合に運んで漂流させているのだ。

　視界内なら地球を経由して転移できるので、２回ほど連続転移を繰り返した。水面の敵兵は視点が低いから、少し離せば見えなくなるからね。

　でも、なるべく早く回収しないと、どんどん漂流して見つけられなくなるから、敵兵さん、早く泳ぎ着いてね。そうすれば、元の位置に戻せるから。それならば、今は水中で宙ぶらりんの錨が、ちゃんと海底に届いて役に立つからね。

　さて、後は、捕虜の処遇と、船をどうするか。そして敵の本国への対応か。

　あ、その前に、とりあえず王様に報告しなきゃ。




「……というわけで、人数はまだ不明ですけど、全員を捕虜にしつつあります」

　まずは、無線機で王様に報告、と。

『ね、姉様、またそんな無茶をして！

　生命力は、生命力は大丈夫なの!!』

　王様からマイクを引ったくったのか、サビーネちゃんが口を挟んできた。

　あ～、心配させちゃったか……。でも、今回は仕方ないよねぇ。

　また国のために無理をして、仕方なく命を削った、ってことにしとかないと、簡単にポンポンできるなんて知られるわけにはいかないからねぇ。

「サビーネちゃん、うちの国には、こういう言葉があるの。『今使わずに、いつ使うのだ！』って……」

『ねえさま……』

　ああ、涙声になっちゃってるよ……。

『サンダー軍曹、すまぬ……』

　王様の声も暗いねぇ。

　私を気遣ってか、それともこの後にサビーネちゃんから責められるのが心配なのか……。

「仕方ありません。国のため、ということもありますが、領民をこんなつまらないことで死なせるわけにはいきませんからね。別に、王様のせいではありません」

『しかし、それでも国のために大きな代償を払わせてしまったことは、慚ざん愧きに堪えぬ……』

　これじゃ話が進まないよ……。

「それはもういいですから。そのうち何か穴埋めをして下されば結構です。今は、もっと重要な話を進めましょう。

　敵は、指揮官から兵卒に至るまで、完全に心をへし折っておきましたので、尋問すれば何でも喋しやべると思います。特に、下級兵や強制的に徴募された者とかは抱き込めるでしょう。もう帰国できる可能性は殆どないし、祖国への忠誠心とかもろくにないでしょうからね。

　敵の母国にとっても、駄目元で送り出した船団が行方不明になっただけ。『ああ、駄目だったか』で終わるでしょう。時し化けで沈没、陸地に到達できず水や食料が尽きて全滅等、原因は色々考えられますからね。また調査船団を送り出すとしても、何年も先のことになるでしょう。

　でもそれは逆に、数年後にはまた来る、ということです」

『それまでに、何とかせねばならぬというわけか……』

「そうです。これ以上の話は、今はやめておきましょう。アイブリンガー侯爵には色々とお話ししておきますので、また後日、直接お会いした時に……」

『分かった。よろしく頼む』




　これにて、一応の報告は終了。

　あとは、敵兵を確保して、船を元の位置に戻して錨泊状態にして、アイブリンガー侯爵様の到着を待つか。

　どうせ言葉の関係で私が尋問するしかないんだけど、二度手間は面倒なので、それは侯爵様が到着してから。それまでは放置しておけば、ますます尋問の時に喋りやすくなるだろう。

　あ、士官以上の者は数人ずつに分けて隔離、一般兵や強制徴募の連中は、いくつかのグループに分けておこう。相談や口裏合わせを防ぎ、『他の者は素直に喋ったから、好待遇で旨い物を飲み食いしているぞ』とか、『他の者が喋ったことと違っていると、確認して噓うそを吐いていた方を処刑する』とかの心理的な責めができるからね。

　それと、勿論、盗聴器や録音機も仕掛けるよ。

　ああっ、そういえば、捕虜用の大量の食料が要る！　領民の生活に支障が出ないかなぁ……。捕虜だけでなく、伯爵様や侯爵様が連れてくる兵士達の分も加えると、領民の数を上回る人数になっちゃうよ！

　最悪の場合、子爵邸に非常用の備蓄が隠してあったことにして、日本から運ぶしかないかも……。

　仕方ないか、予想外のアクシデントだから。領民の自立を阻害するわけじゃないし。

　伯爵様は明後日、侯爵様は３日後あたりに到着かな。




　その後砂浜に様子を見に行ったら、殆どの敵兵は既に泳ぎ着き、捕縛済みだった。

　漁船を出して、途中でへばっている者を収容したり、離れたところに向かって泳ぎ、そのまま逃げようと企む者達を捕らえたりしたらしい。

　うんうん、ちゃんと自分達で考えて行動しているね。

　……やべぇ、そのあたり、考えてなかったよ。

　捕虜の人数、４５６人。

　うん、想定の範囲内だ。戦力と無補給での航続距離、両方を勘案しての妥協点、って数字だよね、多分。

　乗員数と水みず樽だる、食料の搭載バランスの大事さは、昔やった帆船で船団組んで交易するゲームでさんざん苦労して思い知ったよ。どれだけの無人船団を漂流させるハメになったことか……。

　大体、１隻１５０人で、士官が各船５～６人ずつ、ってところかな。

　そんな人数を収容できる建物なんか勿論ないから、何ヵ所かに分散して、手足を縛って露天放置するしかない。見張りに使える兵士も少ないんだから、一斉蜂起とかされたら困るからね。

　伯爵様の兵が到着すれば、余裕ができて待遇改善できるから、２日間だけ我慢してね。




　その後、短艇で上陸したグループは、指揮官はひとりで、各短艇に一人ずつ乗っていた３人の士官は３人まとめて、それぞれ牢ろうに収容した。

　こんな、領民みんなが顔見知り、みたいなところに牢なんかないと思っていたら、アントンさんがさらりと『ありますよ』って……。

　子爵邸の地下にひとつ、町にひとつ。

　町のものは、他所から来た者が罪を犯したり、またはもともと犯罪者である者が流れて来たりした場合や、領民が酔って暴れた時に一泊させたりするのに使っているとか。

　そして領主邸の地下にあるやつは……、うん、まぁ、長い歴史の中で、色々とあったんだろう、使う機会とか……。

　その領主邸の地下に指揮官、町の牢に３人の士官を収容。

　60人の兵士達は、まとめて領主邸の庭に置いてある。縛ったまま。

　これら上陸組は、他の捕虜とは絶対に接触させない。

　あとの『泳いだ組』は、士官を除いて７つの組に分けた。それぞれ声の届かないところに離して、露天で、同じく縛ったまま見張る。

　士官は、数人ずつに分けて空き部屋に監禁した。
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　その日の夜。

　船に残り、訳の分からないうちに裸で海に投げ出されて捕らえられた士官５人が収容されている部屋へ、水差しとカップを持って訪問した。

　水差しとカップは、安全のため、共に木製だ。

　部屋にはいると、手足を縛られたまま床に座った５人の男達と、椅子に座ったふたりの見張りの兵士がいた。

　あわてて立ち上がりかけた見張りの兵士は、私が口に指を当てて『黙っていろ』と合図すると、そのまま黙って椅子に戻った。うん、ちゃんと教育の成果が出ているね。そのまま知らんぷりをしていてね。

「あの、お水持ってきました……」

　私が辿たど々たどしくそう言うと、床に座った男達が次々と喜びの声をあげた。

「助かった！　朝食以来、水一滴も飲んでなかったんだ。もう喉がカラカラだよ！」

「すまんが、動けないんでここまで持ってきてくれ！」

「……って、お嬢ちゃん、言葉が分かるのか！」

　３人目の男の言葉で、ようやく言葉が通じていることに気付いた捕虜の士官達。

「どうして……、いや、そんなことはどうでもいいか。頼む、俺達の言うことを通訳してくれ！」

「ああ、やはりヴァネル王国の方でしたか！　亡くなった私の父は、ヴァネル王国出身の船乗りで、遭難してこの国に辿たどり着つき、母と結婚してこの国に永住した者です。いつか祖国の船が来るかも知れないと、私に祖国の言葉を……」

「おお！　それは何というお導きか……。お父上の、祖国とこの国のためを考えた御ご慧けい眼がん、誠に尊敬すべきお方だ。さぞかし立派な船乗りであったに違いない……」

　うむうむ、信じられない体験をし、言葉も通じず、何も分からないこの状況で、唯一の希望の光。さぁ、存分に私に依存するが良い！

「では、まず、今の状況を御説明します。

　あなた方の指揮官である方が、ヴァネル王国総督を名乗り、王国の名の下に我が国に隷属を要求し、銃を発砲、更に艦砲射撃を行い重要施設を破壊、宣戦布告をなさいました。

　それに対し、我が国の国王陛下は応戦を命じられ、あなた方はいとも簡単に、一瞬のうちに敗北されました。このままでは、侵略者であり戦争を吹っ掛けてきたヴァネル王国は、あなた方の船と同じ結末を辿ることになるでしょう」

「船と、同じ結末……」

　男達の顔は、蒼そう白はくになっている。

　だって、船が辿った結末って、謎の力により一瞬のうちに消滅、だものね、この人達にとっては。

「ち、違う！　あの男は、我が国の代表なんかじゃない！　王の援助を受けて調査船団を組織しただけの、ただの奴隷商人に過ぎないのだ。軍の階級は、指揮官としての体裁と命令権を与えるために、一時的に与えられただけのものだ。

　国の代表を騙かたって他国との戦争を招いたとなれば、もはやそれも剝奪、あとは次席である本来の指揮官、アモロス海佐が指揮を執られることになる。早くアモロス海佐に会わせてくれ！」

　やっぱりね。そんなことだろうと思っていたよ……。

「でも、あの指揮官は、自分が全権を持っている、って。自分を助けてくれるなら、ヴァネル王国侵攻の道案内をする、って言ってますよ？」

「ば、売国奴めがッッ!!」

「私、唯一の通訳ですし、上の方には色々と直接話せるツテがあるんですよ。詳しいお話、聞かせて戴けますか？」

「わ、分かった！　説明するから、上の人に伝えてくれ！」

　はい、一丁あがり～。

　この後、何ヵ所も廻まわらなきゃならないから、サクサクいくよ。
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　２日後だと思っていたら、翌日には来たよ、ボーゼス伯爵様と、伯爵領の兵士５００人。

　速い！　伝令が着いたの深夜だと思うのに、その僅か数時間後には出発したということ？

　いや、それよりも、そんなに来られたら食料が！

　え、まだ後に本隊が続く？

　やめて～！　引き返させて～～!!

　あ、輜重部隊も付いてますか、そうですか……。

　うちには大量の捕虜を長期間管理する能力がないから、もう、このまま伯爵領に移送して貰おう。その方が絶対に楽だ。私も、捕虜の皆さんも……。

　王都に移送するにしても、すぐにとはいかないだろうし、多分、大部分の捕虜はこちらに残すことになると思う。

　だって、船の操縦法を教えて貰わなきゃならないからね。我が国初の海軍軍艦３隻の操縦法を。

　そしてボーゼス伯爵様が到着した翌日の夕方、アイブリンガー侯爵様達が到着した。

　いや、王都から２日半って、速過ぎるでしょ！　実質３日とは言え、どんだけ無理をしたんだか……。

　え？　連れてきたのは侯爵様の領地軍ではなく、王都軍の一部？　騎馬だけで輜重部隊なし、途中の町や村で補給しつつ強行軍？

　王都絶対防衛戦で助けられた恩を返さねばと、兵士達が強行軍をやめなかった？　そうですか……。

　とりあえず、兵と馬を休ませてあげて下さい。

　敵？　全部捕虜にしましたが……。

　まぁ、そんなにがっかりしないで下さいな。




　そういうわけで、侯爵様がひと息入れたあと、最新情報のすり合わせ。

　船に残っていた士官達から聞いて廻った情報と、兵士達のグループを廻って得た情報、そして士官達の部屋に仕掛けた盗聴器や録音機による情報で、敵国のことも概おおむね把握できている。

「……というわけで、ヴァネル王国という国は、ごく普通の侵略性海洋国家らしいですね」

「侵略性、で普通なのかね？」

「ごく普通ですね。自分達より弱い国なら植民地に、対等ならば貿易相手に。未開の地ならば強奪と奴隷狩り。ごく普通のやり方ですね」

「「…………」」

「我が国の場合、本来ならば植民地のパターンなんでしょうけど、今回は敵の指揮官が凱旋時に財宝や奴隷を持ち帰ろうとして、無理矢理未開地扱いしようとしたみたいですけどね」

「我が国は、弱い国、か……」

「弱い国、ですね……」

　黙り込む、侯爵様と伯爵様。

　雰囲気、暗いなぁ……。

「弱い、といっても、別に国の規模が小さいわけでも、国民がひ弱というわけでもないんですから！

　船と銃、大砲の有無だけですって！」

「それが大きいんだろうが……」

　励まし、失敗……。

「時間はどれくらいあると思う？」

　伯爵様にそう聞かれたが、難しいよねぇ……。

「う～ん、失敗に終わり大損した痛手を忘れ、次の調査船団を出す気になるまで、早くて２～３年、遅ければ７～８年くらいかなぁ。運が良ければ、10年くらいあるかも……。

　国の政治情勢や財政状況、周辺国との政情とかも絡むだろうから、正直言って、全く予測できないですよね……」

　うむむ、と額にシワを寄せて考え込む、伯爵様と侯爵様。

　そろそろ助け船を出してあげるとするか。

「大丈夫ですよ！　それまでに、我が国の海軍が準備を整えておけばいいんですから！」

「「我が国の海軍？」」

　おふたりの声が重なった。

「ええ、あるでしょう。うちの沖合に停泊している、３隻の軍艦が」

「「え…………」」

　私は説明した。

　３隻の船の所有権を、国、ボーゼス伯爵様、そして私で３分の１ずつ保有すること。

　訓練と併行して海洋貿易を行い、利益も３分割。

　ボーゼス伯爵領に造船所と港を建設し、軍艦の自力建造を行うこと。

　敵より強力な武器の開発。

　本当は、武器の進歩なんかに力を貸したくはない。でも、そうしなければ、この国が侵略されてしまう。コレットちゃんやサビーネちゃん達が、まだ大人になるかならないかという時に。

　その時、若い女の子が侵略者達にどういう扱いをされるのか……。

　ダメだダメだダメだ！　そんなの許容できるわけがないだろう！

　それに、銃が無ければ剣で、剣が無ければ棍こん棒ぼうで戦うだろう。武器がショボければ戦いや戦死者が減るというものではない。

　もう既に、この世界には銃や砲があるのだ。自分が持ち込むわけじゃない。

　自分が死んだ後のことまでは責任を持つつもりはないけれど、生きている間くらい、身近な者は護りたい。




「「え……」」

　再び声が揃う、おふたり。さすが、仲良しさんだね。

「私にそんな利権を……。良いのか？」

「私にもひとくち嚙かませて貰えんか？」

　あ、今度は揃わなかったよ。

　侯爵様、さすが遣り手の高位貴族、いい人だけどしっかりしてるね。

「では、国側の、海軍に関する全権を預かる立場に。私がそう要望すれば、おそらく通るでしょう。色々と便宜を図って下さいね」

「任せてくれたまえ！」

　うん、カネや利権目当てのおかしな貴族に担当されたら大変だからね。こちらとしても、アイブリンガー侯爵様なら安心だ。陛下の信頼も厚いし、爵位的にも充分。

「おそらく、あの船は二線級か、それ以下です。こんな危険な博打に最新鋭艦を出したりしないでしょうから。だから、建造する船は、あれより二段階は上のものにします。設計図は任せて下さい。

　造船技師は、多分捕虜の中に修理のための船大工がいるんじゃないかと思うので、探してみます。いなければ、国の船大工だけで頑張るしかありませんが……」

　先の困難さを思ってか、伯爵様は表情を引き締めて頷いた。

　他にも、伯爵様に色々なことの了承を戴いた。

　うちとボーゼス伯爵領を結ぶ道の整備。

　いや、これから軍港として急激に栄えるんだよ、一大消費地の誕生だ。見逃す手はないだろう。今の道だと徒歩で１日だけど、整備して、初歩的な自転車でリヤカーを引かせれば……。

　王都まで24時間は無理でも、ボーゼス伯爵領まで数時間、というのなら、ランディさんなら作れるだろう。チェーンを作るのが難しければ、スライムゴムや革を使ったベルト駆動や、シャフトドライブという方法もある。

　それと、うちの漁村と、ボーゼス伯爵領にできる港を結ぶ小型の交易船の就航許可。大型船を造る前に、練習と称して小型の高速帆船を造らせよう。

　なぜ自分の領地に軍港を造らないか？

　いやいや、まず、人口が少な過ぎて、膨れ上がる発展を支えきれないよ。

　それに、荒くれ者達が大勢流れ込んでくるのも嫌だし。

　私は、別に大おお儲もうけしたいわけじゃないんだ。

　気の良い仲間達と楽しくのんびり暮らせて、老後の心配がないだけの蓄えができて、美味しいものが食べられれば、それでいい。

　必要もないお金と引き替えに、自由な時間や楽しい生活が失われたら、本末転倒だよ。

　だから、忙しいのとか荒くれ者の対処だとか治安の悪化とか環境破壊とかは、全部伯爵様にプレゼント！　伯爵領は広くて人口も多いから、軍港で儲けたお金を他の地域に回して領民の生活向上を、とか考えるでしょ、伯爵様なら。

　ほらほら、多少のデメリットは甘受せざるを得ないよね？　ふふふ。

「あ、捕虜、伯爵領に連れていって下さい！　うちじゃ、収容する建物もないですから。さすがに野の晒ざらしじゃ可哀想で……。普通の兵士達はともかく、水夫は操船を教えて貰うための大事な人材ですからね」




　結局、指揮官を含む上陸組全員は侯爵様が王都へと連れ帰り、その他は伯爵様がボーゼス伯爵領へ連れていくこととなった。上陸組は私の能力やサブマシンガンを見ているから、他の捕虜達と一緒にしたくないので丁度良い。指揮官は戦争の責任を取って貰う必要があるから、王都で地下牢行き、かな。

　あ、正式には、今もヴァネル王国と戦争中なわけだからね。たとえヴァネル王国の人々がその事実を全く知らないとしても。

　私が王都へ行くまでは、言葉も通じず、知らない言葉で一方的に責められて牢に戻る、という毎日の繰り返し。さぞや心細い日々であろう。

　でもそれは、あの男が自ら招いた事態なのだから、自業自得だよね。




　その後、伯爵様、侯爵様達と一緒に漁船で沖合の船へ行き、様々な書類や日誌、海図等を調査して、ヴァネル王国の位置や大きさ、周辺国の配置、その他を確認した。

　金庫の中身も転移で抜いたよ、おふたりが別の部屋を調べている間に。

　金貨は、うん、そこそこあった。寄港地で補給物資を購入したり、乗員に給料を払ったりする分かな。

　ありがたく戴きます。

　金の含有量が充分ありますように。なむなむ。





第二十八章　戦争景気







　アイブリンガー侯爵様とボーゼス伯爵様は、それぞれ捕虜を連れて帰路へと就かれた。

　伯爵様は、徒歩でも朝出れば夜までには着ける距離だけど、侯爵様の方は、騎馬だけだった往路と違い、復路は徒歩の捕虜がいるのですごい長旅になってしまう。大変だなぁ……。

　あ、捕虜の護送は部下に任せて、自分はさっさと戻りますか、そうですか。

　定時連絡の時に、侯爵様が出発されたことを王様に伝えておこう。




　おふたりには言わなかったけど、実は、ヴァネル王国からの次の来航は、私が生きていれば、それほど怖くはない。

　まず、いきなり攻めてくるわけじゃない。今回のように、数隻での調査目的だろう。指揮官がおかしな者でなければ。

　なにせ、今回のことは本国には伝わらないのだから、船団の行方不明は、時し化けによる遭難か、水や食料が尽きての全滅か、原因は不明なのだから。

　そして、訪れた船団が帰国して我が国のことを報告するまでに、数ヵ月。

　今度は国の使者を乗せて数ヵ月、戻るのにまた数ヵ月。

　隷属しろとか戦いとかいう話になるには、少し余裕がある。

　船団が『何らかの不幸な事故』で消息不明にでもなれば、更に時間に余裕ができる。

『外交使節？　来ていませんよ？　嵐か何かで遭難されたのでしょうかねぇ。お気の毒です……』とか？

　距離は最大の防壁だよ、うん。

　その後、戦いになったとしても。

　今回みたいな『相手が、何が起こったのか分からない状態』というのはともかく、はっきりと敗北を実感させる方法としては。

　転移砲撃。

　発射準備が整った状態で敵艦の横に転移、接射で砲撃して、即座に転移離脱。それの繰り返し。

　急降下爆撃。

　砲弾と共に敵艦の上空に転移、自分だけすぐに戻る。

　砲弾は、真っ赤に焼いたものだと艦内火災を誘発できる。

　砲弾の代わりに、油を入れて布で蓋をし、火をつけた壺つぼを使う。帆やマストを焼かれた帆船などただの的だし、船体も炎に包まれるだろう。

　謎の沈没。

　船の真下の海水を、大量に『どこかへ持っていく』。

　もしくは、船底の一部を『どこかへ持っていく』。

　方法はいくらでもあるし、どうとでもなる。

　超最終手段としては、地球のどこかの国に頼んで、速射砲を積んだ小型艦を１隻出して貰もらうという手もある。ゴブリンかオークの死体でも渡せば、数時間の出張を受けてくれるだろう。

　いや、本当に、最後の最後の手段だけどね。

　で、問題は、私がいない場合。死亡とか重傷、重病、転移できない、姿をくらました後、とか。

　その場合に備えて、新型帆船の建造と、敵より優位な武器の準備が必要だ。

　砲は、砲弾に炸さく薬やくがはいっていて爆発するものは、時期尚早だろう。敵は滑かつ腔こう砲に球形弾だから、椎しいの実形の砲弾に、ライフル砲で充分だろう。

　銃は、ミニエー銃かな。前装式だけど、椎の実形の弾丸にライフリングと、それ以前の銃とは一線を画した高性能銃だし。後装式は時期尚早。

　このあたりは、ブログの『みんな助けて！　子爵領経営記』では聞きづらい。本物の戦争、人を殺す話だから。

　引かれるのも怖いし、逆に、その道のマニアがノリノリですごい提案をしてくるのも怖い。

　人殺しに抵抗が少ないのは、この世界だからだ。ここには、敵や犯罪者の命を尊重して自分の身を危険に晒す者なんか、いやしない。殺される前に殺さないと、自分が殺されるだけだから。

　私も、この世界で人を殺した。いくらハードボイルド小説をたくさん読んでいたといっても、いくら戦争ドラマをたくさん観みていたといっても、まさか自分が本当に人を殺すことになるとは思ってもいなかった。

　でも、ここはそういう世界なんだ。正当防衛の定義が、地球に較くらべてとんでもなく拡大解釈されていて、適法な世界。だからここでは、痴漢の手の甲を抓つねるような感覚で、襲ってきた盗賊を返り討ちにする。

　でもそれは、私がこの世界にいるから。地球を離れない人に、人を殺す話の片棒を担がせるつもりはない。

　ブログの読者のみんなには、人を助ける話、経済を盛り上げる話で協力して貰おう。

　ダークサイドは、私ひとりで充分だ。
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「港を造ります」

「「「「え？」」」」

　私の突然の言葉に、ぽかんとする漁村の人々。

「あの～、ミツハ様、それはどういう……」

　不安そうな、村長さんの顔。

「いや、沖合に錨びよう泊はくさせている船を、ボーゼス伯爵領の港が完成するまで置いておきたいし、こことボーゼス伯爵領の港を往復する船の係留場所が必要だし、そのうち帆を張った漁船も造りたいしね。

　あ、工事は無償奉仕の天てん役やくじゃないからね。ちゃんと給金が出るし、工事の大部分はこちらでやるから、みんなに手伝って貰うのは、最終的な整地とかだけだから。

　それと、桟橋とかをどこに造ったらみんなの都合がいいかとか、聞きたいと思って……」

　とたんに眼を輝かせる村人達。

　現金だねぇ。

　桟橋は、浮き桟橋にしようかな。潮の満ち引きに拘わらず、常に船と桟橋の高低差が変わらないから、便利なんだよね。埋め立てしないから、環境破壊も少ないし。

　山村も、遊戯盤以外の仕事ができて喜ぶだろう。

　いくら稼ぎになるとはいえ、男連中にとっては、ちまちました仕事は退屈だろうからね。
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　数日後の深夜。

　こっそりと海辺にやってきた私は、砂浜から少し離れた岩場に立った。

　地形や海底の状況は確認済み。

　転移。海底の岩を大量に引き連れて。

　再度転移で戻る。引き連れた岩を、防波堤の位置に置くために。

　転移。陸りく岸がん部分のでこぼこした部分を引き連れて。

　再度転移で戻る。岩を防波堤の位置に置くために。

　転移。岩場から村へと充分な幅の道をつくるために、邪魔な岩を引き連れて。




　翌日、漁村はちょっとした騒ぎになっていた。

　一晩で、防波堤と広い平地、そして村へと続く道ができていたので。

　でもまぁ、誰の仕業かは分かっているので、みんな子爵邸に向かって祈りを捧ささげたあと、いつもの仕事を始めていた。

　うん、慣れてきたね、みんなも。海底の掘削状況は知らないにしても。

　今夜は、ボーゼス伯爵領への道を少し弄いじろうかな。

　平らにしたり、直進路をぶち抜いたり。

　トンネルは、崩れるのが怖いからやめておこう。

　あ、上まで全部退どかして谷にすればいいか……。
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「ミツハあぁ!!」

　５日後、ボーゼス伯爵様がやってきた。

「どうしました、そんなに息を切らせて……」

「どうしたもこうしたもあるか！　部下から報告を受けて、急いで来てみれば……」

　ぜぇぜぇと息を切らせた伯爵様。いったいどうしたのかな。

「何だ、あの街道は！　いつの間にあんな工事を行った！」

　ああ……。

「これから交通量が増えると思いまして。道は整備されていた方が良いかと……」

「だから、どうやってやった！　まさか……」

「はい、生命力を少々……」

「この、馬鹿者があっ！」

　ひゃあ、伯爵様、本気で怒ってる……。

「でも、街道はどうしても整備したかったし、道は私が死んでも残るから、私が急にいなくなっても誰も困らない……」

　ぱしん！

　頰ほおを叩たたかれた。

　痛い。本気で叩かれた……。

「じ、自分をもっと大切にしないか！　この、この、大馬鹿者が!!」

　道の整備は、やるべきだった。

　この領に、その規模の工事を普通に行うだけの労働力はない。他領から人を雇うだけのお金も無いし、多くの労働者を支えられるだけの生産量も宿泊設備も無い。私が少しずつちまちまやっていても、いずれバレる。それならばいっその事、このどさくさに紛れて一気にやってしまえ、と。

　これから先は大勢が訪れるから、その前にやらないと、それこそ一夜で道が拡張されれば大騒ぎになってしまう。それに、今なら侵略騒ぎで混乱しているから、些さ細さいなことは話題にならないだろう。

　だから、私の能力が少し露見しようが、今、やるべきだった。

　その判断に後悔はない。

　しかし……。

「ご、ごべんなざいぃ～……」

　泣いた。思い切り泣いちゃった……。

　叩かれた頰が痛かったからじゃない。

　怒って貰えたから。

　𠮟って貰えたから。

　ぎゅううう～。
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　うわあぁぁ、またやっちゃったよぉ～！

　伯爵様にしがみついて泣いちゃったよぉ！　しかも、大泣き！

　もう、恥ずかしくて顔を見られないぃ～!!

　今度自重をやめる時には、何か言い訳を考えるかな。

　確か、今まで『生命力を削る』という表現はしたけど、『寿命が縮む』とは一回も言っていないはず。ならば、『生命力を削るとは、成長する力を削るということで、別に寿命が縮むわけではない』とか、『元々寿命が長い一族なので、多少縮んでも皆さんよりはずっと長生きできます』とか……。

　いや、それはそれで、また別の問題が起きそうな気がするなぁ。

　若さや長寿の秘密を、とかいって追い回されたり、私の血を飲めば若返りが、とかいうデマが広まったりしたら大変だよ。少々ならば構わないのかと、転移の強要が始まっても困るし。

　まぁ、伯爵様にだけ、成長する力が、って言うくらいならいいかな。どうせ、これ以上成長しないことはそのうちバレるのだから。私の成長期は17歳で終わったんだよ、多分……。

　本当は18歳だってことは……、いや、それを言っちゃうと、いい歳をして泣きじゃくったことがバレちゃうよ！　それは置いておこう……。

　伯爵様は、このままアレクシス様の領地へ向かう、と言って出発された。

　アレクシス様のところも嚙かませるつもりかなぁ、海軍計画に。

　まぁ、あそこはうちと違って元々子爵領だったから、男爵領だったうちとは比較にならない領民数だ。うちの領地を突っ切れば伯爵領までそう遠くないから、出稼ぎ要員の供出元として丁度良いし、あそこも海に面しているんだから、巻き込んだ方が後々便利か。

　あまり仲間内で占めちゃうと、どこかから文句が出そうな気もするけど、領地が海に面していないところではどうしようもないだろうし、海沿いは王都から離れたド田舎として今まで見向きもしなかったんだから、仕方ないよね。

　海の近くの弱小領地ばかりの中で唯一の有力貴族であるボーゼス伯爵様が色々と面倒をみてあげていたから、周辺の貴族はボーゼス伯爵様に頭が上がらないし、周辺の領地も海軍景気のおこぼれに充分ありつけるだろうし。

　戦争景気の始まりかぁ。

　……うちは、大騒ぎや治安の悪化や環境破壊とかからは距離を取って、美お味いしいところをほんの少し掠かすめ取とるだけで充分だからね。

　私と領民がそこそこ裕福に暮らせるようになればいいんだよ。それ以上を求めて、却かえって不幸の種を招き寄せるのは御免だよ。

　ほら、宗教でも言うじゃない。

『信じる者はすくわれる。……足元を』

　って、ちょっと違うか。




　サビーネちゃん情報によると、王都は大騒ぎらしい。

　目前の危機は脱したため国民に秘匿する必要がなくなり、これから海軍創設に向けて予算や人員を注ぎ込む必要があることからも、巨大な敵の存在を公表して国民一丸となる体制を整えるべきとの判断から、真実の公表は当然の措置だろう。

　問題は、『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ様が敵の大艦隊を殲せん滅めつ、敵の超巨大戦艦３隻を無傷で拿だ捕ほ』との噂うわさが流れていることだ。

　何だよ、『超巨大戦艦』って。帝星ガトランチスかよ！

　そして、孤児院の子供達が、怪しいものを高値で売っている、とか。

『姫巫女様の髪の毛が封入された、お守りの姫巫女様人形』って……。

　この前、こっそりとコーンと紙袋の補充に行った時に、『姫巫女様の木彫りの人形を作って売ってもいいですか』って聞かれたから、許可したんだ。そしてその後、『姫巫女様、髪の毛ちょっと伸びてる。切ってあげるよ！』と言われたんで、せっかくの厚意だからと少し切って貰った。

　あ、あいつらあぁぁ～～！

　やりやがったなあぁ!!

　姫巫女の領地の直営店である屋台で売っているんだ、みんな信じるに決まってる。事実、噓うそではないのだし。

　くそぉ、商才の点で完全に負けてるよ！

　こうなったら、うちの領でも私の人形、いや、ここは斬新なところを狙って、フィギュアを作るか、彩色済みのやつ。それと、タペストリー、抱きまく……、嫌だあぁぁ～～!!

　はぁはぁはぁ……。

　忘れよう。

　で、とにかく、姫巫女フィーバー再び、って感じらしい。

　王都に戻ると、大変そうだなぁ……。




「ミツハさん、何でもいいですから、商品売って下さい！」

「うわぁ、誰かと思えば、ペッツさんじゃない！」

「とにかく、何でもいいですから！　石でも木切れでも！

　今、ヤマノ領産だと言えば、土つち塊くれだって値が付きますから！」

「嫌だよ、そんな商売！　正気に戻ってよ、ペッツさん!!」

　ふと気が付くと、ペッツさんが私の髪の毛をじっと見詰めていた。

　き、貴様知っているな、あの木彫りの人形のことを！

　……勘弁してよ、もぅ……。




　ペッツさんの話によると、王都では木工加工屋や鍛冶屋、金属細工師等が搔かき集あつめられ、ボーゼス伯爵領へと出発したらしい。船はまだうちの沖にあるけれど、ボーゼス伯爵領に彼らの一時的な滞在場所を用意するとか。うちにはそんな余裕がなくて、すみませんねぇ……。

　せめて早く浮き桟橋を造って、調査がやりやすいようにしてあげよう。ボーゼス伯爵領に船が接舷できる港が出来て、そこに船を回航させるだけの技術を習得するまで……って、先は長そうだなぁ。成長の早い作物の増産を指示しなきゃ。

　あ、漁船で曳えい航こうすればいいのか。じゃ、港の完成待ち、か。

　……曳ひけるかな？　うちとボーゼス伯爵領の漁船全て出して。

　で、ペッツさんは例によって直行特急便で来たため、それらの集団を途中で追い越したらしい。

　彼らは勿もち論ろん全員がそのままボーゼス伯爵領に住み着くわけではなく、異国の技術を検分し、ある者は王都に戻って研究を、ある者はそのまま居残って船の技術の解析を続けるとか。船の建造にかかるのはまだまだ先の話らしい。

　そりゃそうか。船材となる木材も、何でもいいというわけではないし、防水のための技術、湾曲部を作るための技術、強度を保つための技術等、様々な問題がある。いくら私が設計図や模型を用意しても、ぶっつけ本番で造り始めるわけがないか。

　そもそも、船の前に、造船所を造らなきゃならないし。

　よく考えてみたら、いきなり大型船建造なんか、無理かなぁ。

　捕獲船を忠実に再現……、それじゃあ、向こうの新鋭艦に太刀打ちできない。大きさは捨てて、速度重視の新鋭小型艦かな。砲を長射程大威力にして、遠方からアウトレンジで攻撃して逃げ回る、ってことで。

　小さくて高速なら敵弾に当たりにくいし、アウトレンジ戦法なら何とかなるか。敵は的が大きくて遅いなら。

　三さん景けい艦かん？　いやいや、あれは失敗作だからね。小型艦に無理に巨砲を積むんじゃなくて、小型で長射程の砲を積む。そのためには椎の実形の弾を撃つライフル砲が必要なんだけど、作れるのかなぁ、ここの技術で……。

　もしも駄目なら、別の方法を考えるか、地球から助っ人を……、って、それは気が進まないなぁ……。

　そういえば、中国って、大昔からロケット花火みたいなの使ってなかったかな。あれで帆を焼き落とせば……、って、２キロ以上遠くからじゃ、当たらないか。

　ロケット花火の推力で、水上を回転しながら進む車輪のような兵器……、パンジャンドラムに似てますか、そうですか。

　自軍の船に向かいそうな気がするので、ボツ。

　船の建造も、木造帆船じゃあ、私の船に関する知識の、高張力鋼だとかブロック工法とかは全く出番が無いよねぇ。う～ん……。

　木の継ぎ目や防水処理が甘くて漏水が酷いようなら、船底に足踏み水車を設置して、ビルジを常時汲くみ出だすか……、って、水車を備えた船なんか無いよ！

　あ、外輪船は……、って、それ違う！　あれ、似てるけど水車と違う!!

　駄目だ、いい考えが浮かばない。疲れてるんだ、多分……。

　焦るな、まだ時間はある。

　私なんかより、この世界の専門家の方がきっといい案を出してくれるだろう。私はそれに対して、できる限りの支援をすればいい。

　あまり全部を背負う必要はないのだろう。……多分。

　明日はボーゼス伯爵領に行って、捕虜の人と話をしよう。

　話ができなくて不安だろうし、要望とかもあるだろう。

　それに、船大工とかを探すの、忘れてた。他にも役に立ちそうな技術者がいないか調べなきゃ。船や砲の操作法を教えてくれる人とかも。

　あの指揮官はともかく、他の乗員達は、別に悪い人達というわけじゃない。敵国の人だというだけで、犯罪者でもないし。ただ軍人や船乗りを職業として選んだだけの、普通の人達なんだ。無意味に苦痛を与える理由も必要もない。

　あ、恩赦目当てで乗ってる犯罪者がいたか……。

　まぁ、我が国で罪を犯したわけじゃないし、それは置いておこう。
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　そして一ヵ月後。

　浮き桟橋はとっくに完成し、今は３隻の拿捕船は桟橋に接舷している。

　そして、頻繁に拿捕船に出入りしている技術者達。

　その中には、王都のお店の改修をお願いした、木工加工屋のクンツさんの姿もあった。

　考えたら、来ないわけがないよねぇ。

　新しい技術の吸収に貪欲なクンツさんが、異国の優れた技術を、しかも私の領地で。

　そりゃ、来るわ……。

　港には仮設の宿泊所があり、有料で食事もできる。調理はうちの領民がやっているけど、食材はボーゼス伯爵領からも運ばれてくるので、それを格安で引き取っている。伯爵様はこの後大おお儲もうけする予定なんだから、それくらいはサービスさせるよ。

　元捕虜だった者達の一部も、ボーゼス伯爵領からやってきて、説明役を買って出てくれている。

　私がいない時は言葉があまり通じないけれど、指差したり身振りで示したりすることと、彼らが真剣に言葉を学びつつあるため、ある程度の意思疎通はできているらしい。

　逆に、こちらの技術者の一部も、いくつかの単語を覚えて向こうの言葉で呼びかけたりしている。

　うん、技術者に国境はないか……。

　各船にふたりずつ、計６名乗っていた船大工は、ひとりがこの国に来る前に病気で、もうひとりが船が消えた時に船底近くにいたために死亡し、残る４名全員が我が国への帰化を希望してくれた。

　他にも、軍人を主とした一部の者達を除き、帰国の目処が立たない捕虜生活よりも、一般人として働き、かなり良い給金を貰い普通の生活をする方を選ぶ者が多かった。

　もしかすると、『そんな船は来なかった』ということにされるのでは、という心配もあったかも。その場合、帰国できる可能性はゼロだからね。

　私が健在ならば、戦争をふっかけてきた向こうの非を打つために、証拠付きで事実を突きつけるけれど、もしその時点で私が存在していなかった場合には、無かったことにされる可能性はあるんだよね、確かに。

　それなら、帰化してこの国に溶け込んでおいた方が、ずっとマシだよね。

　軍人さんには、そうと察してはいても、譲れないものがあるのだろう。そういう気持ちも、分からなくはない。

　私が簡単な辞書を作ってあげて、みんな、この国の言葉を覚えるのに懸命だ。どうやら、母国よりもこの国での方が幸せに生活できそうだと思っているようだ。

　家族や恋人を残してきた者は辛いかも知れないけれど、あの時にこちらが温情をかけなければ全員死んでいたということがよく分かっており、我が国に対する感情はそう悪くはないようだった。

　自分達がいきなり押し掛けて、一方的に砲撃を加えた、ということは、みんなちゃんと分かっているしね。

　実際に船の操作をする者達が味方についてくれれば、大助かりだ。航法や戦術については本で色々と調べられるけれど、実際の帆や索の扱いなんか、本を読んだだけではできるわけがないからね。

　士官達も、一部の者は協力を申し出てくれたし。

　まぁ、我が国がまともな船も砲も持たない国だと知って、逆侵攻はあり得ない、防衛も『女神様の護り』頼りで、艦隊戦などを行えば、恐らく母国に一蹴されるであろう、と思ったためだろうけどね。

『女神様の護り』

　うん、今回は、そういう設定だ。

　女神様の許可なくこの大陸に害を為そうとする者が受ける、女神様の神罰。

　女神様が罰として、乗員を排除し船を取り上げ、我が国に下賜された。

　もし船を奪って逃げようとしても、大陸からある程度離れたら、船はまた瞬間的に港へと戻される。勿論、乗っていた者はその場に残して。

　それを聞いて、船を奪い返して逃げようと思う者がどれだけいるだろうか。

　陸地も見えない洋上に取り残される恐怖を知らない船乗りはいない。

　それに、充分な水と食料、定員を満たした乗員数をもって初めて可能となる、超長距離の無寄港航海。ろくな準備もされていない船を僅かな賛同者だけで奪ったとしても、無事母国に帰り着けるわけがない。

　この国から逃げるにしても、協力を申し出た者達にとっては別に待遇がそう悪いわけではなく、それどころか、母国にいるよりずっと良い。

　充分な給金、師匠扱いで、教えを乞う眼を輝かせた若者達。

　ただの下っ端水夫と馬鹿にされていた自分達が。

　これで、自分達を奴隷のように扱う士官達の言うことを聞いて、一緒に脱出？

　いったい誰がついていくというのだろうか。自由に、幸せになれる場所を捨てて、わざわざ奴隷になりに行く者がどこにいる？

　近隣国に逃げても、多分ここにいるより状況はずっと悪化するだけだ。

　つまり、下級水夫と強制徴募者と恩赦狙いの犯罪者達は使える。

　……そういうことだ。

　勿論、部屋には録音機が仕掛けてあるし、スパイ役は自分だけだと思っている内通者を数名ずつ仕込んである。

　協力してくれている士官は、特に厳重にマークしてある。

　まぁ、言葉を覚えて可愛い彼女でもできたら、本当に心の底から帰化するつもりになってくれるんじゃないかな。

　だって、結構好条件なんだよ、彼らは。

　操船技術の教師として結構高給取りだし、船を降りたいなら別に止めないから、恋人の実家の農業なり漁業なり林業なりを手伝えばいい。屈強な船乗りなのだから、良い入り婿になるだろう。

　だからかどうかは知らないけれど、みんな言葉を覚えようと積極的で、自由時間にはそのあたりにいる女性に話しかけて、言葉の練習……って、本当にそれだけが目的か？

　おい、そこの奴！　その子はまだ10歳だ！
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　ボーゼス伯爵領では、軍港の建設工事が進んでいた。併行して、造船所の建設も。

　また、船乗りを養成すべく、訓練施設が作られている。

　近隣諸領だけでなく、遠方の領、そして王都からも、領主の許可を得て、あるいは違法に脱領して、多くの者達がボーゼス伯爵領を目指した。

　工事の人夫として。集まる人々を相手に商売でひと儲けを企んで。

　そして、船乗り、海軍軍人を志して。

　国の全面的支援を受け、流れ込む人と資金。

　それを目当てに、更に流れ込む人と資金。

　食料が。日用品が。贅ぜい沢たく品ひんが。酒が。女が。

　ボーゼス伯爵領は急激に膨れ上がり、治安が悪化した。

　伯爵様は胃が痛む日々を送っているそうな……。

　それに対して、ヤマノ領は順調だ。

　漁船と網のおかげで漁獲高は激増、領境までの道が整備されたお陰で近隣の領地まで生魚を届けることが容易になり、各種加工製品は王都まで運ばれる。

　水アメは思ったより好評で、王都へも送っている。結構日ひ保もちするんだよね、水アメって。

　爆裂種のトウモロコシも、ようやく収穫。乾燥させて、王都に送らねば。

　これで、日本から運ぶ必要はなくなり、この世界での自給体制が整った。ひと安心だ。

　私がいないと存続できない事業に生計を委ねている人がいるって、心臓に悪いからねぇ。

　遊戯盤の製造はマイペースとし、無理な生産や、他の仕事を放置しての生産は禁止。

　干しシイタケも完成し、試食の結果も良好。今度の『正式な』王都行きに合わせて出荷予定。

　そして、遂ついに、紙の試作に成功！

　まだ書き心地に少し難があるけれど、それは徐々に向上させていけばいい。

　まだしばらくは試作を続けるけれど、ゴールが見えたも同然だ。

　……但し、雷コーンの容器にするには、まだ採算性が悪い。それに、袋にするためには接着剤が要るよね。何かいいものはないかなぁ。

　澱でん粉ぷん糊のりかなぁ、やっぱり……。

　ランディさんに、『クロスボウはもういいや。銃の製造の研究をお願い』と言った時には、製造中のクロスボウの部品を握り締めたまま崩れ落ちていたけど、今は鹵ろ獲かくした銃の研究に余念がない。

　ただ、再現にはどうしても強度に不安があるとか。鉄の組成の問題かな。

　滑腔銃でそれじゃあ、ライフル銃であるミニエー銃は難しい。より銃身内の圧力が高く、加圧時間も長く、銃身の負担や摩耗、劣化等が激しいのだから。

　まぁ、まだ時間は年単位である。船や艦砲よりはハードルが低いだろう。旋条ライフルを刻む技術は難しいかも知れないけれど、地球のミニエー銃ほどの画期的な性能にならなくてもいい。最悪、弾だけミニエー弾にするとか、火薬の量を減らして銃身の負担を少なくするとか……。

　同じ物を作ると技術力の差や国力の差が出るから、進んだ方式の採用によってその差を跳ね返すことさえできれば、そのうち徐々に技術力も上がってくるだろう。

　あれやこれやで、何とか領民の収入も増加して、それに伴って税収も増加。あとは製紙の本格生産と、農業改革の成果が収穫量として表れれば、一応の改革は完了かな。ボーゼス伯爵領への売り上げ増が期待できるし、帆船が稼働状態になって、貿易の利益の３分の１が転がり込んでくるようになれば……。

　あ、その分は、領主としての収入か、私の個人収入か、どっちだ？

　……領主としての防衛行動の結果だから、領地のもの、だろうなぁ……。

　と、まぁ、海軍景気で光と闇が入り交じって大混乱のボーゼス伯爵領、未み曾ぞ有うの危機ながら緒戦の大勝利に楽観視してお祭り騒ぎの王都、お金と繁栄の臭いに浮き足立つ王都以北の中小貴族領、私頼りでは万一の時にと危機感を募らせる良識派貴族達、そして他国との共同戦線をと外交のために私を引っ張り出したい王宮の面々と、激動の時代を迎えた王国であった。

　そんな中、届いた伯爵様からの伝言は……。

『次の社交シーズンは、とても王都に行く余裕はない。自分だけで行ってくれ』

　って……。

　よし、地球で注文した馬車も完成したことだし、御者の練習をして、自分で動かして行こう！

　いや、勿論、途中の大半を転移で飛ばしながらね。

　王都での御者役は、と……。
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「こらぁ！　お前達、やってくれたなぁ!!」

　そう言いつつ、首謀者と覚しき連中に梅干しの刑！

　木彫りの人形はいいけれど、髪の毛はないだろう、髪の毛は！

　気持ち悪いだろうが!!

　フィリップ君は恐縮して縮こまっているけれど、どうも首謀者らしくない。

　そういえば、この子は私を崇拝しているから、不敬なことはしないよね。

　ということは……。

　ふと見ると、眼を逸らす10歳前後の女の子。

　……あの、屋台の看板の図案を描いた、９歳の女の子だ。

　お前かあぁ！

　梅干しの刑に処したあと、騙だまし討うち禁止、売り上げの２割を徴収することを言い渡して、許してあげた。

　末恐ろしい子だよ、全く……。

　今度、ペッツさんに推挙しておいてやる！

　こんな子、孤児院に野放しにしておいちゃいけないよね！

　しかし、木彫りの人形、飛ぶように売れたって……。

　値段、これかよ！

　正気か、買った奴ら!!

　これなら、フィギュアや抱きまく……、考えるな、私いィ！

　ぜぇぜぇ……。

「で、誰か、王都にいる時に私の馬車の御者をやる気、ない？」

　摑つかみ合あいの大おお喧げん嘩かが始まっちゃったよ……。




　結局、交替要員を含めて、３人を御者要員にした。

　男の子ふたり、女の子ひとり。

　普段は孤児院に居て貰って、必要な時にはすぐにお店に来て貰う。馬車と馬も孤児院に預かって貰い、馬の世話は別途依頼料を払うことにした。その方が馬と仲良くなれるだろうし、御者役以外の子にも、何らかの勉強になりそうだからね。

　呼び出す方法？

　いや、私からの仕事待ちで、いつも２～３人がお店の周りでたむろしてるから……。

　今度私が王都に来るまでに御者の訓練をしておくようにと、お金を渡しておいた。馬の世話も任せるからね？　そっちの勉強もしておいてよ？

　院長先生は、怪しい木彫りの人形で莫ばく大だいな利益を得たからか、終始気味の悪い笑みを浮かべていた。

　……あなた、無私の聖職者だよね？

　ダークサイドに堕ちてないよね？
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　領地に戻って、考えた。

　伯爵様も行かないことだし、私も今回の社交シーズンは王都に行かなくて良くない？　どうせ王都は大騒ぎだし。

　……というわけにもいかないか。

　その『大騒ぎ』の張本人だし、王様達への報告や相談とか、色々あるしね。

「ミツハ様、遊戯盤の大会があるでしょう！」

　ミリアムさんから、そう指摘された。

　……完全に忘れてたよ。

「で、どれくらい参加すると思う？」

「現時点での遊戯盤の出荷数が、３万少々。予想参加数は、そのほぼ全部です」

「え……」

　呆ぼう然ぜん。

　呆然、サラダ油セット。

「なんじゃ、そりゃあぁぁ!!」

　ミリアムさんの推測によると、ヴァネル王国の船団の侵攻前までならば、参加者数の予測は87パーセント程度。

　侵攻後の今は、98パーセント、もしくはそれ以上。

「だって、今をときめく雷の姫巫女様とふたりきりで、色々とお話できたり、撫なで撫なでできたりするんですよ？　それに、姫巫女様の数時間の独占権を貴族や大商人に売れば、金貨何十枚、いえ、何百枚になると思いますか？　参加する権利がある者なら全員、駄目元で挑戦するに決まっているでしょう？」

　まずい！

　王都が大混乱に陥る！




　緊急会議開催。

　普通の人の考えを聞きたかったから、使用人全員を集めての会議である。

「……という状況です。誰か、打開策を思い付かないかな？」

「「「「…………」」」」

　みんな、呆あきれ果はてたという顔。

「ミツハ、それ、自業自得」

「コレットちゃん、それは充分分かってるから！　今は黙って、解決策を考えて。お願い！」

　みんな真剣に考えてくれているようだけど、良い案は何も浮かばないような……。

「あの……」

　お、奉公という名の下に売り飛ばされそうになっていたノエルちゃん、何かいい案が浮かんだの？

「あの、参加しない方が得、って思わせればいいんじゃないかと……」

　え？

「権利があるのに参加しない人には、何かが貰えるとか、いいことをして貰えるとか……」

　て、天才かッッ!!

「それだあっ！」

　その後しばらく会議を続け、普通の人に私がどのように思われているか、どのような物やサービスにどれくらいの価値や魅力を感じるかの意識調査を行い、その後、首脳陣だけの会議に切り替えた。

　参加者は、私、ミリアムさん、コレットちゃん、そして発案者のノエルちゃん。

「まず、参加者の受付において、ミツハさんの姿絵を渡して、遊戯盤の焼き印の一部を削ります。これによって、複数回の登録を排除。あとは、各自で適当に対戦相手を捕まえて対戦、勝った者が負けた者の姿絵を受け取る、と。

　その後、同じ対戦回数の者同士が戦い続け、どんどん姿絵の枚数を増やしてゆき、４回勝った者は、集めた16枚の単色の姿絵が、色付きの姿絵に交換できる、と」

　ミリアムさんの言葉に、コレットちゃんが続いた。

「うん、そうすれば、自分がそう強くないと思っている者の一部は、姿絵を失うのが惜しくて、登録しただけで棄権するよね。色付き姿絵を手に入れた者には、試合に使用できなくなるハンコを押すのと引き替えに、ミツハが握手してくれる、とか……」

　おお、さすがコレットちゃん、冴さえ渡わたる頭脳！

　幸いにも、まだ賞品の詳しい区分は公表していないから、変更可能だ。

　トーナメント戦での賞品区分がやりやすいように、３位と４位は同じもの、５～８位も同じものにした方がいいしね。３位決定戦や、５位から８位までの順位決めは、なしでいいか。どうせ、賞品は同じなんだから。

　握手はすぐ終わるから、試合数を減らすために安売りしよう。

　あとは、今までの貸しを盾にして、王様に見回りの兵を大勢出して貰って、揉もめ事ごとを防止、と。

　大量の印刷物は、リソグラフのプリントサービスを使えばいいか。

　リトグラフじゃないよ、リソグラフの方だよ。

　うんうん、何とかなりそうな気がしてきたよ。

　……お願い、何とかなって！
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　賞品の概略が決まった。

　１位　午後から一緒に散歩と買い物、ディナーまで。撫で撫で付き。

　２位　散歩と買い物、撫で撫で付き。

　３、４位　ランチ約１時間。撫で撫で付き。

　５～８位　ほっぺぷにぷに。撫で撫で付き。

　色付き姿絵（単色姿絵16枚相当）をハンコで無効化した者には、握手。




　なんじゃそりゃ～～!!

　ミリアムさん、コレットちゃん、ノエルちゃんの３人が、勝手に決めちゃったよ。

　みんな、それで充分満足するって。

　本当かなぁ……。

　しかし、握手や撫で撫ではともかく、『ほっぺぷにぷに』って何だよ、『ほっぺぷにぷに』って！　どこから湧いて出たんだよ、それ！　……って、コレットちゃんに決まってるか。コレットちゃん、自分がしたいことを提案してるだけだろ！

　さすがに、ほっぺぷにぷにとかは、家族でも小学生の時までしかやっとらんわ！

　……そりゃ、みっちゃん達には、高校の時もやられてたけどさ。

　しかし、それを、知らない人に……。

　でも、会議で正式に決まっちゃったし、今更ちゃぶ台返しをすると、みんなの士気に関わるよね。

　それに、『領の予算を使わず、大勢の客が釣れる、効果抜群の餌』としての条件を完璧に満たした他の賞品は、私には思い付かない。ぐぎぎ……。

　これも、領主としての仕事だ！　減るもんじゃなし、減るもんじゃなし……、ううぅ……。




　色付き姿絵をたくさん持ってきた者は……、そこまで行った者は最後まで挑戦するだろうから、交換条件は蹴るだろう、ということで、そのあたりにはもう引き換える物は準備しないことになった。

　あと、リソグラフは数種類作ることにした。全部同じじゃつまらないし、コレクター的要素も必要かな、と思って。

　ただの絵では有難味が少ないから、写真を使って、モドキ商品が作れないクオリティのものにする予定だ。

　衣装とカメラマンは、店長さんに頼もう。使えるモノは何でも使うよ。経費節減！

　あとで、余ったやつでリソグラフのフルコンプセットを組んで高値で売ろう。これは、私の個人収入でいいよね！
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　地球から、特注馬車を持ってきた。

　アルミ合金やチタンを使った、小型軽量で頑丈なやつだ。

　アルミ合金であるジュラルミンも、チタンも、共に航空機にも使われる素材で、軽い割には結構丈夫。車体に使うには最適だ。高くつくけどね。

　サスペンションは独立懸架式。部品数が多くて、これまた高くつくけど、操縦安定性がいいからね。もし故障したら地球に運んで修理するから、問題ない。私しか使わない一点物だから、こっちで修理できなくても構わないからね。

　馬車の両面には、あの孤児院の女の子がデザインしたマークがでかでかと描いてある。

　仕方ないんだよ、盗賊避けのためには！

　わざと盗賊を釣って退治、街道の安全を、って考え方もあるけれど、そうそう毎回荒事は嫌だし、弓矢で狙撃、とか崖の上から岩が、とかの危険性も皆無じゃないから、無用な危険は冒さないよ。

　それに、自領でならばともかく、他の貴族領でそんなボランティアはやってられないよ。領内の街道の治安維持は、そこの領主の仕事だからね。よそ様のお仕事に、部外者が勝手に手出ししちゃ駄目だからね。どうやら、うちやペッツさんのところの馬車は安全らしいし……。

　それに、悪徳領主が盗賊とグルだったりして、揉め事に巻き込まれるのも御免だし。

　王都へ出発する前に、子爵邸の者には何度も念を押した。

　ボーゼス家の関係者が来たら、私は王都へ行ったと言い張り、ずっと不在だと主張するように、と。

　決して、自領や周辺の他領を見みて廻まわり、金儲けのネタを探していると悟られてはならない、時々戻ってくるということも気付かれてはならない、と。

　そして、伯爵家の者が来ている時は、無線による定時連絡で必ず伝えるよう、執事のアントンさんに言い含めておいた。

　転移で戻る前には必ず無線で確認するし、街道に見張りも立てておく。

　これで何とか誤魔化せるだろう。

　全く、伯爵家対策だけで、えらい手間だよ……。

　まぁ、もしバレたとしても、それはそれでいいや。伯爵様本人には転移で往復できることをバラしちゃってるんだし。

　……イリス様にバレた時が少し、いや、かなり不安だけどね。
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　斯かくして、高性能の馬車にて王都へ出発。

　御者は私、乗客はなし。

　いや、みんなには猛反対されたよ。押し切ったけど。

　ヴィレムさんは、肩を竦すくめて苦笑いしてた。

　馬車には、干しシイタケと乾燥させた自領産の爆裂種トウモロコシ、商品見本としての試作の紙、そして孤児院へのおみやげ用の水アメが積んである。

　ペッツさんが運ぶ水アメはやや高額で売るから、孤児院の子供達が気軽に買えるようなものじゃないからね。まぁ、木彫りの人形で私の個人資産蓄積に貢献してくれたから、少しくらいはサービスしてあげようかと。この前、制裁を加えちゃったし。

　……文字通り、アメと鞭むちだね。

　馬車の操縦は、元捕虜の人達の中で馬車を扱える人に教わった。彼らも気分転換になるからか、喜んで教えてくれたよ。お礼に美味しい食べ物やウイスキーをあげたのも効いたかな。

　馬は、伯爵領から購入した。うちの領地には、数頭の農耕馬しかいなかったので。伯爵様が直々に選んでくれたらしく、立派な白馬。

『ミツハには、白馬が似合うからな』って……。照れるよ！

　名前は勿論、シルバー。

　さぁ、出発だ！

「ハイヨー、シルバー！」
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　ボーゼス伯爵領と王都間は馬車で一往復半しているから、経路上のどこへでも転移できる。でも、しばらくは普通に走ろう。

　馬車に慣れるため、というのもあるけれど、シルバーとお友達になりたいからね。

　それに、経路上の町にも何ヵ所か泊まろうと思っている。

　ヤマノ子爵は、どこの町にも立ち寄ったことがない、なんて噂が広まると困るからね。

　何ヵ所かに立ち寄って宿泊した実績があると、毎回は寄らなくても、ああ今回はこの町は飛ばして別の町に泊まったんだな、と思って貰えるからね。

　出発してしばらくは他の旅人に出会うこともなかったけれど、伯爵領と王都を結ぶ街道に合流してからは、多くの馬車や徒歩の旅人達に出会った。移動方向は、９割以上がボーゼス伯爵領へと向かう方向。まぁ、当たり前か……。

　私の馬車が珍しいのか、注目されまくり。

　まぁ、外見が少し珍しいだろうけれど、見ただけで材質や性能が分かるわけじゃないからね。この軽さと強度、そしてスプリングによる快適さは、乗ってみないと分からないだろうねぇ。

　見た目よりずっと軽いから、単騎で楽々牽ひいているシルバーが凄い馬に見えるのかも。

　……好奇の眼が、馬車やシルバーではなく私の方を見ているような気がするのは気のせいだ、多分。




　夕方、他の子爵領の街道町に到着。

　他の産業もあるだろうけれど、見た目は、街道を通る者から利益をあげる宿場町、という感じだ。

　行き止まりで先がないうちの領には縁のない話だね、チキショーめ！

　これでも一応貴族だから、あまり安い宿に泊まるのもアレかと思い、一番立派そうな宿に行くと、かなり混んでいた。ボーゼス伯爵領に行く人達のうち、お金に余裕のあるグループかな。

　こりゃ別の宿に行くか、と思っていたら、そこそこの立場らしき人がすっ飛んできた。

「これはこれは、ようこそお越し下さいました。すぐにお部屋に御案内致しますので……」

　番頭さんか大旦那さんかな？　一応、番頭さんだと思っておこう。

　どうやら私のことを知っている様子。

　まぁ、うちの領地から王都への経路上なんだから、いつか立ち寄るかも知れない貴族の情報くらいは持っているか、上級の宿屋なら。

　でも、あまり貴族らしくない格好なのに、よく分かったなぁ。姿絵でも出回っているのかな？　まるで指名手配犯だよ……。

　普通の馬車や荷馬車とかも同行していたりすると、この町は、うちの領地からの最初の宿泊地としては遠すぎる。でも、逆にうちやボーゼス伯爵領に行くなら、途中でもう一泊して昼頃に到着、というパターンなら、丁度いい位置なのかな。

「前に馬車が駐とめてあるから、馬の世話をお願い。よく面倒をみてやってね」

「はい、勿論でございます！　それで、お連れの方や御者の方は……」

「あ、御者、私です」

「は？」

「私が御者。連れはいません」

　さすがに想定外だったのか、ぽかんとする番頭さん。

　しかしさすがはプロ、ほんの数秒で立ち直り、他の者に馬車のことをてきぱきと指示してから、番頭さん直々に、部屋へと案内してくれた。

　まだそう遅くない時間だけど、次の町までは距離があるので、今日はここで宿泊。だから夕食までには少々時間がある。お湯でも貰って、身体を拭こうかな。

　あんまり毎回日本の自宅に戻ってお風呂にはいるのも、何だし。それじゃあ、旅の情緒も何も、あったもんじゃないからね。

　というわけで、お湯を持ってきて貰って、タオルで身体を拭ぬぐうべく服を脱いでいると、突然ドアが開けられた。

「姫み」

　パンパン！

　そりゃ撃つよね、服を脱いでいる女性の部屋へ、ノックも無しに、武装した知らない男が勝手にはいってきたら。それも、ちゃんと施錠しているはずの部屋へ、だ。

　いつも脇につけている護身用のＰＰＳは、脱いだ服と一緒にベッドの上に置いていたので、近くにあったバッグからベレッタ92Ｆを引っ張り出して使った。93Ｒはデカくて重いから、戦闘になる可能性が高い時以外はこっちを持ち歩いている。

　１発目はハーフコック、撃鉄を少しだけ起こした安全位置からの発射なので、引き金が前方に出ている上に重いため、手の小さな私では命中精度が下がるから、初弾の発射によって自動的に撃鉄が起きた状態の２発目で正確に相手の右肩を狙った。１発目は下手に心臓とかに当たるとアレだから、脚を狙った。

「ぎゃああぁ！」

　大声で悲鳴をあげながら、床に転げる侵入者の男。

　人が来る前にと、急いでベッドのシーツを引きはがして、身体に巻き付けた。

　下側じゃなく、掛けシーツの方ね。

「どうされました！」

　すぐに、宿の従業員や宿泊客達が集まってきた。

「身体を拭いていたら、武器を持った男がいきなり侵入してきました。すぐに兵士を呼んで下さい！」

　陽も落ちぬうちから未成年の少女を堂々と襲うとは何事か、と、怒った客達が男を押さえつけて、剣を取り上げた。数人の者は、町の衛兵を呼びに走っていった。

　いや、『陽も落ちぬうちから堂々と襲うとは何事か』って、陽が落ちてからこそこそと襲うのはええんかい！

「お、お待ち下さい！　お待ち下さい！」

　そこに、真っ青な顔をした番頭さんが、必死の形相で駆け寄ってきた。

「その方は、領主様のお使いです！　怪しい者ではありません！」

　あぁん？　何だって？

「怪しくないわけがないでしょうが！　女性が身体を拭いている時に、ノックも無しにいきなり侵入してきたんですよ、武器を持った男が！　大体、どうして鍵が開けられるんですか！　常習犯でしょうが!!」

「い、いえ、それは、もしドアの外から声を掛けて、ドアを開けても戴けずに領主様の御招待を断られでもしたら大変だから、どうしても直接顔を合わせてお話ししたいと頼まれまして、私が予備の鍵を……」

　青い顔で、そう言い訳をする番頭さん。

　しかし、そんな言い訳が通るものか！

「ええっ、では、宿の者が、本当かどうかも分からない武器を持った男の説明を鵜う吞のみにして、女性の部屋の鍵を勝手に渡して侵入の手引きをしたと？　本人の意思を無視して部屋に押し入るための手引きを？

　断られると困るから勝手に侵入するって、それ、無理矢理連れていこうとした、ってことですよね？　私が嫌がろうが、断ろうが。

　しかも、もし本当に領主の使いだとしても、私がここに泊まっていることを知るのが早過ぎますよね。ということは、宿の者が領主に情報を流したのですね？

　つまり、この宿では、客の情報を売って、女性の部屋の鍵を武器を持った男に渡して侵入の手引きをするのが当たり前の行為であると、堂々と宣言するわけですね？　そして、この行為には領主もグルである、と……」

　ようやく自分のしでかしたことの意味が分かったのか、へなへなとへたり込む番頭さん。




　やってきた衛兵さん達に事情を説明して、男を引き取って貰った。

　犯人の言い分が本当かどうか分からないから、説明は、事実のみを伝えた。『身体を拭いていたら、武器を持った男が合い鍵で侵入して近寄ってきたので、身を守るために、仕方なく反撃しました』と、正直に。

　大勢の客達に囲まれて着替えができるわけもなく、身体にシーツを巻き付けたままの私。多数の証人。剣を取り上げられ、取り押さえられた男。信じて貰えないという要素は皆無である。

　衛兵さんは、子供を狙った卑劣な手口、そしてその子供に返り討ちにされるというあまりの情けなさに、侮蔑の表情も露わに、男を連れていってくれた。

　男は、撃たれたことによるショックか、碌ろくに反論することもできずにガクガクと震えており、そのままずるずると引きずられていった。

　弾は、初弾は太ふと腿ももを掠り、２発目が狙い通り右肩を貫通。いや、いくら私でも、これだけ的が近ければ当たるよ。３メートルもなかったよ。２メートルちょい、ってとこかな？

　ま、どちらも太い血管を傷付けてはいないようなので、生命の危険もなく、ちゃんと治るだろう。

　宿の前に駐めてあったらしい迎えの馬車と執事っぽい人、その護衛らしき人達が何やら騒いでいるみたいだけど、私には関係ないよね。

「では、私はすぐに発たちますので」

「え……」

「当たり前でしょう。従業員が客を売るような危険な宿に泊まるくらいなら、野宿の方がよっぽど安全ですよ。

　今後、我がヤマノ子爵家の者がこの宿に泊まることは、二度とありません」




　ヤマノ子爵家……

　そういえば、さっきの音は雷の……

　姫巫女さま？

　姫巫女様を売ったのか、この宿！




　客達の間に、ざわざわと小声の会話が広がっていった。

「俺も発つぞ！」

「私達もだ！　すぐに精算してくれ！」

「我々も出るぞ。宿を替える！」

　次々にあがる、出立の声。

　どうやらみんな、この宿には関わりたくないらしいね。

「あなたが手引きして私の部屋に侵入した男が、ここの領主の手の者だというあなたの証言は、国王陛下にちゃんと伝えておきますね。

　では、失礼致します」




　日没近くになってからの急な出立ラッシュに、厩うまや番ばん達は大騒ぎになっていたけれど、他のお客さん達が譲ってくれたので、一番に出立できた。

　まぁ、一頭立ての小型馬車１台なので、大した手間でもなかっただろうしね。

　他のお客さん達は、この町の他の宿に移るのか、隣町まで移動するのか……。

　私が向かう王都方面は次の町まで少し遠いけれど、皆が行くボーゼス伯爵領方面ならば、比較的近くに次の町がある。

　私は勿論、転移を使ってさっさと移動するよ。

　陽が落ちてからの移動は、新米御者には危険だしね。

　今こそ、あのセリフを使う時だ。

『今使わずに、いつ使うのだ！』




　町から充分離れると、すぐに次の町の近くへと転移した。

　町にはいる頃には、そろそろ日没。

　今度は、普通の宿にしよう。

　町をゆっくりと進んでいて目に付いたのは、一軒の居酒屋兼宿屋。

　うんうん、典型的な『ザ・宿屋』って感じだね。

　君に決めた！




「部屋は空いてますか？　それと、馬車は預かって貰えます？」

　宿にはいってすぐのところにある受付カウンターに座っている、ここの娘さんらしき５～６歳の女の子に、そう尋ねた。

　いや、これでここの娘さんじゃなかったら、労働基準法違反だよ！

　多分、経営者夫妻は夕食の準備で手一杯なんだろう。

「はい、大丈夫ですよ～。

　お兄ちゃ～ん！」

　よかった、やっぱりここの娘さんらしい。

　少女に呼ばれて奥の方から出てきたのは、私と同じくらいの身長の少年。

　ということは、11歳くらいか……。

「お兄ちゃん、お客様の馬車をお願い」

「分かった」

　馬車を少年に任せ、女の子から部屋の鍵を受け取ると、そのまま食事を摂ることにした。馬車から持ってきた荷物は、空に近い水筒と、少々の身の回り品がはいった小さなバッグのみ。わざわざ部屋へ置きにいくほどの荷物じゃないから、持ったままでいいや。

　そして店で一番注文が多いという肉料理を頼み、ゆっくり食べていると……。

「……そして海の水はどんどん飲み干され、みるみるうちに海が干上がってゆき……」

　おや。どこかの父親が、子供にお話をしてあげているのかな。

　海水を飲み干す話、どこの神話にもあるよねぇ。北欧神話のトール神とか……、って、あれは飲み干し切れなかったか……。

「そして、多くの船が海水の引いた泥のなかに取り残されてしまったそうな……」

「ふ～ん、そうして敵の超巨大戦艦を捕まえたんだね、姫巫女様は！」

　ぶふおぉぉ～～っ!!

「汚ねぇなぁ、嬢ちゃん……」

「す、すみません……」

　隣のテーブルから、文句がきた。

　いや、すいません。

　……しかし、何ちゅーデマを撒まき散ちらしやがるんだ、いったい！

　赤くなった顔を隠すため、俯うつむき気味になって食事を続けていると、若い男が店にはいってきた。

　20代半ばくらいの、帽子を被り、小さなハープのようなものを手にしたその男性は、受付カウンターの女の子に軽く右手を挙げて挨拶すると、そのまま客席の前方へと歩いていった。

　どうやら、客ではないらしい。

　男は立ち止まると、帽子を取って逆さに置き、椅子に座って、手にした楽器らしきものをポロロンと弾き鳴らした。

　……ああ、お捻り目当ての吟遊詩人か音楽家か……。

「皆さん、聞いて下さい！

　かの雷の姫巫女様が、海の水を飲み干し、敵の超巨大戦艦を捕らえた時の物語を……」

「お前かあぁぁぁ～～っっ!!」

　気が付くと、静まり返った店内、椅子からずり落ちた吟遊詩人、そしてフォークを握り締めて立ち上がっている私……。

「ひ、姫巫女さま……？」

　し、しまったあぁ～～！




　その後、吟遊詩人には、あまり酷いデマを撒き散らさないようコッテリお灸きゆうを据えておいた。

　そうしたら、『稼ぎのネタが……』と嘆くので、仕方なく、王都絶対防衛戦の時のことを、この世界向けにアレンジして話してあげた。『重機１番、10時から２時、５秒で掃射。撃て！』とかは、単に『薙なぎ払はらえ！』とかに変えてね。

　あの時の最前線での会話や様子を詳しく知っている者は皆無なので、これで当分はメシのタネには困らないだろう。これで食くい繫つないでいる間に、次のお話を作ればいい。

　姫巫女様直々に伝えられた話に感動した吟遊詩人の男性は、涙を流して感謝していたけど、『姫巫女様から直接お聞きした話だと証明できるものを戴きたい』って言うから、一筆書いて、証明する書き付けを渡してあげた。

　さすがに、しっかりしてるねぇ。

　その後、一緒に私の話を聞いていたお客さん達が飲み物を奢おごってくれて、みんなで盛り上がった。

　お金に困っているわけじゃなくても、奢って貰うというのは嬉うれしいよね。自分のことを気に入ってくれているんだ、って実感できるから。

　調子に乗って、勧められるままにお酒を吞んだ。

　現地の法律に従うのが当然だから、いいんだよ！

　ふと気が付くと、宿の娘さんが私の膝にすっぽりと納まって、くすぐったそうに身をよじっていた。

　私は、いったいいつの間にこの子を撫で撫でしていたのだろうか……。




　うん、その時の私は、気付いていなかったんだ。

　話というものは、尾ヒレが付いて膨らんでいくものだということを。

　そして、吟遊詩人というものは、尾ヒレを付けて話を膨らませるのが仕事だということ、そんなのに証明書とかのお墨付きを与えたら、いったいどういうことになるのかということを。

　後日、原形無きまでに変貌した『姫巫女様がお語りになった、王都絶対防衛戦の真実。姫巫女様の自筆証明書付き』という触れ込みの演劇を観ることになった私は、特別招待席で、白目を剝むいて、口から魂をはみ出させていた。





＊　　　＊　　　






　翌朝、爽快な目覚めで朝を迎えた私は、朝食を摂るため１階へと向かった。

　すると、なぜか食事をしている人が少ない。

　あ～、皆さん、今日の出発時間は遅くなりそうですね～。

　そしてその後も時々転移を挟みながら順調に旅は続き、３泊４日にて王都に到着。

　まずは、そのまま孤児院へ直行した。




「姫巫女様、このトウモロコシ、質が悪いよ……」

　出たな、謀略少女！

「今回から、この、ヤマノ領産のになるよ。これからは、ずっとこれ」

「え？　今までのは？」

「あれは、私の母国産。船で運ぶと大赤字なんだよ。ヤマノ領で作れるようになるまでの繫ぎとして、今まで少し無理してたんだ。これからはうちも本当の黒字になるから、頑張って売ってね。袋も近々ヤマノ領製に替えるから、少し扱いづらくなるかも知れないけど……。

　その代わり、うちの母国から船が来なくなっても、コーンも袋も途切れる心配がなくなるからね。これからは、商人のペッツさんが定期的に運んでくれる予定だから」

「……わかった」

　さすがだなぁ、ちゃんと理解して納得するんだ。

　しかし、ここで悲しいお知らせが……。

「それでね、雷コーンの宣伝も充分できたし、うちの領地産の爆裂種トウモロコシの本格生産も始まったことだし、そろそろ雷コーンの一般販売を始めるからね」

「「「「え……」」」」

「そ、それって……」

「うん、商売敵がたきが湧いて出る、ってことだね」

「この前、『騙し討ちは禁止』って言ったじゃない！」

　顔を真っ赤にして激げつ昂こうする、謀略少女。

　う～ん、そう言われてもねぇ……。

「だって、最初から、屋台で売るのはうちの領地の特産物の宣伝のため、って説明してたでしょ？　うちの領地で生産した雷コーン、全部ここの屋台で売り切ってくれるの？」

「…………」

　膨れる少女に、その代わりペッツさんから材料を仕入れて売る普通のお店になるから、もう私に取り分を渡す必要はなくなることを伝えたが、逆に『ヤマノ子爵領直営店』の名を失う方が、これからの群雄割拠時代には痛手が大きい、と反論された。

　うわぁ、そこまで考えるんだぁ……。

　討議の結果、これからは直営店を名乗ることはできないが、直営店ではなくなったことをわざわざ言わなくても良い、看板は、直営店表示のはやめるが、盗賊避けマークの方の継続使用は可、元祖雷コーンの名乗りはＯＫ、私はもう経営には関わらないから儲けは全て孤児院のもの、等の約束が交わされ、子供達は渋々ながらもようやく頷うなずいてくれた。

　もう、街の人達には、雷コーン、イコール姫巫女様、イコール孤児院の屋台、という方程式が刷り込まれているから、名乗りはしなくとも他の後発組とは別扱いになるとは思うけどね。価格やその他で大きな差ができない限り。

　そして、価格においては圧倒的に有利なはず。

　何せ、仕入れはペッツさんから直接だし、利益は全て孤児院へ。つまり、人件費が事実上ゼロなんだから。

　あ、カセットコンロとガス、どうしよう。孤児院に売るか、回収して普通の薪まきで作らせるか……。ライバルができて売り上げが落ち着いたら、七輪のようなもので薪を使っても製造は間に合うだろうし……。

「ひ、ひめみこさま、もう来てくれないのぉ……」

　い、いかん、年少の子たちが泣き出しそうだ！

「そ、そんなことないよ！　雷コーンの味が落ちていないか、時々調べに来るからね！」

　こんなこともあろうかと、用意していたお土産の水アメで機嫌を取り、なんとか宥なだめて、孤児院から離脱！

　院長先生は、孤児院の経営が保てる収入さえ得られれば満足らしく、生臭い話は全部子供達に任せて……、って、それでいいのか、大人達!!





第二十九章　決　戦







　孤児院の次は、ベルントさんのお店、『楽らく園えん亭てい』へ。

「ベルントさん、これ使った料理出して、宣伝して下さい！」

「いつもの如く、唐突だねぇ、ミツハさん……」

　呆あきれ顔がおで調理場から出てくるベルントさんと、その後に続く娘さんのアリーナさん、料理人のアネル君。

「何だい、こりゃあ……。キノコか？　干してあるのか……」

　さすが料理人、シイタケは知らなくても、キノコそのものは知っていたか。

「すごく美お味いしいんですよ！　水で戻して、煮物とか最高ですよ。戻した水は、ダシとして旨味成分たっぷりです。とりあえず、今から水に浸けておいて、明日の料理に使いましょう！　明日、また来ますから！」

　そう言って、ひたひたの水に乾燥シイタケを浸けて、ぽかんとした顔のベルントさんやお客さん達を後に、さっさと離脱！

　今度こそ、王都における我が家、『雑貨屋ミツハ』に戻るよ！




「ミツハ姉様、遅～い！」

　……って、どこから情報仕入れてますか、サビーネちゃんは！

「とうさまが待ち兼ねてるよ。このまま王宮に行くからね！

　……って、なんか面白い馬車だね。作ったの？」

　そう言いながら、マウンテンバイクを馬車に積み込むサビーネちゃん。

　いや、それで併走すればいいのでは、って、聞いてませんか、そうですか……。

　珍しい馬車に乗る気満々ですか。

　孤児院の子の御者デビュー戦が、王女様を乗せて王宮行き、というのはあまりにも酷だから、仕方なく自分で御者を務めた。サビーネちゃんは試乗とばかりに車内に座り、中から大声で話しかけてくる。

「何々！　この馬車、凄い！　全然お尻に来ないじゃない！」

　まぁ、乗ればすぐに分かるよねぇ。

「これ、どこで作って……、あぁ、聞くまでもないよね……」

　うん、だから聞かないで。

「ねぇ、ミツハ姉様。今度、将棋で勝負……」

「誰がするかあぁ～～!!」

　いかん、ちょっと舐なめられ過ぎだ。一度ガツンとやって、ちょっとへこませてやらなきゃダメかなぁ……。




　王宮では、王様、宰相様、アイブリンガー侯爵様の、いつものメンバー、プラス数名。王太子のリオネル殿下、財務大臣、その他らしい。

　既に無線での概略報告やアイブリンガー侯爵様からの詳細報告が終わっているから、侯爵様の王都帰還までの話は必要ない。その後の状況や、これからの展望を中心に説明した。

「……というわけで、元捕虜だった者の大半は協力的です。まずは、彼らに教わって、拿だ捕ほした船と砲の操作を完全に習得、併行して船と砲の仕組みを学んで自力建造を目指します。

　真似るだけでは、技術力に劣る我が国では到底追いつけないので、優勢になる切り札として、榴りゆう弾だん、つまり爆発する弾たまを開発します」

　私の説明に、黙って頷うなずく王様達。

「船と武器だけ作っても、それはあくまでも一時凌しのぎです。もっと基礎的な科学力、技術力を養って、基本的な力を付けないと、そこから先の発展ができず、結局置いていかれます。とにかく、今は必死で追いつかないと……。

　一応、思ったより次の船団の来訪が早かった場合のための時間稼ぎとして、『調査船団がまたまた行方不明に』という方法がありますが……」

「「「え？」」」

「いえ、次の調査船団も、原因不明の理由で、また消息不明になるかも知れないですよね。『上陸した土地で友好的な現地人に積み込んで貰もらった水に問題があった』とか、『大歓迎を受けて安心していたら、深夜に船が奇襲された』とかいう不幸な事件があったりして……」

「「「「「…………」」」」」

　みんな、『コイツだけは敵に回したくない』とか思ってるんだろうな。

　……うるさいわ！

「あと、今度は他の国に上陸しようとするかも知れません。今回うちに来たのは、たまたま、でしょうからね。早急に、大陸中に警告する必要があります」

「うむ、難しいが、やるしかあるまいな。

　で、その、ミツハにも協力を頼みたいのだが……」

「仕方ないですね。各国への説得には、お供します」

「頼む。それと、言いにくいのだが、ミツハの母国には……」

　王様が言いたいことは分かるが、それはダメだ。

「駄目ですね。距離が遠過ぎますし、助ける利点がありません。貿易相手としては、遠過ぎる上に碌ろくな交易品がない。同盟国としては、大した戦力も影響力もない。私がたまたま住んでいるということ以外に、母国がこの国に興味を示すことはありません。

　逆に、私が早死にすると、『ミツハを酷使して死なせた国』と認定されて、悪い意味で『興味を持つ』可能性はありますけどね。関わらない方が無難です」

　がっくりと項うな垂だれる、王様と宰相様達。

「とにかく、絶対に戦争になると決まったわけではありません。

　……いや、今現在、形式上は戦争中なのですが、それは『ただの奴隷商人が身分を詐称したための、不幸な行き違い』として、なかったことにもできるはずです。

　但し、それは相手国が我が国を『簡単に蹴散らせる弱小国』と侮らず、対等の相手と認めた場合だけですけどね」




　それから、造船所が完成したら最初に造る試作の小型船の話、その次に造る正式な軍艦の建造方針等、様々な相談、提案を行い、話も一段落した後。

「そうだ、王様、今までの貸しが結構貯たまってますよね。ちょっと返して欲しいんですけど」

「ど、どのような事なのだ？」

　ちょっとビクついている王様。

「実は、決戦の日に、大勢の兵士を貸して戴きたいんですよ……」

「え、それは当然のことであろう？　船の乗員も、陸上兵力も、全力で支援するぞ？」

「ああ、そっちじゃなくて、王都での決戦ですよ。ほら、リバーシと将棋の大会。あれの参加者が多過ぎて、大変なことになっちゃいそうで……。

　すみません、２～３日、王都の機能が麻ま痺ひするかも知れません」

「え……」




　大会の警備員も無事確保できた。これでひと安心。

　あ、思い出したので、王都への旅の途中にあったことを言っておいた。

　王様に伝える、と言ったのだから、約束は守らないとね。

　但し、あれはあくまでも家臣の暴走であり、領主がおかしな指示を出したとは思っていないと言っておいた。悪いのは、鍵を渡した宿の者だと。

　多分、本当に、私を招いて歓談をしたかっただけなのだろう。

　肌を見られて逆上していたから冷たくあしらったけど、侵入した奴はともかく、領主には少し気の毒だったかな……。

　もしかすると謝罪のために私を追ってきていたかも知れないけど、転移しちゃったからなぁ。

　もし後日謝罪があれば、快く受けてあげよう。

　わざわざ王様に話したのは、あの時の客達から話が広まって、貴族や王様の耳にはいった場合、あそこの領主が責められないようにだ。決して、言いつけて嫌がらせをするためなんかじゃないよ。

　あそこも、うちと王都を結ぶルート上にある領地なのだから、これから仲良くやらなくちゃ。

　でも、今回の事を少し引け目に感じて、何かの交渉で譲歩してくれれば儲もうけ物ものだなぁ。街道整備でもお願いしてみようかな。





＊　　　＊　　　






　そして翌日。

『楽園亭』で、シイタケを使った料理の数々を披露した。

　ベルントさん始め、みんなから絶賛！　すぐにシイタケ料理の試作が始まった。

　これで、次回からはペッツさんの荷馬車での定期輸送が確定だ。ここでシイタケ料理を食べた他店の料理人達が、シイタケを売っているのを知ったら、買わないわけがない。あちこちの料理店で食べられるようになれば、そのうち、ご家庭の主婦の皆さんにも浸透するだろう。

　……で、なんでここに居るのかなぁ、アデレートちゃんのところの料理長、マルセルさん……。




　そして、次は傭よう兵へいギルドへ。

　大会の日の手伝いに、手空きの新米傭兵を雇おうと思ったのだけど……。

「人が集まらない？　この日だけ？　じゃあ、日を変えれば……」

「その日に、人が集まらなくなります」

「ええっ、どうして！」

　私が依頼を出そうとすると、受付嬢からその日は難しいだろう、と言われて、じゃあ日を変えようかと思ったら、やっぱり駄目だと。

　どうして私が指定した日が次々駄目になるの！

「それは、傭兵の大半がその大会に参加するからですよ。だから、いくら開催日を変更しようとしても、必ずその日は人が集まらなくなります」

　なるほど、納得した！　そりゃそうだよね！

　はぁ……。

　どうしよう。





＊　　　＊　　　






　昨日の今日で、孤児院へ。

　用件は、大会の日の手伝いの依頼。

「う～ん、大会の日は稼ぎ時だから、総員態勢で雷いかずちコーンを売りまくろうと思ってるんだよね……」

　謀略少女が言うには、鍋を御近所さんから借りて流れ作業で大量生産、孤児院総出で売り歩こうと考えているらしい。独占体制が崩れる前の、最後の荒稼ぎ、とか。

　もう、本当に、この子は！

　さっさとペッツさんのところへ行っちゃいなよ！

　それでも私がどうしてもと頼めば受けてくれただろうけど、必死で考えたであろう作戦を邪魔したくなかったので、頑張るようにと言って引き揚げた。




「「「「お帰りなさいませ、お嬢様」」」」

　うん、次に来たのは、ここだ。

　ボーゼス伯爵一家が王都に来ない今、ここの使用人達はそう忙しくはないはず！

「助けて、ルーファスさぁん!!」

　……助けてくれた。さすが、伯爵家王都邸の執事！

　２日間に亘わたる大会の当日、最低限の警備の者を残し、使用人総出で手伝ってくれるとのこと。

　更に、メイド繫つながりか『楽園亭』からのマルセルさん経由か、アデレートちゃんのおうち、ライナー子爵家からも使用人が来てくれるとか。

　あれだね、主人公のピンチに、昔の戦友たちが各地から駆けつけてくれる、ってやつだよね！

　よぉし、やるぞぉ！




　大会の日は、王宮の行事や他のイベント、その他諸々の支障がないことを確認し、各部の了承や根回しも終え、２週間後に決定した。遠くから来る人もいるかも知れないから、日数には余裕を見ておかないとね。

　すぐに告知の張り紙をし、他の町にも正確に伝わるように、チラシを作って配布した。

　単色の姿絵、フルカラーの姿絵共に、原版は作成済み。いつでも印刷できる。

　あとは……、あれ、あんまりないぞ？

　大変なのは、当日の受付や姿絵の交換作業とかだよね。警備は王様の兵士に丸投げだし、蠱こ毒どく……げふんげふん、勝ち抜き戦は、初日は各自で相手を探して勝手に勝ち進んで貰うので、手間はかからない。

　２日目は、生き残りも少なくなるし、さすがに管理が必要だろうから、ちゃんとトーナメント表を作る。

　この蠱毒で最後まで生き残った者が、私と美味しい料理を食べることができる。まさに、蠱毒のグル……、いえ、何でもありません。




　大会は、２日間に亘り開催する。

　リバーシは初日８回戦、２日目７回戦の、計15回戦となる予定。これで、最大３万２７６８名まで対処できる。実際にはこれより減るだろうけど、たとえ半分になったとしても、１回戦減るだけなので、時間的には大して変わらない。

　ただ、第１回戦の時に、街中で１万６０００組の試合が同時に行われるのが怖過ぎるので、その数をなるべく減らしたい、というのが姿絵計画の目的だ。人数が中途半端になった場合には、臨機応変に対応。

　何か、試合時間より、相手を探すのに時間がかかりそうな気がするなぁ……。

　２日目は人数が激減しているからこっちで管理できるけど、初日は無理だ、絶対。なんとか自分達で頑張って貰おう。

　一応、広場には夜通し灯あかりを灯ともす予定だけどね。

　将棋は、まだ競技人口が少ないから、初日４回戦、２日目が３回戦。

　試合回数は少ないけど、リバーシより時間がかかるからね。

　こっちは、スムーズにいくと思う。長考という習慣がないからね、ここには。

　あ、賞品は、リバーシと将棋、それぞれ別に授与される。１位から８位までが２組あるということね。

　つまり私は、ディナーを２回、散歩と買い物４回、ランチを４回、ほっぺぷにぷにを８回、そしてそれら全てに含まれている撫なで撫なでを16回されるわけですね。

　……頭、禿はげるんじゃなかろうか。

　あ、自動回復があるから、大丈夫か。

　そしてボーゼス邸とライナー邸に行って当日の手順や注意事項を説明したり、各部の予定に変更がないか等を確認したりしているうちに、日はどんどん過ぎていった。





＊　　　＊　　　






「みんな～～！　ミツハ姉様を撫で撫でしたいかぁ～～!!」

「「「「「おおおおお～～っ!!」」」」」

　……いかん、司会の人選を誤ったか。

　広場で一番大きな木の上に取り付けられたスピーカーから流れるサビーネちゃんの声に、頭を抱えた。
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　いや、最初は私がやるつもりだったんだよ。そうしたら、サビーネちゃんが『賞品である姉様がそんな雑事をやってはダメ！　賞品は賞品らしく、ひな壇の上でどっしり構えていないと！』って言って、自分がやるから、って……。

　その後は、ちゃんと注意事項の原稿を読んで真面目にやってくれたサビーネちゃんは、最後に大きな声で宣言した。

『第１回遊戯盤大会、始めぇ～～!!』

　いや、第２回をやる予定はないよ、言っとくけど。




　大会参加者は、一斉に対戦相手を求めて動き始めた。

　近くにいる者に挑む者もいれば、なるべく弱そうな相手を求めて、子供がいる方へと駆けていく者もいる。……サビーネちゃんのような子に当たるが良い！

　受付は、考え直して、５日前から開始した。

　参加チケットである単色の姿絵を渡して、代わりに遊戯盤に付いている子爵家の焼き印の特定部分を削る。

　こんなの、当日の朝にやってたら、こなせるわけがないよ、考えたら。

　メイド軍団30人でやっても、ひとりあたり１０００人分。

　何時間かかるんだよ………。

　それで、考え直して、事前にやっておくことにしたのである。まぁ、正解だろう。

　試合が始まると、一時的に暇になった。

　私が見みて廻まわると混乱が起きるし、参加者が勝負に集中できないから、見て廻るの禁止、とサビーネちゃんに言い渡され、他の人達もそれに賛同したため、主催者席というかひな壇というか、ここから動けないのだ。

　暇だから、考え事でもしていよう。




　この世界に初めて来てから、そろそろ１年近くになる。

　何度か死にそうになったり、お世話になった人、お世話してあげた人達が段々と増えて、今ではこっちの世界が私の居場所になっちゃってる。

　地球には、家の維持管理と私の健在証明、物資の買い込みくらいしか行ってないよ。友人達も、進学や就職で都会に行っちゃってるし。

　もう、地球の各国への説明通り、私はこっちの人になっちゃっていいんじゃないかな？

　でも、両親が残してくれた家を無くすのも何だしなぁ……。

　それと、もし私が本当に歳を取らないなら、そのうち日本では暮らせなくなる。あと10年も経てば、老け顔メイクでも誤魔化せなくなるだろう。

　その時には、自宅を処分して、国外に移住したことにするか……。

　友人達とはメールで連絡できるし、更に20年くらい経ったら、私の娘の振りをして、みんなの様子を見て廻るのも良いかも知れないな。

『うわぁ、ミツハそっくり～！』とか言われたりして……。

　そのうち隊長さんに頼んで、いくつかの国の国籍を用意して貰おう。そういうのに緩い国はたくさんあるだろう。お金さえ払えば、市民権だろうが博士号だろうが、何でも買えるのだから。

　そして、世界各地にセーフハウスをいくつか用意して、何があっても良いように、たくさんの身分と住処すみかを準備しておこう。

　ある時は、エルフの血を引いた、長命の異世界の王女。

　ある時は、スイスの田舎町で武器のコレクションを手入れしながらのんびり暮らす、平凡な少女。

　またある時は、南国の無人島を所有して、秘密基地から世界を見守るレスキュー少女。

　しかして、その実体はッッ!!

「姉様、妄想タイム、まだしばらく続きそう？」

　う、うるさいわ!!





第三十章　ケセラセラ！







「姉様、お客さんだよ」

　サビーネちゃんの横に、三十歳くらいの男性が立っていた。

「お初にお目にかかります、私、紋章院のユンブロ男爵と申します」

「……紋章院？」

　何の用だろう。心当たりが無いなぁ。

「はい、ヤマノ子爵様が紋章をお決めになられた御様子なのになかなか登録に来られませんので、姫ひめ巫み女こ様への感謝の気持ちとしまして、今回はこちらで代行して手続きをしておきました。その御報告にと……」

「あ、それはどうもありがとうございます。お手数をおかけしました……。

　サビーネちゃん、色付きの姿絵１枚ずつ、無効印押して持ってきて！」

「うん、分かった！」

　サビーネちゃんは、受付の方へ駆けていった。

　……しかし、紋章？　何のことだ？

「あの、紋章って……」

「おお、これを先にお渡しすべきでしたね。登録証明書です」

　そう言いながら男爵が渡してくれた羊皮紙に描いてある図柄は……。

　うん、アレだ。

　孤児院の女の子、コードネーム『謀略少女』が描いた、アレ。

　盗賊避けの、アレ。

　これが、正式にヤマノ子爵家の紋章になっちゃったの？

　子々孫々、ヤマノ子爵家が存続する限り？

　……がっくし。

　紋章院のユンブロ男爵は、サビーネちゃんが持ってきてくれた姿絵一ひと揃そろいを見て大喜び、何度も礼を言って、頰ほおを赤くして帰っていった。

　姿絵の中には、ウェディングドレスバージョンとか、メイド服バージョンとかもあるんだよね。うん、誰かさんのせいで。




　８回勝った者、対戦相手が見つからない者は本部前に来るよう指示してあったが、夕方頃からポツポツと人が来始めた。

　早い者は、既に８回勝ったらしい。その人達は名前を確認して、翌日用のトーナメント表に記載する。人数が合わず半端になった者は、対戦回数を合わせるために、本部にいる私以外の者を誰か指名して戦うようにした。

　あ、今、中年の男性が指名したライナー家の若いメイドさん、最初に入荷した６００セットのひとつを手に入れた子だよ。むちゃくちゃ強いのに……。

　ふふふ、罠わなにかかったな！　お前が幼女だと思って指名したのは、『負け知らずのサビーネ』だよ！　男らしくない奴を嵌はめるために、サビーネちゃんを配置しておいたんだよ！　ふはははは！

　あ、お手伝いのために参加を断念してくれた使用人のみんなには、５～８位への賞品と同じことをお礼にすることになっている。

　本当に、頭禿はげない……、あ、禿げても完全に治るんだ、忘れてた！

　安心したぁ……。




「将棋で４回勝ちました。登録はここですか」

　な、何でここに居るんですか、イリス様……。

　え、忙しいのは伯爵様だけだから、伯爵様を置いてきましたか、そうですか……。

　平民の機会を奪うなと伯爵様に言われたので、参加者の大半が貴族である将棋で勝負に来ましたか。

　アレクシス様とテオドール様は将棋で、ベアトリスちゃんはリバーシで参戦したけど、既に敗退したとか。なむなむ。

　あとで無効印を押した姿絵でもあげよう。御贈答品になっちゃったね、フルカラー姿絵。




　日没からかなり経って、ようやく本日の戦いは終了した。

　しかし、私達の戦いはこれからだ！

　明日のためのトーナメント表を完成させなきゃならないし、その他色々、雑務を片付けなきゃ。

　しかし、最初の単色姿絵は、使用せず試合を棄権する者がそれなりにいたんだけど、色付き姿絵を無効化して握手、って者は全くいなかった。

　４回勝てた者は、己の力を信じて上を目指したわけね。うん、その志は立派だと思う。

　よし、あとで色付き姿絵を売ろう。

　無効化した者がいたら、『ええっ、後で買えるなら権利放棄しなかったのに！』って文句が出たかも知れないけど、誰も無効化して保存という道を選ばなかったからね。それならば、色付き姿絵はただ単にチケット代わり、『単色姿絵では枚数が増えて面倒なので、単色姿絵16枚分に代えたチケット』に過ぎない。後で売っても文句は出ないだろう。というか、文句は聞かない。

　これは、領の収入じゃなく、私の個人資産行きでいいよね。

　あ、そうそう、賞品の権利を他者に売ったり譲ったりするのは禁止した。あの賞品って、そういうものじゃないからね。





＊　　　＊　　　






　そして大会２日目、最終日。

　昨日の３万人以上に較くらべ、今日はリバーシと将棋の両方を合わせても、競技者数は１３６人しかいないはずなのに、人出は初日とほぼ変わらない。

　昨日の敗者は、全員そのまま観客になったか……。

　そんなに大勢いても、見えないでしょうが……。

　そして広場は最初から熱気が渦巻き、競技者達の眼は血走っている。

　昨夜ちゃんと寝たの、キミタチ。




　試合は白熱した。特に将棋は、準決勝でイリス様が宰相様に接戦の末に敗れ、宰相様に駒を投げつけるという暴挙に出て、会場は大盛り上がり。

　決勝戦では、私が知らないどこかの伯爵に宰相様が辛勝、優勝者に。

　リバーシは、最後の数手で大逆転、ということが珍しくないため、見ていて最後まで気を抜けない勝負が続いた。

　斯かくして、２日間に亘わたる王都での戦いは終わり、私は、ようやくギリギリで始業式までに夏休みの宿題を終えた小学生のような安あん堵ど感かんに包まれた。

　終わったぁ～。

　無事、終わったぁ～。

　もう、おかしな大会は企画しないよ！





＊　　　＊　　　






　遊戯盤大会から数日が経ち、王都も平常の落ち着きを取り戻した。

　王都での私の扱いは、心配していたほど大きく変わったわけではなかった。

　元々救国の英雄だったからかな？

　90度のお湯に90度のお湯を足しても、やっぱり90度のお湯のまま、って感じ？　ちょっと違うか……。

　とにかく、侵略してきた国への対処、という点では、色々な政策や新規事業が立ち上がり、王都は戦争景気に沸いてはいたけれど、何か、危機感がない。

　何かあれば、また私が何とかすると思っているのかな。

　それじゃ駄目だ。

　でも、普通の人々が危機感を募らせて、毎日蒼あおい顔をして暮らしたからといって、どうなるものでもないだろう。それなら、何も心配せずに、幸せに暮らしていた方が良いのかな？　心配するのは、王様や貴族達に任せておけば良いか。

　ノブレス・オブリージュ、『高貴なる者の義務』ってやつ？

　私も、貴族のひとりとして、少しは『心配組』に参加して、案を出すとするか。

　砲弾の信管は、甲板上の人間や帆を狙う榴りゆう散さん弾だんには導火線式の時限信管、船体狙いの榴弾には着発信管かな。

　船は、大きさよりも速度と防御力を重視しよう。

　設計図や模型が手に入りやすくて高速の、カティサークかサーモピレーをスケールダウンして、装甲板を付けるか？

　それとも、現物があり模倣しやすい拿だ捕ほ船せんのデッドコピーで、砲弾と装甲板の優位だけで力押しか？

　いやいや、何も、全部私が決めることはないだろう。選択肢は示しても、防御力重視か攻撃力重視か、性能を犠牲にしても大型船にするか建造しやすく小回りの利く小型船にするか、それらの決定は当事者達に任せればいい。何も、私が全部背負う必要はないだろう。

　私が今ここに居るのは、偶然だ。

　あの時、奇跡が起こらず、崖から落ちて死んでいたら。

　最初に出会った貴族がボーゼス伯爵様ではなく、悪徳貴族だったら。

　私がこの国を出て、他国に行っていたら。

　どれかひとつでも歯車が嚙かみ合あっていなければ、帝国の侵攻、ドラゴン、そして今回のヴァネル王国の侵略、それらの前に、この国の今の姿はなかっただろう。

　私が居て、力を貸せる範囲であれば、協力する。お世話になった人達、仲良くなった人達を護りたいから。

　でも、何でも自分がやらなくちゃならない、自分が国の命運を左右するのだ、と思うのは傲慢だ。

　私がいなくても世界は廻まわるし、たとえ戦争に負けても、人々は逞たくましく生きてゆくだろう。




　ケセラセラ。

　なるようになる。

　投げやりな言葉のようにも聞こえるけれど、この言葉の意味は、そうじゃない。

　くよくよ考えないで、自分の意志で、自分の信念に基づいて前向きな気持ちで進んでいけば、世界は、未来はそれなりの結果となって姿を見せてくれる。

　なるようになるんだよ、という、のんきで優しい言葉。

　私も、もっとのんびりいこう。

　領地、王都、この国、周辺諸国。そして地球の各国のことも。

　気楽にいこう。

　初志を忘れちゃいけない。

　私の初志は何だった？

　そう、老後の資金を貯ためて、のんびり暮らすこと。

　何か揉もめ事ごとが起こったら、転移でさっさと逃げ出すこと。

　名前を変えて他の国へ。

　いや、今まで地球とここにしか転移していないけど、他の世界へも行けるんだよね、考えてみたら。一応、宇宙服を着てから転移した方が良さそうな気がするけど。




　色々と考えながら歩いていると、ペッツさんと出会った。

「あ、ペッツさん、こんにちは。あの子、どうでした？」

「いやぁ、驚きましたよ。絶対、良い……、凄い商人になりますよ、あの子は！」

　いや、なぜ言い直したの？

「住み込みでもいいと言ったのですが、孤児院が心配だから、当分の間は孤児院から通うとのことで……」

　９歳児に心配される、孤児院の運営者達！　しっかりしてよ、いやホント。

「あ、ペッツさん、うちのお店で売っている、しゃんぷー、りんす、その他諸々、ペッツさんのお店で扱う気、ありません？」

「ええっ、いいんですか！　そりゃ、願ってもないことですが。確実に売れて、それを買いに来たお客さんがついでに他の物も買ってくれるという、集客効果抜群の商品ですからね。

　しかし、どうしてまた……」

　ペッツさんが疑問に思うのも当たり前か。

「うん、忙しくてなかなか店を開けられないから、お客さんに迷惑かなと思ってね。お店はやめて、あそこはヤマノ子爵家王都邸、ってことにしようかと。収入の目処も立ったから、少し楽になりたくて……」

　私の言葉に、納得してくれるペッツさん。

　いや、ほんと、少し手を広げすぎたよ。

　あと、シャンプーは現地生産に切り替えたいな。今度調べておこう。

「収入といえば、委託されました姿絵、凄い売れ行きですよ！　これで、ミツハさんのことは周辺諸国にも知れ渡りますね」

「え？」

「いえ、ミツハさんの姿絵が近隣の国々にも知れ渡る、と……」

　ぎゃああぁ～～!!

　お金に目が眩くらんで、気が付かなかったぁ！

　写真もテレビも無いから安心、って思っていたのに、なんで自分で写真の印刷物をバラ撒まくのかな？　馬鹿なの？　馬鹿ですか、そうですか。




「あれ、姉様、どうしてこんなところでしゃがみ込んでるの？」

「あ、姫巫女様！　丁度良かった、実は姿絵の件で、お願いしたい事が……」

「ミツハ、３位の賞品のランチの件ですが……」

　ああああぁ～！

　でもいいや、少なくともあと数年は、穏やかな日々が過ごせるだろう。

　その後は？




　ケセラセラ！





書き下ろし　ベアトリスちゃんと私







「ミツハ、お店に行くわよ！」

「な、何を突然……、って、ベアトリスちゃん？」

　雑貨屋ミツハに、突然やってきたベアトリスちゃん。

「突然も何も、ずっと前から約束していたでしょ、『王都に行ったら、美お味いしいお店を教えてあげる』って……」

　おお、確かに、そんな話が……。

　あれは、私が初めてボーゼス伯爵家領地邸へ押し掛けて、王都へ向けて出発する時だったかな。覚えていてくれたんだ、ベアトリスちゃん……。

「うん、確かに約束したよね！」

　ここのところ、サビーネちゃん以外の子と話していない。他は、みんな大人の人ばかりで、それも、仕事とか、おかしな下心がありそうな人達が多くて、ちょっと心が荒すさみそうだ。よし、今日は店を閉めて、ベアトリスちゃんと遊ぼう！

「うん、じゃあ、すぐ店を閉めて着替えるから、ちょっと待っててね、ベアトリスちゃん！」

　さすがに、店員服では出掛けられない。ちゃんと着替えないとね！

「『ちゃん』て言わないでよ！」

　ああ、確か前にもそう言っていたなぁ、ベアトリスちゃん。

　でも、５歳も年下の女の子を、『ちゃん』以外で、どう呼べば……。

　それに、初めて会ったときは、私のことを『ミツハちゃん』って呼んでいたのに、いつの間に呼び捨てに？　う～む……。

　まぁ、ベアトリスちゃんは私の方が年下だと思っているようだし、私もそれを否定するつもりはない。……でないと、伯爵様にしがみついて大泣きしたのが18歳、この国では成人してから３年以上も経った大の大人だということが露見してしまうし、子供だからと見逃されてきた、アレやアレや、アレとかの、様々なことががが！

　そして最大の問題点が、アレである。

　18歳である私は、身長が１５２センチ。そして、13歳であるベアトリスちゃんは、私より10センチは高い。

　それはまだいい。ベアトリスちゃんは欧米系の人種だし、個人差というものがあるし、私が日本人の平均より少し小柄なだけだ。それは、まだいいのだ。

　問題は、アレである。

　む、むむむ、胸が。

　胸が、ベアトリスちゃんが最低でもＣはあるというのに、わ、私は、Ａで……。

　いや、日本人だから！　ベアトリスちゃん、欧米系！　私、日本人！　18歳なら、24パーセントはＡかＡＡだ、まだ私より下がいる！　まだ、慌てるような時間じゃない!!

　はぁはぁはぁ……。

　と、とにかく、そういうわけで、この状態で『私の方が年上』だと公言するのは、いささかマズいのである。世間体というか、憐あわれみの視線が痛いというか、そういう方面の問題で。




　……話が逸れた。

　ベアトリスちゃんを何て呼ぶか、ってことだった。う～む……。

「……『ベアトリスちゃん』で！」

「え～……」

　不満そうなベアトリスちゃんを押し切って、強行！　ベアトリスちゃんは、『お姉さま』とか呼ばせたかったみたいだけど、それはない！　リリアン女学園じゃあるまいし……、って、私、サビーネちゃんにそう呼ばれてるよ！　深く考えたことがなかったけど！　うむむ……。

　そして、『まぁ、「ベアトリスお姉ちゃん」の略だと思えばいいか……』とか言っている巨乳少女のことは、スルーしよう。




　そして、着替え終わって店に鍵を掛けて、ふたりでお出掛け。

「イケてる女の子が行くのは、まずは甘味屋よね！」

　何がイケてるのかは分からないけれど、ベアトリスちゃんのその意見には賛成だ。

　考えてみると、こっちの世界では甘味屋に行ったことがなかった。食べ物は自分で作るか、日本で買ってくるかだし、一緒に食べに行く同年代の友人もいなかったし……。

　サビーネちゃん？　王女様であるサビーネちゃんにはあんまり変な物を食べさせるわけにはいかないから、私が用意したものか、馴な染じみの店にしか連れて行かない……というか、そもそも、私がそういう店を知らないじゃん！

　……そして、あったのか、この世界に甘味屋って!!

「ここよ」

　……あったらしい。

　ふむふむ、甘味屋とはいっても、別に甘いお菓子しか置いていないというわけではないらしい。日本の甘味処どころやスイーツ店とは違うのか。

　……って、そんなに甘いお菓子が豊富なわけじゃないよね、この世界、というか、少なくとも、この辺りの国では。贅ぜい沢たくな甘いお菓子は貴族や金持ち専用か、それともまだあまりそういうのは普及していないのか。

　とにかく、この店はお菓子を置いているけれど、普通の食事や軽食、小腹満たしのおやつ程度のものも置いてある。そして、その全てが馬鹿高い。大体のものは、１皿で銀貨数枚。到底それだけで空腹が満たせるとは思えない量で。これ１皿で足りるのは、３歳児以下だけだろう。あまりの大食いのために『欠食児童』の名をほしいままにした、この私が断言する！

「…………」

　お品書きを見て固まっている私に、ベアトリスちゃんが呆あきれ顔がお。

「ミツハ、たくさん稼いでいるくせに、みみっちいよ！　みっともなくて恥ずかしいから、そんなにお品書きを握り締めてぷるぷる震えないでよ！」

　いや、支払うお金がないわけでも、生活に困っているわけでもない。でも、日本で食べれば数百円でもっと量があって美味しいよね～、とか、３皿食べれば小金貨１枚超えそうだな～、それだけあればケーキバイキングに３回は行けるよね～、とか考えると、手を出す気になれないのだ。……人、それを『貧乏性』と呼ぶ……。




「も～、今日は私が奢おごるから、値段は気にしないで、好きなだけ食べてよ！」

　いやいや、５歳も年下の女の子に奢らせるなど、日本人としての矜きよう持じに関わる！

「年下なんだから、遠慮しないでよ！」

　……そうですよね～。ベアトリスちゃんからすれば、年下の女の子に奢るのは不自然でも何でもないよね～。この店の客層からして、年下の者と割り勘にして支払っている者なんかひとりもいないよね～……。

「……ご馳ち走そうになります……」




　そして始まる、ガールズトーク！

「そういうわけで、ユイシュタイナー子爵家の三男が、シェリレナちゃんにちょっかいをかけたのよ。それに腹を立てたファリーが、そいつを嵌はめるべく、『ソサエティー』のみんなに根回ししてね……」

「コーディアル伯爵家の長男エルンバストを落とすべく、レイフィアが使った搦からめ手ての作戦というのがね、そりゃもう、えげつなくて……」

　ぎゃあああああ～～！

　ベアトリスちゃん、あなた、まだ13歳だよね！

　貴族の女の子って、みんなこんなに早熟なのおおぉ!!

　あ、10歳未満で婚約、15歳の成人と同時に結婚、とかいうのも普通にある貴族の女の子にとって、13歳というのは激戦区真まっ只ただ中なかですか、そうですか……。

　いや、私がベアトリスちゃんとのひとときに求めていたのは、こんなドロドロで殺伐とした会話じゃないよ！　ほら、あるでしょ、もっとふわふわぽわぽわとした、女の子らしい会話が！　キャッキャウフフ、とかいうのが!!

「そして、セスタリアったら、婚約者がいるのに、エイリッシュ様と……」

　やぁ～めぇ～てえぇ～……。

「あ、スコーンとリンゴのタルト、それと紅茶のお代わりを！」

　いくら精神的に参っていても、お菓子と紅茶の追加注文は忘れない。通りかかった店員さんに、すかさず注文。既にテーブルの上には多くの空き皿が積み重ねられており、代金はとっくに小金貨数枚分になっている。




「あ、そういえば、ミツハはどうなの、男の子とのお付き合いとかは？」

「うっ！」

　痛いところを衝かれた。

　実は私は、小学生から中学生にかけては、男子にモテていたのだ。

　野球のメンバーが足りない、サッカーの人数埋め、サバゲの話を聞かせろ、云うん々ぬん。決して運動神経がいい方じゃなかったけれど、人数合わせと、私がはいると運動が苦手な男の子が参加し易い……少なくとも私以上に足手まといになる男の子はいないから……という、大きな利点があったのだ。

　みっちゃん曰いわく、『それは、モテているとは言わない！　女の子扱いじゃなくて、小さくてトロい年下の男の子、って扱いだ！』ってことだったけど。

　さすがに、高校生になると、お声が掛からなくなったけどね。

　それを、年齢や学校のことをうまくこの国のことに置き換えて説明したところ……。

「それは、モテているとは言わないわよ！」

　ぐぬぬ……。

　とにかく、この話題は流そう。

「それで、ベアトリスちゃんの……」

「で、そういうのじゃなくて、男の子とちゃんとお付き合いしたことはないの？」

　流させてくれないぃ！

「……な、ないかなぁ……」

「ふむふむ。で、お付き合いするなら、どんなタイプの人がいいの？　外見とか、性格とか、身分とか、えぇと……、財産とか？」

　ちょっと待った！　ベアトリスちゃん、今、メモらしき紙切れを見たよね！

　……ということは、質問内容が予め決まっている？

「誰に頼まれたあぁっ！」

「きゃっ！」

　……いかん、マジで怒鳴ってしまった……。




　店の人や他のお客さん達に謝って、ベアトリスちゃんの訊じん問もんだ！

「……で、どういうことかな？」

「あ、その、えへへ……」
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「ど、う、い、う、こ、と、か、な……」

「ご、ごめんなさいいぃ～～!!」

　で、問い詰めた結果。

「あの、アレク兄様が、この質問をして回答を聞いてきてくれ、と言って、お店で飲食するための軍資金として、金貨１枚を……」

　それでか、『奢るから、好きなだけ食べていい』と言った理由は！

「そしてその後、お父さまが『これを聞き出したら、何でも好きな物をひとつ買ってやる』と言って、軍資金として、金貨２枚を……」

　二重取りかよ！

「そして、テオ兄様から、金貨１枚……」

　三重取りかッッ!!

　ベアトリス、恐ろしい子!!




　まぁ、仕方ない。ベアトリスちゃんにも、立場というものがあるだろうし、欲望というものもあるだろう。ここはひとつ、協力するか……。

「それ、ちょっと貸して」

　そして、ベアトリスちゃんからメモを受け取り、余白にそれぞれの質問の回答を記入した。

「これを、それぞれの質問者に教えていいよ。でも、私がこうやって教えたとは言わずに、ベアトリスちゃんがうまく会話を誘導して聞き出した、ってことにしてね」

「う、うん、分かった……」

　ちょっと後ろめたそうだけど、こくこくと頷うなずくベアトリスちゃん。

　よし、これで、うまくミスリードできる。

　ふはは、この私に情報戦を挑もうなど、１００年早いわ！

「じゃ、そろそろ出ようか」

「え、もう少しゆっくりしていってもいいんじゃない？」

　ベアトリスちゃんが、もう今日はお開きにしようと言い出したけど、まだ早いよね……。

「何言ってるの？　今日は、まだあと３軒廻まわるのよ？　でないと、今回の社交シーズンの間に、私のお勧めの店を全部廻りきれないわよ？」

「えええええええっ！」

　……ベアトリスちゃん、恐ろしい子!!





あとがき




　ＦＵＮＡふなです。

『老後に備えて異世界で８万枚の金貨を貯めます』第３巻をお手に取り戴き、ありがとうございます！

　背後（海側）からの危機も躱かわし、懸案事項であったリバーシ大会も無事に終えたミツハ。

　今回で、『老後に備えて異世界で８万枚の金貨を貯めます』、第１シーズン、終了です。アニメ化される場合は、ここまでで１クール、かなぁ。……って、そんな心配はしなくていいですか。

　そして次は、いよいよ、第２シーズン開始です。

　ミツハ達一行が、地球から持ち込んだアレ、『ビッグ・ローリー』で、諸国漫遊の旅に！

　……別に、態度のデカいロリが乗っているから『ビッグ・ローリー』だというわけではない！

　多分……。

　そして、切りの良いここで終わってしまわず、続巻が無事刊行されるためには、是非、皆様の御支援ががが!!




　５月は、他にも『ポーション頼みで生き延びます！』書籍第３巻、そして本作と『ポーション～』のコミックス各第２巻と、大量に刊行！

　また、ｗｅｂコミック誌『水曜日のシリウス』にて好評連載中の、コミカライズ最新話の方も、是非よろしく！（http://seiga.nicovideo.jp/manga/official/w_sirius/）

　毎月、第２・第４水曜日に更新です（『ポーション頼みで生き延びます！』は、第１・第３水曜日更新）。




　担当編集様、イラストレーターの東とう西ざい様、装丁デザイナー様、校正・校閲様、その他、印刷・製本、流通、書店等の皆様、小説投稿サイト「小説家になろう」の運営様、感想欄で誤記の指摘やアドバイスを下さった皆様、そしてこの本を手に取って下さいました皆様に、心から感謝致します。

　ありがとうございます！

　引き続き、小説、コミックス共に、よろしくお願い致します。

　そして、次巻でまた、お会いできますように……。




ミツハ「サビーネちゃんって、王女様の振りもできたんだ……」

サビーネちゃん「振りも何も、生まれた時から王女やってるよ！　アレだよ、『私か？　私はサビーネだ。王女をやっておる……』ってやつ!!」

コレットちゃん「私はコレットだ。平民をやっておる……」

ミツハ「コレットちゃんはいいから！」





[image: ]





本作品は、二〇一八年四月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

老ろう後ごに備そなえて異い世せ界かいで８万まん枚まいの金きん貨かを貯ためます３




二〇一八年五月一日発行

ＦＵふＮＡな
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